
















































本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。























勇者の師の剣、捧げられしは帝国の姫。

青年は従士となりて、その力を使わんと誓う。

平穏なる時を過ごす勇者のもと、遠方より訪れし客人。

其は剣の至高、『剣聖』なり。

彼の者が語りしは、魔王降臨の真実。

そして現れし不穏の影。

忍び寄る、闇の使者により、

勇者とその師の剣に、新たなる戦いが刻まれん。
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　国に戦争の空気が漂い始めると、人心の荒廃は加速する。

　四年前まで続いていた魔物と人類の激しい戦争の爪痕は、いまだにレムルシル帝国の各所に残っていた。

　国境から遠く離れている帝都周辺は、大規模な被害を受けることは無かったが、隣国のクイーンゼリア女王国が滅ぼされ、魔物の支配領域は帝国の北側国境にまで拡大した。

　北側の国境、海岸付近の町や村は、クイーンゼリア女王国から流れ込んできた魔物たちによって壊滅的被害を受け、多くの難民が生まれてしまった。

　魔物との戦争終結後、重要な港を擁する町の復興は急いで行われたが、多くの場合、行くあてを持たない民たちは、各町に流れ着いて貧民街を形成した。だが、そこでの生活に馴染むことが出来なかった一部の者たちは、他人から富を強奪して糧かてを得るようになってしまった。

　帝都シムルグと都市クレナドを結ぶ街道からは、幾つもの枝道が延びている。

　シムルグ周辺に位置する村々を結ぶ道だ。

　その枝道の一つを走っていた荷馬車がいま、避難民から身を持ち崩した野盗連中に襲われそうになっていた。

　馬車に乗っているのは母娘の二人。

　御者台では、三十代半ばくらいの母親が馬を御し、荷台ではまだ十歳くらいの年頃の娘が荷物を押さえている。

　彼女たちは畑で採れた作物を村へと持って行き、別の作物や特産品と交換して貰った帰り道だった。

　狼や熊といった獣や、小型の魔物による被害はごく希まれに発生するが、シムルグに近いこのあたりで野盗に襲撃されるとは思っていなかった。

　野盗たちが駆っている馬──これも誰かから奪ったものだろう──は、決して駿しゆん馬めとはいえない駄馬だ。

　しかしそれでも、荷車を引いて走る馬とは比較にならないほど速度が出る。

「待てや、こらぁ！」

　枝道ゆえに狭い一本道。

　野盗の男たちの野太い声がドンドン近づき──。

「きゃあああ！」

　母親が悲鳴を上げる。

　馬の鼻はな面づらを掠かすめるようにして、前方から数本の矢が飛来した。

　待ち伏せされていたのだ。

　矢が当たりこそしなかったものの、馬を驚かせて足を止めさせ、野盗たちが馬車に追いつき包囲するには十分だった。

「おい、お前ら。そいつら二人は殺すなよ？」

　身を寄せ合い震える母娘に、あまり手入れのよくない剣を突きつけながら、野盗どもの親玉らしき男が手下へと指示を下す。

「兄貴、荷物は野菜やらパンやら、あとは何かよくわからん草やら木の実みたいなものばかりですぜ？」

「ちぃ……シケてやがんな」

「この二人はどうします？　母親のほうは少し歳がいってますが、結構美人ですぜ？」

「そうか、それなりの値段で売れそうだな」

「兄貴、兄貴！　少し遊んでも構わないかい？」

　下げ卑びた笑いを浮かべて、手下の一人が母と娘を見た。

　母親が娘を抱きしめるようにして庇かばう。

　娘もまた母親に抱きつくようにしながら、ただ気丈にも野盗からは目を逸らさずに睨みつけていた。

「まあ、いいだろう。ただ、傷はつけるなよ？」

「ヘヘヘ……わかってまさぁ！　さすが、兄貴だぜ」

「おいおい、お前も好きな奴だな！」

　男の一人が母娘に近づいて行く。

「やめて！　お母さんに近寄らないで！」

「うるせえ！　ガキは黙ってろ！」

　男が座り込んでいる母親の腕を摑み上げ、別の男が母親から離れまいとする娘を押さえ込んだ。

「────！」

「痛い！　お母さん！」

　母親が乱暴に押さえつけられた娘へ声にならない悲鳴を上げて手を伸ばし、娘もまた押さえつけた男の腕の中で何とか逃れようと必死にもがき──。

「娘には手を出すなよ。まだガキだが、あれくらいの年頃が良いという変態もいる。お手つきじゃないほうが高く売れるからな。シケた上がりだから、少しは稼がないとな……」

「分かってますよ、兄貴！」

　男は娘の頭を押さえつける腕に更に力を込めていく。

　娘は母親が地面に引き倒されたのを見て、目に涙を浮かべた。それから、自分を押さえ込もうとしている男を、きっと睨みつけて──。

「おい！　何だその目は──っぐげぇ……」

　娘を押さえつけていた男は、脅そうとしている途中で突如、脇腹の辺りを蹴り飛ばされて大地の上を転がった。

「な、何だ？」

　いつの間に現れたのか、一人の男が立っていた。

　厚手の毛皮の外がい套とうに身を包み、丈夫そうな布でできたシャツとズボンを身に着け、足には頑丈そうな分厚い革の靴を履いていた。

　口から鼻にかけては、土埃を防ぐために毛皮の襟巻きで覆っている。

　長い旅を続ける為の旅装だ。
















「クソ……胸くそ悪い場所に居合わせちまったぜ。まあ俺にとっては運が良かったのか悪かったのか。こんな奴らに助けてくれとは言えないし……」

　長旅で手入れをしていない髪の毛が、唯一露出している目元すらも隠していて、男の顔は窺えない。だが、声こわ音ねからまだ若い男のようだった。

　武器と呼べるものは腰にある一振りの剣しか無い。

　足元も酔っ払っているかのように定まっておらず、フラフラとしていた。

「てめぇ！　何しやがるんだ、こらぁ！」

「ぶっ殺されてぇのか！」

　仲間を足蹴にされて殺気立つ野盗たちを、親分が手で制する。

「よぉ、兄ちゃん。良さそうな剣を持っているじゃねぇか……」

「これか？」

　旅装の男が唯一帯びている一振りの剣。

　鞘さやこそは普通の鉄のようだが、剣の柄つか頭がしらに施されている金でできた装飾は、素人が見てもかなり立派なものだった。

「俺様の手下にしたことは、その剣を寄越せばチャラにしてやってもいいぜ？　ただし、ここを通るには通行料が必要だ……通行料は、てめぇの命だがな！」

「こいつはやれないな。結構大切にしているものだし、それにその通行料も払えないぜ」

　腰の剣に手をやり、どこか困ったような声を上げる旅人風の男。

「誰もてめぇの意思なんて聞いてねぇよ。悪いがこれは強制だぜぃ？　今日この道を通りかかったてめぇの運が悪かったってことだ」

　親分の言葉に手下たちも哄笑を上げる。

「ああ、俺もさっきまで運が悪かったと思ってたんだ。道をどういうわけか見失って、森の中で一週間以上も迷い続けるし、やっと人を見つけたと思ったら、あんたらみたいな連中だし……」

「はっはっは、そいつは本当に運が無いな、兄ちゃん。少し同情しちまうぜ？」

「だからさ、お嬢ちゃん」

「は、はい」

　旅人風の男に急に話しかけられ、娘が戸惑ったような声を上げた。

「君はこの辺りの人？　何か食べる物とかある？　もし良かったら分けてくれない？」

「え？　え？　えっと……はい、一応近くに家が……」

「飯……飯、食わしてくれない？　助けてあげるからさ」

　旅装の男の勢いに押されて思わず頷く娘。

「よっしゃぁ！　運が向いてきたぜぃ！」

「おいおい、何を言ってんだ兄ちゃん？」

「いやぁ、悪いな。あんたらに俺の悪運を押し付けちまったみたいだ」

「何をわけのわからんこと言ってるんだ？　こいつ」

「親分、もうサクッと殺やっちまいましょうぜ？」

　旅装の男を囲むようにして、野盗たちが手に持った得え物ものをチラつかせる。

「良かったな、おめぇの運の悪さもここまでだ。死んじまったら運がどうとか関係ねぇからな！」

「あのなぁ……親切に教えておいてやるけど、この人数のあんたらの前に、わざわざ姿を見せたんだ。それがどういうことかわかるか？」




──俺はむちゃくちゃ強いぜ？




　言葉が終わるか終わらないかのうちに──ちんっと小さな金属音。

　抜く手も見せず、一瞬で抜いた剣を再び鞘へと納めた音。

　一拍置いて、物も言わずにドタドタッと崩れ落ちる野盗たち。

「子どもの前だ。殺しはしない。だけど、数日は起き上がれないと思え！」

　親分が状況を把握する前に最後に見た光景は、長い前髪の合間から見える、戦場に身を置き続けた者に特有の強烈な眼光だった。




「は、腹……減ったぁ……」

　瞬く間に野盗どもを無力化しながらも、力無く情けない一言を残して、崩折れるように倒れてしまった旅装の男に、母娘は恐る恐る近づいていく。

「あ、ありがとうございました」

「いいって……それよりもさ、何でも良いから食べ物……」

「こ、これ……」

　娘が荷馬車の荷物から、自分たちの弁当である質素なパンを差し出すと、男は飛び跳ねるような勢いで上半身を起こして、毛皮の襟巻きをずらすとパンに齧かじり付ついた。

　ガツガツとパンを食らう男を母娘は啞然とした表情で見つめていたが、彼が食べながらシムルグを目指して旅をしていたのだと言うのを聞くと、荷馬車に乗って行くように勧めた。

　街道の小さな凹凸を拾っては、ガタゴトと音を立てて揺れる荷馬車の荷台の上で、男は胡座あぐらをかくようにして座り込んだ。

　娘がさらに荷物から出してくれた大きなパンを、ひたすらせっせと口に詰め込んでいる。

「いやあ……モグモグ……本当に助かりました。食べ物……モグ、ゴクン……まで分けていただいた上に、馬車にまで乗せていただいて」

「いえいえ、私たちこそ危ないところを助けていただいて、本当に助かりました」

「モグモグモグ……ッン？　ンンッ!?」

　貪むさぼるように食べていたパンを喉につまらせたのか、ドンドンと激しく胸を叩き出す男に、少女が水筒を差し出す。

　男はひったくるようにそれを受け取ると、ゴクゴクと勢いよく水を飲み干した。

「……ぷはぁ！　スマン、助かった。ありがとう」

　少女は男にニッコリと微笑むと、再び荷物を両手で押さえ込む。

　外套のようなゆったりとした服を身に着け、町の娘と違う素朴さを感じさせるが、珍しい紅玉の瞳を持つとても綺麗な少女だった。

（もしもあのまま野盗に襲われていたら、きっと売り飛ばされていただろうな）

　少女はまだ十歳かそこら。

　慰み者にされるにはまだ幼いが、特殊な癖へきを持つ輩やからに需要がありそうだった。

　食事を恵んでもらったことも含めて、男はこの馬車を救って良かったと思う。

「今から帝都まで行かれますと日も暮れますし、よろしければ一晩家へ泊まっていかれます？　だいぶお疲れのご様子ですし」

「本当ですか!?　いや、それは助かります！　割と本気で死ぬかと思っていたところだったので。ありがとうございます」

　荷台に頭を擦り付けんばかりに頭を下げる男に、母親が恐縮したような笑顔を浮かべてみせた。

「そんな、私どもも野盗に襲われるなんて……もしもあなたがあの時、あそこを通りかかることがなければ、今頃私たちも生命がなかったか、娘と離れ離れにされていたかもしれません」

　なお、野盗たちは荷物を括くくりつけるためのロープで木に縛り付けてきた。

　数日は目を覚まさないだろうし、森の獣に襲われることがなければ、通報を受けた衛士が駆けつけるまで逃げ出すことはないだろう。

「それにしてもお腹を空かせて倒れられるなんて、随分と遠いところから旅をされていらしたのですか？」

「ええ、まあリヨンの国境の方からですかね」

「まあ、リヨンから？」

「ええ、ちょっとシムルグに知り合いを訪ねるところでして」

「あら、そうなんですか。剣をお持ちなので、てっきり傭よう兵へいさんか何かだと思っていました。最近、よく町で見かけるので」

「この剣は旅のお守りですよ。ところで、やはりペテルシアとの関係悪化で？」

「私たち庶民にはよくわからないのですけどね……やはり戦争になるのかしらと、噂が広まっていますわ」

「魔物との戦いが終わったばかりだというのに、次は同じ人間同士で……愚かな話ですな。まあ、自分も人のことは言えないのですがね……」

「お兄さんも戦うために来たの？」

　荷台で男の横に膝を抱えて座り込んでいた娘が尋ねる。

　それを聞いて男は破顔すると、娘の頭を撫でてやった。

「まあ、ある意味ではそうかもね。俺は戦争をしに来たんじゃないんだけど、昔何度か戦った相手がシムルグにいてね──」

　男にとって忘れることのできない相手だ。

　幼き頃より剣の道を歩み始めた男には、幸い剣に関しての才能があったらしく、瞬く間に上達していった。

　高名な師の下もとで修行を重ね、気が付くと周囲には彼に剣を教えることが出来る者はいなくなっていた。

　天狗になっていたように思う。

　自分に勝てる者はこの世に存在しない。

　魔王や魔族は強大な力を持っていると聞いていたが、いずれ前線に出ることが許された際には、自らの剣で最強を証明してみせるつもりだった。

　その自信があった。

　その人物と出会うまでは──。

　聞けば丁度、男とは十違う年齢だった。

「こんなガキが？」

　周囲の誰もが期待している人物が、ようやく十に届いたばかりの子どもであると聞いて、無性に腹が立ち、大勢の人々の前で勝負を申し込んだ。

　引っ込みのつかない舞台を整えて、相手が逃げられない卑劣な手段を用いて。

　そして勝負を挑んだ結果──。

「強かったなぁ……あれは」

　負けた。

　しみじみと呟く男の顔を、娘が不思議そうな顔で見上げた。

（そういえば、初めて戦った時のあいつは、この少女と同じくらいの年頃だった──）

「私も明日の早朝にシムルグへ行きますから、よろしければお送りしましょうか？」

　娘を見下ろしながら、感慨に耽っている男に母親が声をかけてくる。

　森に放置してきた野盗たちの件も通報しなければならない。

「お言葉に甘えさせてもらいます」

　その提案を断る理由はどこにもなかった。
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　騎士学校の女子寮の一室。

　レティシアの朝は早い。

　本来、彼女ほどの身分であれば、日が高くなってから起きだし、大勢の侍女に傅かしずかれながら優雅な朝を迎えることが許される。

　だが、レティシアは日の出どころか、朝の早いパン職人ですらまだ床についている刻限に、必ず起きだしていた。

　ウィンと出会ってから毎日。

　騎士学校では身分は考慮されないというのが建前だが、さすがに高位の貴族には個室が与えられていた。

　特にレティシアは特待生という立場なので、寝室以外にも部屋が四つもあるなど、特に優遇されていた。

　世界を救った勇者。

　公爵家の姫君。

　優遇されて当然の身分だ。

　騎士学校でレティシアと同等の待遇を受けている学生は、クライフドルフ侯爵家のジェイドのような高位貴族の子女、または外国から留学生として来ている王族の学生といった数名程度しかいない。

　もっともレティシアは、あてがわれている部屋のうち、寝室とリビングルームしか使用していない。高位貴族の家柄の学生だけに許される、世話役の侍女も持たず、また持ち物もそれほど持っていないため、空室の利用方法が無かったからだ。

　今日もいつも通りの時間に目を覚ましたレティシアは、ベッドからするりと抜けだした。

　吐く息が白く、部屋の中はまだ暗い。

　春が来て、日が昇ると暖かくなったとはいえ、朝方はまだまだ冷え込む。

　窓のカーテンを開けると、まとめていない金色の髪が、窓から射し込む月明かりを反射してキラキラと輝いた。

　姿見を覗き込み、手早く髪を纏まとめて服装を整えていく。

　普通、貴族の令嬢は侍女の手によって身み繕づくろいをするが、レティシアは侍女の世話を受けるのを好まない。

　棚の上に置いていた小さな包みを大事そうに手に持つと、部屋から廊下へと出た。

　高位貴族の寮の廊下は、特別に設置されている光源魔法を付与した魔法具によって、薄暗いながらも歩ける程度の明るさに保たれていた。

　まだ他の生徒たちは寝ている時間だ。

　レティシアは物音を立てないように注意しながら歩く。

　気配を殺すのは得意だった。

　隠れて魔物をやり過ごすためには必須の技術だ。

　これは幼い頃、ウィンと一緒に冒険者として仕事をしていた頃に学んだものだった。

　といっても、主に学んでくるのはウィンで、レティシアは彼から教わってばかりだったが。

　冒険者としてウィンが学んだ技術は、レティシアのその後の勇者としての旅において、とても役立った。

　女子寮からさらに外へと出た。

　外は静寂に包まれている。

　明かりは月と星のみで、木々が陰影を生み出していた。

　向かう先は男子寮で、女子寮からは街の一区画以上離れた場所に建てられている。

　レティシアは女子寮を出たその場所で、身体を念入りにほぐすと、スーッと大きく一つ深呼吸。そして、タタタッと軽快に走りだした。

　軽く流すようにして走ると、男子寮が見えてくる。

　その手前で走る足を緩めてそっと覗き込むと、すでにウィンが剣を素振りしているのが見えた。

　一つ一つの剣の型を、軌跡を確かめるようにゆっくりと振っている。

　斬る瞬間に力を一点に集中するように──腕力によるのではなく、足腰を使って、速さで斬れるように。

　ひと通りの型を素振りし終えると、ウィンは呼吸を整えるために、何度か深呼吸を繰り返した。

　今までは、素振りを終えた後、足腰を鍛えるために『渡り鳥の宿木亭』の朝の仕込みの仕事へと走って向かっていたが、セリが雇われてその必要はなくなった。

　早朝からの仕事が無い以上、ここまで早起きをする必要はないのだが、長年身体に染み付いた習慣は、そう簡単には抜けないのだろう。レティシアにしてから、この時間に目が覚めてしまうのだから。

　レティシアはスーッと息を深く吸い込むと、吐き出した。

（──よしっ！）

　胸の前で一度小さく拳を握って、自分に発破を掛ける。

　持ってきた包みに目を落として確認すると、ウィンに向かって歩き出した。

「うん？　おはよう、レティ」

「おはよう、お兄ちゃん」

　接近するレティシアの気配に気づき、ウィンが剣を下ろして挨拶した。

　レティシアも微笑みを浮かべて挨拶を返す。

　若干、緊張してしまっていることに気がついて欲しくないなと思いながら。

「ちょっと待ってて。もう少し鍛錬したら終わるからさ。それとも、一緒にやる？」

「ここで見てる」

　ウィンは頷いて再び剣を振り始めた。

　その様子を見守る内に、レティシアは徐々に緊張がほぐれていくのがわかった。

　ウィンの剣は、まるで舞いを踊るかのように軽やかなものだ。

　攻撃を躱かわしてから斬るのがウィンの剣技。

　レティシアと同じ剣技──いや、正確にはウィンの剣技を、レティシアが使うというべきか。

　幾多の戦場を潜り抜けてきたレティシアが使い続けた剣技の源流だ。

　剣を振り続けたウィンは一度、横に大きく剣を振りぬいた後、動きを止めた。

　それから、何度か大きく深呼吸をした。

　白い息が大気の中に溶けこんでいく。

「お疲れ様」

　呼吸を整えているウィンに、レティシアは歩み寄った。

「ああ、ありがとう」

「今日はこれで鍛錬終わり？」

「そうだね。もう夜が明け始めたし。どうしたの？」

「うん、あのね」

（落ち着いて、私！）

　胸の鼓動が、少し速くなっているのがわかる。

「なんだろう？」

「はい、これ」

　レティシアは背中に隠していた小さな包みを、ウィンへと差し出した。

「お兄ちゃん。従士への昇格、おめでとう」

「これ、俺に？」

「うん」

「うわあ、ありがとう。開けてみてもいい？」

　レティシアが小さく頷くのを見て、ウィンは包みを開いてみた。

　出てきたものは数冊の本。

「おお！　凄い！　こんな高価なもの……」

　書物は高価な品物だ。

　物によっては金貨で取引される本もある。

「歴史書や英雄物語みたいな、お兄ちゃんが好きそうなのを選んだつもりなんだけど」

「それは読むのが楽しみだよ！　ありがとう。大事にする」

　包みから一冊取り出して、嬉しそうにパラパラと頁をめくっているウィンを見ていると、レティシアも嬉しくなってくる。

「じゃあ、何かお礼でも考えないとな」

（……よし！）

　レティシアは内心グッと拳を握る。

　ウィンの性格であれば、きっとそう来ると考えていた。

「何がいいかな……」

「……あのね、じゃあお兄ちゃん。今度一緒にお買い物に付き合ってくれる？」

「買い物？　荷物持ち？」

「うん。実はね、新しい服が欲しくて」

「レティの家なら、出入りの商人とかいるんじゃないの？」

「そうなんだけど……お兄ちゃんに選んで欲しいなぁと思って」

「俺、女の人の服なんてよくわかんないよ？　それでもいいのか？」

「お兄ちゃんが似合うと思った服でいいよ」

（というか、お兄ちゃんさえ似合うと思えばいいんだよ）

「うん、分かった。今日は昼からコーネリアさんに呼ばれているからダメだけど、休暇を貰えたら付き合うよ」

「うん。約束だよ！」

　嬉しそうな声をあげるレティシアに、ウィンが優しげな笑みを浮かべた。

　レティシアは何となく、自分の心をウィンに見透かされているような気分になり、頰が熱くなった。

「今日からお兄ちゃんは、コーネリアさんの従士として正騎士になるんだね」

「ああ」

　ウィンは少し照れたように笑った。

「まだ全然実感が湧いてこないけどね。自分の実力で騎士になったとはとても思えないし。でも、精一杯頑張るよ」

「お兄ちゃんなら大丈夫だよ。でも、そっか……お兄ちゃんの守るべきご主人様は、コーネリアさんになるんだよね」

　そう言ったレティシアの声音は沈んでいた。

「いや、言っただろう？　レティの力が利用されないようにするには、俺をそうした勢力から遠ざけようとするアルフレッド殿下の仰せの通りにしたほうがいいって。俺は帝国の騎士になることを目指していたわけだから、コーネリアさんは剣を捧げる対象としてこれ以上無いお方だよ。それに大事なことは騎士になることじゃなくて、騎士になってから何を為すかだしね。だから──って、レティ？」

「……ふーん、そっか。コーネリアさんなんだ」

「レ、レティ？」

「そうだよね。コーネリアさんは本物のお姫様で、お姫様に仕える騎士って、男の子には憧れだものね」

（お兄ちゃんが騎士になれたことは私だって嬉しいし、応援したいんだけど……）

　レティシアはどこか恨めしげに、上目遣いでウィンの顔を睨みながら、少しだけ頰を膨らませていた。

（う、可愛いなあ）

　レティシアの幼い頃からの癖だ。

　なにか不満なことがあると、彼女はすぐに頰を膨らませる。

　コーネリアへの嫉妬を見せているレティシアに、ウィンは思わず顔が綻ほころびそうになった。

「俺にとっては、レティもとっても大切だよ」

　思わずニヤけてしまいそうになったが、レティシアがますます拗すねてしまいそうなので、ウィンはポンポンとレティシアの頭を撫でてやった。

「う～、ごまかされないんだから……」

　変な唸り声を上げて見上げてくるレティシア。

「お腹すいたし、朝ごはんは外で食べようか？」

「え？　朝ごはん？　うん、行く行く」

（上手くごまかせたかな……）

　街へ朝ごはんを食べに行くと聞いて、あっさりと機嫌を直してはしゃぐレティシアを見て、ウィンは少し苦笑した。

　騎士学校で出される料理は、内容の割に非常に良心的な値段だが、上流階級の子息が多いこともあって、どこか味も量も上品にまとめられている。

　たくさん食べるのには向かない。

　レティシアは公爵家の姫だが、幼少の頃から庶民の味に慣れ親しんでいるので、外に食べに行くことを喜ぶのだ。

　ウィンは十七歳、レティシアは十五歳。

　食べ盛りの年頃であり、朝から身体を動かしていた二人は、お腹がとても空いていた。

　すっかり顔馴染となっている、騎士学校の門衛の人に軽く挨拶して、二人で街へと出かける。

　通りに軒を連ねる店舗は開店準備に勤いそしみ、商人たちは市場へと急ぎ足で歩いて行く。

　大きな通りが交差する広場では、早朝から旅立つ人々をあてこんだ、軽食の露店がすでに営業を始めていた。

　焼きたての香ばしいパンの香りや、香草と香辛料をふんだんにまぶした肉の串焼きなど、周囲には食欲がそそられる香りが漂っている。

　ウィンとレティシアは、露店の一つに寄ると、焼きたてのパンを注文した。

　追加料金を払って、バターもたっぷりと塗ってもらい、肉と野菜を挟んでもらう。

　近くの椅子に腰かけると、レティシアはさっそく齧かぶりついた。

　バターの風味と、焼きたての肉の肉汁が口の中に広がった。

　レティシアの顔が綻ぶ。

　ウィンが別の露店から、柑橘系の果実を小さな陶器に絞ったものを二つ買ってきた。

　一つをレティシアへと渡す。

　レティシアはコクコクと果汁で喉を潤す。

　口の中いっぱいに、甘酸っぱい味と爽やかな香りが広がった。

「美味しい」

　お腹が満たされていく幸せにニコニコしながら、レティシアは立ったままパンにかぶりついているウィンを見上げる。

　それから目を閉じた。

　身体を小さく左右に揺らしながら、小さな声で歌を口ずさむ。

　幼い頃からウィンは食べ物をまずレティシアに食べさせてあげた。

　レティシアが一生懸命食べるのを世話し終えてから、自分の食事に取り掛かるのだ。

　互いに成長した今では、二人一緒に食事を始めるが、食べる量はウィンのほうが多いので、レティシアがちまちまと齧っても先に食べ終えてしまう。

　そのためいつも、ウィンが食べ終えるまでレティシアは歌を歌っていた。

　幼い頃にウィンから教わった歌や、旅先で覚えた歌。

　レティシアは歌うのが好きだった。

　隣に佇んでいるウィンの、温かく優しい気配を感じながら心のままに歌う。
















　いつの間にか、人だかりができていた。

　旅立ちや、店の仕込みで忙しい時間帯にもかかわらず、皆足を止めてレティシアの歌に聞き入っている。

　今、ここに集まっている人は、レティシアが勇者であることに気がついていない。

　純粋にレティシアの歌声に惹かれ、聞き惚れて、集まっただけだ。

　柔らかく射し込む朝日に乗せて、レティシアの透き通るような歌声が広がっていく。

　人が集まっていることに気づかず歌い続けていたレティシアは、やがて歌い終わった時、注目を集めていたことに気がついて、きっと恥ずかしがるだろう。

　真っ赤な顔で涙目になって、ウィンの袖を引っ張り逃げ出そうとするはずだ。

　ウィンは気持ち良さそうに歌い続けるレティシアを優しい瞳で見下ろす。

　レムルシル帝国とペテルシア王国との国境付近の情勢がきな臭くなり、人々もまた不安を隠しきれずに様々な噂が流れている。

　その中には、帝国貴族である勇者を先頭に立てて、憎きペテルシアを討とうという声もあった。

　レティシアが歌っているのは、戦場へと向かった恋人の無事を願う歌。

（本当は、こうやって歌が大好きなだけの女の子なのに……）

　時折、風で揺れるレティシアの髪の毛がウィンの手に触れる。それをくすぐったく感じながら、ウィンは歌に聞き入る。

（今日はコーネリアさんに呼ばれているから、本当はそろそろ戻らないといけないのだけど）

　いつもは時間に余裕を持って行動しているウィンだが、今日くらいは少々支度にバタついてもいいかなと思い直し、レティシアの歌を聞き続けるのだった。
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「うん、やっぱり凄いなぁ……」

　ウィンは、小さくつぶやいた。

　以前、コーネリアから招待されて訪れたことがあったが、改めて見てもその巨大な建物に圧倒される。

　レムルシル帝国の皇宮。

　皇帝陛下が住まう帝国の中枢、その正門だ。

　正門前には広大な広場があり、その先は貴族街だ。

　貴族街の外側は商人を始めとした富裕層や騎士の邸宅が建ち並び、一般市民には近寄りがたい場所でもあった。

　ウィンも手紙配達の仕事などで、貴族街へは何度か足を運んだことがあったが、その時でも正門前まで来たことは数回程度だった。

　カラン、カラン。

「あ、すみません」

　背後から響いた鐘の音に、ウィンはハッと我に返ると慌てて道の端へと避よけた。

　鐘を鳴らした馬車がウィンを追い越して門の中へと入っていく。

　ウィンは門を潜り抜けていく馬車を見送りながら、見上げ続けて痛くなった首筋をさすった。

（大丈夫だ。何も緊張することはないはず）

　グッと胸の前で右手を小さく握り、小さく「よし！」と気合を入れた。

　そして、門の中へと一歩踏みだそうとして──。

（前に来た時はレティがいたから心強かったけど、一人だとやっぱり入りにくいなあ。そのうち慣れるのかな……）

　覚悟を決めて従士となったとはいえ、この門から先には、確実にウィンとは縁が無かったであろう世界が広がっている。

　血統書付きの平民であるウィンには、敷居が高く感じられた。

　いつまでも門の前で、足を踏みだそうか否かまごまごしているウィンの横を、次々と馬車が通り過ぎていった。

　金ピカに輝く装飾と、貴族なのか立派な紋章が入った旗を掲げた、大型の馬車ばかりだ。

　ウィンが街中でよく見かける行商人たちの駆る荷馬車や、街道を走る乗合馬車とは雲泥の差だ。

　町の大通りで初めて目にした時は、あんなにキラキラ光って眩しくないのかなと思いながら眺めたものだ。

　しかし、これから向かう先にはそういう馬車に乗るような人物ばかりの世界が広がっている。

（心細いけどいずれは慣れないと。それにここにいつまでもいるわけにもいかないし……）

　ウィンは覚悟を決めて中へと歩を進めた。

　そして数歩進んだところで、再び足を止めることになった。

（前はレティと一緒に来たから迷わずにすんだけど……）

　門からまっすぐにのびる常緑樹の並木道。

　その先には勢い良く水を噴き上げている噴水を中心とした広場が見えた。

　広い道を、皇宮に仕えている者たちなのだろう、老若男女問わず官服に身を包んだ多くの人々が広場の方へ向かって歩いている。彼らは貴族や高位の文官、武官ではなく、ウィンと同様、下位の官吏や皇宮内で働く下働きの者たちだ。

　皇宮へ出仕している者の全てが、高位貴族ばかりではないことは承知していたが、ただ話に聞いていただけでは不安を払ふつ拭しよくできない。実際に目で見てウィンはようやく少し落ち着くことができた。

　これからここに通うにあたり、周囲が皆あんな馬車に乗るような人々ばかりなのかと心配していたのだ。

　落ち着くと、やっと周囲を見渡す余裕も出てきた。

　春を迎えて、道の端に植えられた木々の枝には、瑞みず々みずしい新芽が芽吹き、そこかしこで花が咲き乱れ、小鳥たちは春の訪れを喜んで囀さえずっていた。

　優しい風がウィンの頰を撫でていく。

　ウィンは、しばし目を閉じて小鳥たちの奏でる歌声に耳を傾けた。

　皇宮では、鳥の声も違って聞こえるのかと思ったが、春の訪れを喜ぶ鳥の囀りは、皇宮の外でも中でも変わりは無いらしい。

　並木道の両側は、そのまま森が広がっているようだ。

　いや、間違いなく人の手が入っているのだろうから、人工林といったほうが正しいのだろうか。ところどころに小さな横道があって、木々の合間から見え隠れしている壮麗な建物へと続いているようだった。

　ウィンはそうした建物が見える度に足を止めては、「へー」「ほぉ」と、小さく感嘆の溜息を吐きながら歩いた。

　皇宮には以前にもレティシアと共に訪れているのだが、その時は初めてだということで今日以上に緊張していて、周囲を観察している余裕はなかったのだ。

　並木道からその先の広場を真っ直ぐに通り抜け、宮殿へと続く並木道を歩いて行く。

（建物の配置とか作りが騎士学校に似ているな）

　やがて、再び城壁が見えてきた。

　正門よりも一回り小さい門がある。

「止まりなさい。ここから先の武器の携帯は、許可ある者にのみ許されている。こちらの台帳に所属と名前を記入してくれ」

　門の横にある小さな詰所まで歩みを進めたウィンは、次々と訪れる人々を忙しそうに捌さばいていた近この衛え騎士の一人から声をかけられた。

「わかりました」

「ウィン・バードと。ほう!?　君があの噂の……」

　その若い近衛騎士は台帳に目を落とすと目を丸くしてウィンを見た。

「話は聞いている。武器の携帯も許可が下りているな。通ってよし！」

「ありがとうございます」

　近衛騎士に一礼すると、ウィンは緊張した面持ちで門の中へと入って行く。

　その後ろ姿を詰所にいた数人の近衛騎士たちが、顔をしかめて見送っていることにウィンは気が付かなかった。

（あれが、勇者の師匠──コーネリア様の従士となった男か）

（未婚の皇女に若い男を、それもどこの馬の骨ともわからぬ輩を近づけるとは、アルフレッド殿下も何を考えていらっしゃるのか。何か間違いでもあったらどうされるおつもりだ）

　本来であれば、由緒正しき貴族の血統に連なり、騎士の中でも最精鋭と言われる近衛騎士の中から選ばれるべき皇女殿下の親衛隊従士の地位。

　去っていくウィンの背を、嫉妬心と興味の入り混じった視線が見送っていた。

「お久しぶりでございます。ウィン・バード様」

　皇宮内にある皇族が住まう宮殿に入ると、そこで待っていた女性にウィンは声をかけられた。

「あっ、以前に案内をして頂きました……」

「コーネリア皇女殿下の侍女を務めております、メアリと申します。お互い皇女殿下へお仕えする身。どうぞよろしくお願い致します」

　メアリと名乗った侍女は、丁寧に一礼するとウィンの前に立って歩き出した。

　ウィンよりも二つ三つくらい歳上だろうか。

　侍女とはいえ気品の漂う整った顔立ちをしている。皇女の侍女には高貴な家柄の娘が選ばれることが多い。

　柱の一本から天井や壁に至るまで、まるで一つの作品のごとく、精緻で華麗な装飾が施された廊下を連れ立って歩く。

「親衛隊従士の制服、よくお似合いになっていますよ」

「ありがとうございます。自分はまだ騎士学校に在籍している身分ですから、この制服は畏れ多い気分になります」

「直じきに慣れますわ。この宮殿の奥、後宮はごく一部の者しか足を踏み入れることが許されない場所です。ウィン様に与えられたその新しい親衛隊従士の制服は、そうした場所へ入ることを許す、いわば皇族の方々の信頼の証なのです」

「わかりました」

「そうは言っても、そう簡単には緊張はほぐれませんよね？」

　襟元をしきりに気にしているウィンを見て、いつの間にか並んで歩いていたメアリがクスクスと笑う。

　おかげで、ウィンも多少、緊張がほぐれた。

「この場所の重苦しい空気にも慣れるのでしょうか」

「ええ。ウィン様には少しでも早く慣れていただかないと、いざ皇女殿下の公務へ同行される際に困りますわ」

「えっと、メアリさんとお呼びしてよろしいのでしょうか？　自分も殿下の公務に同行することがあるのでしょうか？」

「当然です。親衛隊従士の任務は皇女殿下の護衛ですから。とはいえ、皇族の護衛を担当する近衛騎士の方々もいますし、滅多なことはありません。ただ、近衛騎士の方々と親衛隊従士で違うことは、皇女殿下の私的な場所にも入ることが許されること。そして皇帝陛下と皇女殿下以外に、あなたへ命令を下すことができないということかしら」

「いま一つ、よくわからないのですが」

「近衛騎士には、皇族方であればどなたでも命令をすることができますし、騎士団ですから当然、団長を頂点とした組織的な命令系統がございます。でも、ウィン様に対して命令を発することができるのは、皇帝陛下と皇女殿下のお二方だけなのですよ」

　教えながらメアリは宮殿の奥へと歩いて行く。

　やがて、近衛騎士団の制服に身を包んだ二人の女性騎士が立つ廊下が見えてきた。

「あの廊下の奥から、基本的に男子禁制の後宮となります。皇帝陛下のお妃様方、そして皇女殿下方だけが住まう場所です」

　そう言うとメアリは「こちらへ」と、ウィンの前に立って歩き出した。

　侍女に連れられて、男子禁制の場所へと足を踏み入れるウィンを、警備に立つ女性の近衛騎士が興味深そうに見ながら敬礼する。

　ウィンもぎこちなく返礼した。

　彼女たちの視線を背中に感じながら、更に奥に進んで行く。

　通路の先にも幾つか扉があって、そこでもやはり女性の近衛騎士が警備に立っていた。

　後宮で働いている侍女たちとも何度もすれ違う。

　その度に好奇の目で見られて、ウィンは居心地の悪さを感じてしまう。

（当然だけど、女性ばかりだ。それに……道に迷いそうだ）

　さらに廊下を進むと、通路は一度中庭へと出た。

（離宮かな……）

　通路は真っ直ぐに庭園を横切り、その先にある離宮へと延びている。歩いて行くと、金と白木作りの壮麗な扉に繫がっていた。

「こちらの離宮がレムルシル帝国第一皇女、皇位継承権第二位のコーネリア皇女のお部屋です。そしてこちらが、あなたに与えられることになる部屋です。正確にはコーネリア皇女殿下親衛隊従士詰所ですね」

　メアリが指し示した先を見ると、隣に小さな石造りの建物があった。

「後宮内に詰所があるのですか!?」

「はい。ですから、きちんと制服を着て欲しいのですわ」

　メアリが鍵を使って詰所の扉を開ける。

　部屋の中には、会議に使用できるような木製の大きな机と、立派な椅子が何脚か置かれていた。

　ほとんど書籍が置かれていない、大きな書棚もある。

「今はまだウィン様お一人ですから、部屋の中が閑散としています。いずれ人員が補充されれば、内装も充実するかと」

「想像していたのと少し違っていました。自分は宮殿外から出仕するものかと……」

「普段はそれでもよろしいのですが……」

　メアリが奥の扉を開ける。

　ウィンが覗き込むと、そこには寝台が四つ用意されていた。

「状況によっては、こちらに泊まることもできるようになっています」

（うわぁ、落ち着けなさそうだ……）

　詰所とはいえ、さすが宮殿内の建物というところか。

　貴族の子弟が寝起きする騎士学校の寮よりも、更に広い寝室だった。

「コーネリア殿下はいまご不在ですので、他の場所もご案内しましょう」

　ウィンがあまりの部屋の広さに圧倒されて目を白黒させているのを、面白そうに眺めていたメアリが言った。

「鍛錬できるような場所はあるのでしょうか？」

「もちろん。近衛騎士の方々も鍛錬していますから。後宮内部にもありますよ？」

「……その近衛騎士の方々って、女性ばかりですよね？　できれば後宮の外にある鍛錬場でお願いします」

　イタズラっぽい笑顔を浮かべて言うメアリに、ウィンは勘弁して欲しいと苦笑してお願いした。

　再びメアリに連れられて詰所から中庭の通路へと出る。そのまま来た道を戻って後宮を出ると、また違う廊下を進んで行く。そして幾つか角を曲がったところで、メアリは窓の一つへウィンを案内した。

　窓から覗くと、すり鉢状の作りとなっている広場が見えた。そこで数名の騎士たちが、武器を振っている。

「あちらが主に騎士の皆様が訓練されている場所ですね。他にも皇族方が使用される場所などもございます。また、宮廷魔導師団が管轄する施設の地下には強力な結界が張られていまして、危険な魔法を扱っても大丈夫な場所もございますよ」

「迷子になりそうです……」

　力なく呟くウィンにメアリは苦笑した。

「そうですね。覚えていただくしかありませんね」

「はい。努力しま──」

「ちょっと、そこの君！」

　ウィンが案内してくれたメアリにお礼を言おうとしたその時、後ろから声を掛けられた。

　見ると歳の頃は二十代半ばくらいか。メアリよりも少し背が高い程度で、男性としては背が低い。明るい茶色の頭髪に茶色の瞳で、顔にはまだどこかあどけなさを残している。

「こんな奥にまで入って来られるということは、この宮殿に勤めている者なのだろう。ちょうどいい。ボクの従者が逸はぐれてしまってね。難儀していたところなんだ」

　足元にはパンパンに膨れ上がった、大きな革の鞄が置かれていた。

「ちっ。見てくれ！　この広大にして壮麗な宮殿を。さすがは皇帝陛下がお住まいになられている場所だ。だが、この広大さが今のボクには少々マズイ状況を引き起こしているんだ」

「はぁ」

　言葉に合わせて、いちいち芝居がかった大おお仰ぎような動作で指し示す。

「ちっ。ボクはこの春から宮廷魔導師として任官するのだが、部屋まで重い荷物を運ぶのに疲れていたところだ。見ての通り、ボクは学究の徒だからね。力仕事には慣れていない。そこで君の従僕を貸していただきたい」

「従僕……え!?　従僕って、ええ!?」

　指がウィンを差していた。

　指差されたウィンは目を白黒させ、それからメアリと顔を見合わせる。

　コーネリアの侍女であるメアリと一緒にいたことで、ウィンが彼女の従僕であると勘違いしてしまったようだ。

「申し訳ございません。こちらは皇女殿下の従士で、いくら貴族の方であっても、他の方のご命令は……」

「いやぁ、君が通りかかってくれて助かったよ。さすがに初日から遅刻はマズイだろうからね」

（うわぁ聞いてない）

　ウィンとメアリは同時に顔を見合わせた。

「ちっ。というわけで、ボクの荷物を運んでくれたまえ」

「ですから……」

「ちっちっちっ。うんうん、わかっているよ」

　任せろとでも言うように、右手を開いてメアリの顔の前に突き出すと、何度も頷いた。

「もちろん、ただとは言わないさ。自己紹介が遅れたね。ボクの名前はレイモンド・ヴァン・ホフマイン。こう見えてもこのボクの家は、あのクライフドルフ侯爵家に連なる子爵の家柄だ。ボクと親しくなっておけば、とっても有利になるよ。君はとっても綺麗だし」

　レイモンドはメアリの手を取ると言った。

　クライフドルフ侯爵家といえば大封の領主の家柄だ。

　その家柄につながる子爵家とあれば、確かに有力な貴族であることは間違いない。

　しかし手を取られたメアリは、迷惑そうに少し顔をしかめた。

「わかりました。ホフマイン子爵公子閣下。お荷物をお運びいたします」

　ウィンは肩をすくめると、レイモンドの鞄を持ち上げた。

　確かにかなりの重さがある。

　ほっそりとして、あまり腕力が無さそうなレイモンドには、なかなか辛いものがあるだろう。

「え!?　ウィン様？」

「構いません。コーネリア殿下もまだお戻りにはなられませんし、子爵公子閣下のお荷物をお運びしましたら、すぐに後宮へと戻ります」

「ちっ。よろしい。丁重に扱うように。中の物を盗ろうと思うな？　下々の者は、手癖が悪いからな」

「ホフマイン子爵公子閣下、それは少しお言葉が過ぎるかと。この宮殿内にそのような不ふ埒らちを働くような人物は存在しません！」

　あまりの傍若無人な言いように、メアリが口調を厳しくしてレイモンドに詰め寄ろうとしたところを、ウィンが手で制した。

「平気ですよ」

　鞄を担ぎあげるウィンにメアリは深々と一礼する。

「ちっ。君は従僕に礼なんてするのか。付け上がるから止めたほうがいい。それにしても、ボクの従者は何をしているんだか。これだから平民は使えないんだ」

　レイモンドは頭を下げているメアリを振り返って言うと、笑顔を浮かべて手を伸ばしてきた。

「そういえば君の名前を聞いてないね」

　馴れ馴れしく、メアリの肩に手を回そうとするレイモンド。

　だが、メアリはさりげなく身を離し、

「あ、おい……」

「それではホフマイン子爵公子閣下。私も仕事がございますので、失礼させていただきます。彼も早めに解放していただけますと助かりますわ」

　それだけ言うとメアリは、レイモンドに軽く会釈して廊下を戻っていく。

　歩み去るメアリの後ろ姿を見送り、それからレイモンドはウィンを振り返った。

「それで、どちらへお運びすればよろしいでしょうか？」

　ちっと舌打ちをするとレイモンドは「こっちだ」とウィンを伴い歩き出した。
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　レムルシル帝国の皇族が、正式に公務へと携わり始めるのは十八歳からだ。

　しかし、外国からの使節、国内の有力貴族が訪れれば、皇女としての務めを果たさねばならない事もあった。

（ウィン君の初出仕の日なのに、お待たせしてしまうなんて）

　朝、父である皇帝アレクセイから急に呼び出されたコーネリアは、拝謁に来た貴族から美辞麗句を聞くだけという苦行に近い仕事からようやく解放されて、宮殿の廊下を急ぎ歩いていた。

　皇族の女性の部屋は宮殿の最さい奥おう部ぶ、後宮に存在する。急いでいる今、廊下は腹立たしく感じる程に長く、そして広く、移動に時間が掛かる。

　宮殿を訪れた者たちへ感動と帝国の威容を伝えるはずの、柱、天井、壁に至るまで一流の建築家と美術家によって施されている荘厳な装飾も、宮殿に住んでいる者にはただの日常の風景に過ぎず、コーネリアの心を癒すには至らない。

　途中、すれ違う騎士や宮殿内に仕えている人々は、もはや走りださんばかりの早足で歩く彼女に、一様に不愉快げに顔をしかめた。宮殿内ではとても相応しくない、優雅さに欠ける振る舞い。しかし、非難の声を上げようとして、その人物が敬愛すべきコーネリア皇女殿下であることに気が付くと、慌てて頭を下げるのだった。

　今日のコーネリアが身に着けている服は、皇女としてふさわしい豪奢なドレスなどではなく、動きやすさを重視した飾り気のないシンプルなものだ。

　貴族との接見は、アレクセイの気まぐれで行われた非公式なものだったので、落ち着いた雰囲気を漂わせるドレスを身に纏っていた。

　もっとも、これだけ急ぎ足で歩いていては、とても落ち着いた雰囲気には見えないだろうが。

（メアリに、はしたないと怒られるかしら）

　子供の頃から仕えてくれている侍女の顔を思い浮かべた時、前方に見覚えのある人影が見えた。

　まさにいま考えていた人物だった。

　コーネリアの姿を認めると、深々と一礼する。

「遅くなってごめんなさい。ウィン君はもう？」

「はい。もう出仕されてはいらっしゃるのですが……」

「何かあったの？」

　メアリは、コーネリアにレイモンド・ヴァン・ホフマイン子爵公子との一件を話した。

「そうですか。ホフマイン子爵家といえば、クライフドルフ侯に連なる家でしたかしら？」

「この春に、新しく宮廷魔導師として帝都に招しよう聘へいされたそうです」

（クライフドルフ侯は、宮廷魔導師団内部にも勢力を伸ばそうとしているのかしら？）

　帝国では伝統的に騎士団と、文官を始めとした官吏や宮廷魔導師団との仲があまりよろしくない。

　武断主義な騎士団に対して、学究の徒としての側面を持つ宮廷魔導師団たちは、文官たちとの結びつきが強く、中には官吏へと転身する者もいた。そのため両者は、政策で対立することも多かった。

「ホフマイン子爵家の数代前の当主が、宮廷魔導師団で席官だったこともあるようです」

「そう。魔導師としても名門の家系ということね」

　本来、武門の名門であるクライフドルフ侯爵家の血縁に、宮廷魔導師団内部で十人にしか与えられない席官の地位に就いた者がいた事にコーネリアは驚いた。

（席官ではないようだけれど、この時期に宮廷魔導師団へクライフドルフ侯爵家の血縁者が入ってきたということは、いよいよ帝国内部での権勢を確固たるものにしようとしているのかしら？　お兄様はどうされるのでしょう）

「ホフマイン子爵公子閣下の、ウィン様への命令という越権行為に関しましては、どう対処いたしましょう？」

「そうですね……ウィン君は、怒ってはいなかったのでしょう？」

「はい。加えて親衛隊従士の創設は、まだ非公式ということもございまして」

「それでは、宮廷魔導師団を通じて注意処分くらい？」

「そのあたりがよろしいかと」

　話しながら二人は並んで後宮へと向かう。

　コーネリアの私室がある宮殿内の庭園前で、この春にようやく騎士に昇格した友人が佇んでいた。

　正確にはコーネリア皇女直属の従士という地位にだが──。

「おはようございます、皇女殿下」

「おはようございます。ウィン君。人目の無い場所では、コーネリアでいいですよ。私は、ウィン君のことを大切な友人だと思っていますから」

「わかりました、コーネリア様」

「様もいりません。言葉遣いも普段通りのままで」

「ええっと……わかったよ、コーネリアさん？」

　ちょっと照れたように、それでも素直に言い直したウィンを見て、コーネリアは嬉しそうに笑うと、それから目を細めて彼の全身を眺めた。

「新しい制服、よくお似合いですよ。騎士学校に問い合わせて、丈や寸法を合わさせてもらいましたが、袖が短いといった事はありませんでしたか？」

「大丈夫。ピッタリ合っていたよ。ただ、着ているのが俺だから、制服が立派すぎて、周りから浮いてしまいそうで心配だよ」

「すぐに馴染みますよ」

　コーネリアが保証してみせると、ウィンは苦笑だけ返してみせた。

　それから二人は中庭に延びる道を並んで歩き出す。

　メアリは二人から三歩後方に控えていた。

　コーネリアの従士として新調された制服の色は、白を基調としたものだった。

　袖口や裾は青で縁取りされていて、胸元や襟元は、金糸や銀糸で装飾が施されている。まだ、ウィン一人だけしか賜っていない制服だ。

　本来、帝国で白という色は、高貴な者のみが身に着けることを許された色で、普段は皇族のみが身に着けている。例外は国儀の場で、この時だけは皇族以外にも爵位を授けられた貴族家の当主、そして大臣級の重臣が礼服として身に着けることが許されていた。

　従士はまだウィン一人で、白の制服を着ている者は他にはいない。

　目立つ事この上ないだろう。

「本音を言うと、どうして白の制服にしたんだろうって、恨めしく思ってる」

「純白は皇族、そして純潔を表す色。皇女殿下にこれ以上お似合いの色はございません。その皇女殿下にお仕えする騎士ともなれば、その制服もまた白が相応しいというものです」

「そう言われればそうですね」

　メアリの言葉にウィンは頷いた。

「いずれ親衛隊が正式に設立されるとのことですから、それまでの辛抱ですよ」

　そう言ってコーネリアは笑った。

　ウィンがコーネリアの親衛隊従士に就任したことは、まだ公表していない。未婚の皇族の姫の側近くに、年齢の近い男性が仕えることは、周囲から強い反発を受ける。アルフレッドは、その反発を最小限に抑えこむために、関係各方面への根回しを終えて体裁を整えた後で、親衛隊創設を発表するつもりらしかった。

　現時点では、皇宮内に仕えている官吏などの一部の者にしか、コーネリアの親衛隊創設の件は知らされていない。

「騎士学校に行く時は、この制服を身に着けなくてもいいんだよね？」

「普段から着ているほうが、自然とそれに見合った風格と気品が身に付くものなのですが……その徽き章しようを騎士学校の制服につけていればよろしいですよ」

　コーネリアが指差したウィンの胸元には、彼女の御お印しるしである桔き梗きようの花を象かたどった徽章が輝いていた。

「良かった」

　心底ホッとしたという表情を見せるウィンに苦笑すると、コーネリアは自室の中へとウィンを招き入れて椅子を勧めた。

　すぐにメアリがお茶の用意を整えて運んで来る。

「そういえば、従士の仕事って何をすればいいのかな？」

「そうですね……」

　ウィンの質問にコーネリアは小首を傾げて少し考える。

「公務の際の私の護衛が第一任務となります。ですが、私はまだこれといった公務がありませんから、今はお茶にお付き合いしてくださればよろしいですよ」

「うーん、なんだかそれだとあまり仕事とは思えないな」

「騎士学校にもまた通うことになると思いますので、その時には護衛して頂くことになります」

「そういえば、ようやく騎士学校を再開する目め処どが立ったらしいね。再入学金が免除されて良かったよ」

　前校長ザウナスが企てたクーデターには、騎士学校からも多くの教職員が参加したため、鎮圧後は休校となってしまった。

　しかし、隣国ペテルシア王国との関係悪化に伴い、早急な騎士団の立て直しが叫ばれ、この春から再開校となった。そして今年度に限り、前年度に入学していた学生たちは、無条件での入学が許可されたのだ。彼らはクーデターに続いて、南部の盗賊団討伐隊にも出撃して実戦経験も積んでいた。その実績も評価されて進級試験も免除されることになった。

　候補生だった者は准騎士へ。

　准騎士だった者は正騎士へと、それぞれ昇格を許され、学生の身で正騎士の資格を得た者は、人手不足となってしまった騎士学校の教職員を補佐して、後進を指導する役割も期待されていた。

　騎士団には所属せず、第一皇女付き親衛隊の従士となったウィンだが、彼もまだ騎士学校に学生として籍を置いている。なお、従士は正騎士と同格だ。

　しかし、騎士学校の講義よりも、皇女殿下直属の従士の任務が優先されるため、いくつかの講義で出席免除の特例措置を受けることになっていた。

「コーネリアさんもまた、騎士学校に通うんだ」

「ええ。ウィン君は騎士の称号を手に入れたかもしれませんけど、私はまだなんですよ」

　コーネリアが茶目っ気のある笑みを浮かべてみせた。

「私が私室にいる時は近衛騎士もいますから、詰所の方に下がっていても構いません。皇宮には、大陸でも有数の蔵書量を誇る図書館もあります。そちらで本を借りて読んで過ごすのもいいですし」

「へえ！　それは魅力的だな！」

　ウィンは目を輝かせた。

「練武場で身体を動かすことも出来ますよ。私の剣術の稽古にも付き合ってください」

「うん、それは俺も望むところだよ」

　ウィンが力強く頷いてみせると、コーネリアも嬉しそうに微笑んだのだった。
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「ふぅ、こんなものか」

　剣を目の前に掲げると、ウィンはジッと剣身を見つめた。しっかりと磨き込まれた刃が、ギラギラと陽光を反射している。

　皇宮内に作られた練武場。

　その石畳の上にウィンは座り込んでいた。

　皇宮内では、宮廷魔導師団が管理する区画、魔法医たちが詰める医務室といった一部例外の場所を除いて、魔法を妨害する結界が張られている。敵の侵入や攻撃等の工作を防ぐためだ。

　ウィンがいるすり鉢の底のような作りの練武場もまた、その例外となっている場所の一つで、魔法が使用できるようになっていた。

　練武場の内壁は強力な結界が施され、練武場の外には魔法が効果を及ぼさないようにされている。内壁の上には幾段もの席が設けられていて、そこから招待した皇族や貴族、騎士団の高官、さらには外国の賓客が、騎士の試合を観戦できるようになっていた。

　従士となったウィンは、コーネリアの側仕えの任務が無い時は、練武場にいる時間が増えた。

　当初はレティシアから貰った本を読んだり、図書館から本を借りたりしたものの、だんだん身体を動かしたいという欲求に逆らえなくなっていった。

（人の目は……あまり無いな）

　問題なのは、ウィンが鍛錬をしていると、周囲からの注目を集めてしまうことだ。

　練武場が皇宮内にあるため、必然的に利用者の多くが近衛騎士となる。

　そこに混じって白を基調とした従士の制服を着たウィンが鍛錬をしていれば、好奇の視線を集めることになる。




　──お前が従士？　コネがある奴はいいよな？

　──少し手合わせしてくれないか？




　先程も剣を振っていると、やってきた若い近衛騎士から手合わせを申し込まれた。

　生来、豊富な魔力を持つ高位貴族の子弟──その中でも、精鋭揃いとされる近衛騎士団である。個々人の技量も高い。

（学生同士の戦いなら結構自信があったんだけどなぁ）

　単純な剣技と体術のみであれば、ウィンも彼らに引けを取るつもりは無いが、《肉体強化魔法》まで使われると手の施しようがない。

　ウィンの戦い方は、剣を合わせずに躱して斬る。

　だが、その戦法も慣れてしまえば、対策を講じられる。近衛騎士たちは高い攻撃技術も持ち合わせているため、ウィンも剣で受けて防御せざるを得ず、そうなると力で押し切られてしまう。幾度と無く、固い石畳の上に叩きつけられてしまった。

（まだまだ鍛錬が足りない。それに経験も……）

　騎士であれば討伐任務などで実戦を経験できる。

　しかし、近衛騎士団は皇帝を、皇族を守る騎士団だ。

　ましてや、皇女コーネリア直属の従士であれば、外で騎士として戦う機会は訪れない。

　──騎士になる。

　ウィンの夢。

　騎士という肩書きは手に入れた。

　しかし、騎士という肩書きだけを手に入れても、守るべき対象を守ることができなければまるで意味が無い。

（強くなるんだ。大切な人たちを守れるくらいに強く。そして、いつか──）

　立ち上がって再び剣を握る。そして、一心に剣を振り続けた。




　鍛錬を終えると、ウィンは汗を流すために、練武場の一角にある井戸へと歩いて行った。

　この井戸は鍛錬中に水を飲んだり、また汗を流したりするための場所だ。

　上着を脱いでから、桶に汲んだ水を思いっきり頭から被る。

　冷たい水が、熱気を持った身体を急速に冷やしてくれるのが心地よい。

　何度か水を被って汗を流した後、身体を拭って服を身に着けていた時、

「やあ」

　背後から声をかけられた。

「探していたら、近衛たちからここにいると聞いたから」

「これはホフマイン子爵公子閣下」

　レイモンドが立っていた。

「この間は失礼した。実はボクもこの春に任官したばかりの田舎貴族で、皇宮内の事は、勝手がよくわからなかったんだ」

「いえ、気にしていませんよ」

「よくよく考えてみれば、白は皇族方のように特別な人にしか許されない色だというのに、今まで見たことがなかったから気付かなかったよ」

　そう言ってチッと舌を鳴らすと、レイモンドが手を差し出したので、ウィンもそれに応じた。

「レイモンドでいい。宮廷魔導師をしている。よろしく」

「ウィンです。皇女殿下の従士をしています」

　レイモンドの手は、ウィンと違ってほっそりとしていて柔らかいものだった。

　ちっと再び小さく舌打ちをすると、レイモンドが親しげな笑みを浮かべる。

　どうやらこの舌打ちは、レイモンドの癖のようだった。

「ああ、平民で従士とか、やるじゃないか。下々の者とか言ってすまなかったな。大したものだ。近衛たちがやっかんでいるのをよく聞くよ」

「アハハ……」

　ウィンは力無く笑う。

「それでレイモンドさん。私に何か御用でしょうか？」

「ああ、さっきも言ったけど、先日の件を君に謝罪しておこうと思っただけなんだ。図書館に向かう途中で思い立ってね。鍛錬の邪魔をしてしまったかな？」

「いえ、ちょうど一汗かいて終わったところだったので。図書館へは研究資料か何かをお探しに？」

「おや？　君も本に興味が？」

「ええ、まあ」

「そうかそうか。意外だな。騎士という生き物は、頭の中まで筋肉で出来ている奴らばかりだと思っていたよ。おっと、これは失言だったか」

　レイモンドは嬉しそうに頷くと、それからちっと舌を一度小さく鳴らした。

「ここの図書館の蔵書は素晴らしいものだ。興味があるなら君も行ってみるといい」

「何度か利用しましたよ」

「そうかそうか。君たち騎士にとっても、過去の戦史研究は重要なのだろう？」

「そうですね。レイモンドさんはどんな本をお読みに？」

　レイモンドがまた舌を小さくちっと鳴らした。

「ボクかい？　ボクがよく読んでいるのは魔王と魔族関係に関する書物だ。ボクの研究はね……魔族に関するものなんだよ」

　魔族──その言葉を発した瞬間、レイモンドの瞳にどこか暗い影が差す。しかし、それは一瞬の事で、再びにこやかな表情を浮かべていた。

「ごめん。時間を取らせたね」

　そう言うとレイモンドはウィンに、「じゃあ、ボクはここで」と別れを告げて歩み去った。

　魔族──その言葉を発した時にレイモンドが浮かべた表情。

　ウィンはその表情がどうにも心に引っかかり、レイモンドの背中が見えなくなるまで見つめ続けたのだった。
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　薄暗く保たれた部屋の中に、一人の魔導師が立っていた。

　分厚い古こ文もん書じよを開き、尋常ではない速度で頁をめくり、書かれている内容に目を走らせ、読み終えると足元に置いては次の書物に手を伸ばす。魔導師の足元には、そうやって読み散らかされた書物が、堆うずたかく積み重なっていた。

　ギギィと軋きしむような音を立てて扉が開き、室内に光が射し込んだ。

　外部からの空気が部屋の中に流れ込み、射し込んだ光を受けて埃が舞い上がっているのが見えた。

　部屋へと入ってきた男は、その様子を見て少し顔をしかめると、右腕で宙を漂う埃を払いながら、男を無視して書物を読みふける魔導師に声をかけた。

「どうだ？　私が用意した研究施設は？」

「ちっ……いいね。施設もだけど、研究で使用するための薬品、道具、魔法具。それに僕が読みたくても手に入れることのできなかった貴重な文献や魔導書。全てが想像していた以上だよ。感謝しているよ、ジェイド。君のおかげだ」

「フンッ、感謝しているようには、まるで見えないがな」

　返答はしたが、書物に目を落としたまま、顔を上げようとすらしない魔導師に、ジェイド・ヴァン・クライフドルフは僅かに不愉快そうな表情を浮かべると、射し込んだ光に浮かび上がった部屋の中を見渡す。

　散乱している書物が非常に目立つが、その他にも遙か東方の国から運ばれてきた貴重な薬品の瓶、何かの金属の塊、磨き上げられた水晶、様々な種類の宝石で作られた宝玉など、何の用途に用いられる物なのか、ジェイドには分からない怪しげな品物が無造作に転がっていた。

「ちちっ。さっさと扉を閉めてくれない？　太陽の光は貴重な薬品を変質させるんだ」

　侯爵家の嫡男に対して相応ふさわしいとは思えない、不遜な態度。

　だが、ジェイドはその態度を咎めることはなく、魔導師の言葉に素直に従って扉を閉めた。

　彼は、この部屋に無造作に転がっている品物が、宝物と呼んでも差し支えない高価な品物であることを知っていた。

　例えば足元に転がってきた、東方から輸入された少量の液体が入った硝子の瓶。おそらくこれだけでも一般庶民が数ヶ月は遊んで暮らせるだけの金額となるはずだった。

　扉を閉めたことで光源が無くなると、部屋の中は再び薄闇に閉ざされる。

　男の手元で揺らめいている燭台の炎だけが、頼りなく部屋の中を照らしていた。

　いや、薄暗さに目が慣れれば、中には僅かな光を放っている宝玉や木の棒にしか見えない物体もあった。

　これらは全て魔法が付与された魔法具だ。

「進しん捗ちよく状況はどうなっている？」

「これだけの資材と資料があれば、当初の見積もりよりは、よほど早く研究の完成が見られそうだよ」

　魔導師はようやく書物から顔を上げると、大きく伸びをした。

　だがその表情は窺えない。

　フードを目ま深ぶかに被っているため、薄暗い光源の中でかろうじて口元が見えるだけだ。

　伸びをしながら、読んでいた書物を床へと放り出す。

「だけど、被験体が足りない。ここのところ、全く届かなくなったんだけど」

「仕方がない。辺境の領主どもが自領の警備に力を入れている。ペテルシアが注意を引いてくれているので、我々の目的は明るみに出てはいないが、少し活動を自粛する必要があった」

「ペテルシアの方はおかんむりじゃないの？」

「話は裏でついている。皇族や官吏、騎士団の目がペテルシアを向いている内に、計画をさっさと進めたい」

「ちっ。政治のことは君に任せるよ。僕はただ、師匠が残した研究を、その成果を実証したいだけだから」

「ところで、どうして皇宮内に研究室を用意して欲しいと言ってきた？　禁じられている素材の持ち込みなどが、今まで以上に難しくなるだろう？」

　ジェイドの問いに男は肩をすくめてみせた。

「ちっ。あのねジェイド。僕も一応貴族の端くれだ。僕は確かに貴族としての出世には興味はないけどさ、貴族としての権力の使い方は知っているんだよ。その気になれば、皇宮の警備なんてザルさ」

　床に積み上がった書物をかき分けるようにして、魔導師は反対側の書棚へと歩み寄る。

　魔導師の動きに合わせて埃が舞い上がり、ジェイドは顔を魔導師からそむけて、口元と鼻に手を当てた。

「逆に言えば、持ち込む事さえできれば、後はどうとでもなるからね。そういえば、皇族とか、とても被験体には良いんだけどね。さすが皇宮というか、侍女一人とっても被験体には相応しい……」

「侍女の一人や二人程度であればどうとでもなるが、あまり目立つようなことはしてくれるなよ？」

　苦虫を嚙み潰したような顔で苦言を呈するジェイドに、魔導師は蛇を思わせる赤い舌で唇をちろりとなめた。

　その口元には不敵な笑みが浮かんでいる。

「ちっ。だったら早く僕に被験体を用意するんだね。でないと、我慢ができなくなる」

「だからこそ、貴様を帝都にまで呼び寄せたのだ。すでに我が領内では貴様の望み得る被験体の調達はできなくなり、近隣から狩って来るのも難しくなってきた。だが、帝都にはまだまだ多くの素材がある。派手な動きは慎め！」

「ちっ。いつも偉ぶっているわりには案外心配性なんだな」

「なんだと!?」

　不遜な態度を取る事には目をつぶっていたが、さすがにその言葉にはジェイドも激昂しかけた。

　だが拳を強く握り、何度か深呼吸を繰り返すと、冷静さを取り戻す。

「先程も言ったが帝都には十分な数の素材がある。いくら行方不明者が出ようが誰も気にしない理想的な場所だ。そこから調達してくるまで少し待て」

「できるだけ早くしてくれよ？」

　すでに魔導師は、興味を無くしたかのようにジェイドの方を見てすらいない。

　また一冊、書棚から引っ張りだした書物へと目を落としている。

　その姿にジェイドは再び顔つきを険しくしたが、ひと睨みするとすぐに踵きびすを返し部屋を出て行った。

　バタンと扉が乱暴に閉まる音を聞き、魔導師は顔を上げた。

（師匠の研究は正しかった。だが、せっかく完成を見た研究を使わずに封印した師匠は間違っていたのだ。勇者などに頼るのではなく、師匠の研究成果を使って、世界は救われるべきだったのだ。それを僕が証明する。誰にも邪魔はさせない……）

　薄暗い部屋の一室で、ただ頁をめくり続ける音だけがいつまでも聞こえていた。




　魔導師の塔を辞去したジェイドは、帝都のクライフドルフ侯爵家の屋敷へと戻った。

（よくもああいうジメジメした場所に籠ることができるものだ）

　帰宅するなり使用人に湯浴みの準備をさせて身体を流したが、まだうっすらとカビと埃の臭いが染みついているように感じる。

　ジェイドが不快さに顔をしかめた時、扉を叩く音が聞こえた。

「入れ」

　音もなく、初老の騎士が室内に入ってきた。

　クライフドルフ侯爵家に仕えているジェイドの腹心、クラウスである。

「ジェイド様。どうかなさいましたか？」

「被験体をもっと寄越せと言われた」

　吐き捨てるように言うと、ジェイドは乱暴に剣帯と上着を床に放り出した。

　そのままドカッと椅子に腰掛けると、こめかみを揉みながら天井を仰ぐ。

　クラウスは主の服を拾い上げると、丁寧に畳んで傍らの椅子へと置いた。

「いったい、いつになれば研究は完成するのだ!?　金を寄越せ！　被験体をもっと寄越せ！　もっと良い設備を整えろ！　宝石、貴重な薬、魔法の道具！　あいつは俺のことを、金の湧き出す泉か何かとでも思っているのか!?　そもそも被験体にしても、あとどれだけ必要としているのだ!?　研究が完成する頃には、この帝国から民が誰一人としていなくなっているのではないだろうな！」

「魔導師というものは、多かれ少なかれそういうものです。自分の研究を実証するためならば、どんな手段も厭いとわない。利用できるものは利用し尽くすものです」

「それにしてもだ！　時間と費用が掛かり過ぎる！」

「研究は失敗の繰り返しですからな。焦ることはございません」

　怒りを露あらわにするジェイドに対し、淡々とした口調でクラウスは言葉を返す。

　冷静さを保っているクラウスの態度を見て、ジェイドも徐々に頭に昇った血が下りてくるのを感じた。

「ペテルシアは何か言ってきたか？」

「必要とあれば、いつでも力を貸せると……」

「フン、その代償は何だ？　領土の割譲が条件か？　それともペテルシアの傀かい儡らいになれとでも？」

　ジェイドは薄く笑みを浮かべると、銀杯の葡萄酒を一気に喉へと流し込んだ。

　卓の上に空になった銀杯をやや乱暴に置く。

「奴に研究の完成を急がせる。ペテルシアには利用されてやるが、ただ傀儡にされるつもりもない。対抗する力も手に入れておく必要がある。そのために奴を飼っているのだ。手段を厭わん、選別を急げ」

　ジェイドの言葉に一礼して退室するクラウス。その後ろ姿を見送ると、ジェイドは椅子の背にもたれかかって天井を仰いだ。

（父上にも動いてもらうか……）

　皇族と貴族の間に軋あつ轢れきを生みだして隙を大きくする。

　レムルシル帝国という獲物に対して、牙と爪を研ぎ続けているペテルシアはその隙を見逃さないはずだ。

　帝国には勇者という切り札があるが、所詮は個人。

　ペテルシアの圧倒的多数の軍勢の前には、為す術も無いはずだ。

　勇者が動けば、ペテルシアの軍といえども圧倒するだろうが、それよりも先に帝国の中枢にまで牙が届くだろう。

　密約では、帝国が滅びた後、ペテルシアの後ろ盾のもと、皇族の女性を伴はん侶りよにしたジェイドが皇帝の地位に就く。

　その場合、ジェイドの傍らにいるのはコーネリアか、皇族の縁戚であるメイヴィス公爵家の血を引く勇者メイヴィスが相応しい。だが帝国が滅んだとしても、勇者メイヴィスを力ずくで伴侶とすることは難しい。現実的にはコーネリアを妻に迎えることになるだろう。

　皇族の血が必要ならば、別にコーネリアに拘こだわる必要も無いのだが、直系であるコーネリアを伴侶とすれば、皇位を得る際に、その正統性も訴えることができる。

　至尊の地位を手に入れたら、ペテルシアに唯々諾々と従うつもりは無い。ペテルシアに対抗するための力を、大金を費やして研究させている。

　勇者の力を利用するための方法も練っていくべきだろう。あの力を有効に利用できれば、ペテルシアの干渉を跳ね返すことは十分に可能だ。

　ジェイドは立ち上がると、葡萄酒の入った瓶をもう一本開けて杯へと注いだ。

　芳醇な液体が喉へとゆっくり流れこむ。

　それから、壁に掛けられている巨大な肖像画の前へと歩み寄った。

　肖像画には優しげな微笑みを浮かべた、若く美しい女性が描かれている。

　ジェイドは胸に手を当てると、深々と頭を下げて肖像画に描かれた女性に祈りを捧げる。

（──母上。あなたを犠牲にしたこの国を、きっと私が手に入れてみせましょう。選ばれし正統な血筋の者によって、あなたを裏切った薄汚い民どもを支配する正しい国を、私が作ってみせます）
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「はあ」

　ロック・マリーンは大きく溜息を吐きながら、騎士団本部内にあるロイズ小隊の詰所へと帰ってきた。

　現在、ロイズ小隊に所属している騎士は、隊長のロイズ、副隊長のケルヴィン。隊員にロックとウェッジ、リーノの三名。計五名だった。

　ウィンの後任はまだ決まっていない。

　小隊は本来、十人が規定人員なのだが、魔物との長く続いた戦争、そして先年のクーデターで、騎士団の人的損耗は激しく、国防の最前線である四方面の騎士団から優先して人員配備が行われているため、中央騎士団の偵察小隊の人員補充は後回しにならざるを得ないという事情もあった。

　剣帯を外して上着を脱ぐと、ロックは自分に与えられている席に腰掛けて机に突っ伏した。

（ふう……疲れた）

　日々の鍛錬に加えて、正騎士としての業務も加わった。

　昇格を喜んでばかりはいられない。

　騎士学校での教練、准騎士としての下積み。ロックたち、新しく昇格した若い騎士たちは、本来学ばねばならない項目を飛ばしている。

　騎士学校が再開されると、正騎士としての業務に加えて、学生として授業も受けねばならない。

　ロックは机に突っ伏した姿勢のままで、首だけを横に傾けて隣の席を見た。

　ウィンの席があった場所だ。

（コーネリアさんの従士か……羨ましいような、羨ましくないような）

　皇女殿下の従士という立場は、皇宮という皇族と貴族の世界に放り込まれたことでの精神的な疲れが大きそうだ。

　帰ってきたウィンに、差し障りの無い範囲で従士の仕事を聞くと、基本的にはコーネリアの数少ない公務の際、傍らで控えているだけのようだ。

　皇族が本格的に内政などの公務を行うのは十八歳からのため、現在のウィンはそれほど仕事があるわけではないようだった。

「だから今は鍛錬と、空いている時間を利用して勉強するようにだってさ」

　侍女のメアリという女性から渡されたという、分厚い規則集を示しながら、ウィンは苦笑を浮かべていた。

「おい、弛たるんでるぞ？」

　ウィンの事を考えながら、ロックがだらけていると、不意に扉が開いてでっぷりと太った禿とく頭とうの男が入って来た。

「た、隊長!?」

　ロックは思わず立ち上がった。
















　はちきれんばかりに膨れ上がった腹、たるみきった顎。初対面の彼の印象を聞けば、十人中十人が裏で悪い事を企たくらんでいるに違いないと答えるだろう。そんな容姿をしたこの男こそ、ロックの上官でありこの部屋を預かるロイズ十騎長だった。

　もっとも今ではロックも、ロイズのことを、見た目で判断してはならない人物の一人と評価している。でっぷりと太った、いかにも悪徳貴族然とした風貌は、初対面の相手を騙すためにあえてそうしている──というわけではない。

　ロイズとは旧い付き合いらしいケルヴィン副長曰いわく、

「この件に関しましては、ロイズ隊長の奥様方に責があります。一度、しっかりと説教せねば……」

　日頃の食生活が原因なだけだった。

　お茶の用意をしているロックに、席に座ったロイズが声を掛ける。

「どうした？　何かあったのか？」

「いえ……」

　ロックは少しためらったが、口を開いた。

「上層部はなぜ、ウィンの親衛隊従士就任を発表しないのでしょうか？」

　ロイズは部下が淹いれてくれたお茶の香りを楽しんだあと、一口、二口と口をつけた。

「君が淹れてくれるお茶は、軍の安い茶葉にしては美味いな」

「実家が商売をしているもので、少しだけ齧っているのです」

「大したものだ」

　ロイズはカップを卓の上に置いて一息ついた。

「親衛隊従士就任の件に関しては、レティシア様にも関係がある」

「レティシア様に？」

「貴族と平民の婚姻が、帝国では認められていない事は知っているか？」

「はい」

「だが騎士となれば、貴族の娘とも結婚が認められるようになる」

　最近でこそ騎士学校に平民が通えるようになり、騎士となることが出来るようになったが、かつては平民が成り上がる手段は限られていた。

　金で地位を買うか、手柄を上げるかの二つである。

　金で地位を買えない場合、魔物との戦いで手柄を上げて取り立てられるしか無い。

　だが多くの場合、平民出身の兵士は、騎士となれるほど手柄を上げる前に、魔物との戦闘で死んでしまう。生きて凱がい旋せんできる者の数は少ないのだ。

「ただ、さすがに公爵家の姫ともなると、騎士の地位でも釣り合わないからな。そこで親衛隊従士というわけだ」

「近この衛え騎士よりも信用が置ける者しかなれない親衛隊員にウィンを就任させることで、レティシア様とも釣り合いが取れるようにしたわけですか」

「ウィンを重要な地位に就けることで、他国へ出奔されないようにするという見方もあるな。ウィンがこの国から出て行くことがなければ、レティシア様もこの国に縛り付けることができる。さらに、そのウィンの手た綱づなを握っているのが皇族であれば、帝国に対する叛はん意いも防ぐことが出来るわけだ」

　ロイズはカップに残ったお茶に再び口をつけた。

「ついでに言うと、公爵家の姫君と結婚しても問題がない立場になったということは、皇女殿下の伴侶として選ばれても問題がないわけだ。外国の貴族からウィンに縁談が持ち込まれても、皇女の伴侶候補ということで牽けん制せいすることもできる」

「思っていた以上に、面倒くさい事情ですね……」

「どちらにしても皇族が力を強めることになる。そうなると一部の貴族は面白くないわけだ。皇族と貴族の力の均衡が崩れるからな。そうすると面白くない貴族としてはどうするかわかるか？」

「……ウィンを殺すか、取り込む？」

　レティシアの影響力は帝国のみならず、各国に対しても絶大なものがある。

　そしてその師であるウィンもまた、各勢力関係に大きな影響を及ぼしてしまう。

　アルフレッドは立場を利用して、いち早くウィンを皇族側へと取り込んで、諸外国、貴族を牽制しようとしているのだ。

「慎重になる理由もわかるというものだろう？」




　レムルシル帝国の皇太子の執務室は、国の規模とその高い地位に反して、決して広くはない。

　執務用の机に、わずかに装飾が施されている椅子。そして書棚が置かれているだけだ。

　その部屋の主アルフレッドは、先程からコツコツと椅子の肘掛けを叩いていた。

　アルフレッドを苛立たせている原因は、彼の前に立っているでっぷりと太った男。

　ウェルト・ヴァン・クライフドルフ侯爵。

　朝からアルフレッドの執務室に押しかけてきて、熱弁を振るっている。

「おそれながら殿下。忠誠厚き我ら貴族の意向を無視し、平民を厚遇するような真似は、皇族の皆様方と我らの間に不信感を募らせ、ペテルシアに付け入る隙を与えるようなものでございます。宮中のいたるところで、この度の皇女殿下の従士の人事、不満の声が上がっておりますぞ」

「正式に公表もしていないのに、随分と耳が早いね、クライフドルフ卿。ところで、どういった不満の声が上がっているのか、聞かせて貰えるかな？」

「その従士が近衛騎士でもなく、また皇女殿下と年齢も近く、異性であること。その者が出自不明の卑しき平民であることですな。万が一間違いでも起これば、この帝国の威信が損なわれますぞ」

「卑しき平民というけど、あれには『勇者の師匠』という、れっきとした功績があるよ」

「ですが、皇女殿下の従士が平民の若い男一人では、悪い噂となっても仕方が無いかと。ここは皇室に忠誠心厚き近衛騎士からも幾人か選抜し、従士に任官させるべきでしょう」

「近衛騎士……つまり貴族の従士を付けろと？」

「まあ、早い話がそうですな。別に近衛騎士でなくても、忠誠心が厚く、身体能力の優れた貴族の騎士から選ばれればよろしいかと」

「その幾人かの中には、卿のご子息も含まれているのかな？」

「もちろん光栄にも愚息が選ばれることがありましたら、過不足なく任を果たすことでございましょう。まずは殿下。あまり貴族をないがしろにされますと、いらぬ不信を与えることになりましょうぞ。そしてそれは、ペテルシアの思惑通りとなりましょう。どうぞご考慮くださいませ」

「……皇女の従士の件は、私と皇女で決めたことだよ。それにまだ、正式に部隊として発足もさせていない。正式な部隊になったら、貴族からも従士に選ばれる者が出てくるだろう。もちろん、実力が伴えばの話だけどね」

　アルフレッドは手元の書類へと目を落とす。

　無言で下がれと言っているのだ。

　ウェルトは今にも舌打ちしそうなほどに忌々しげに顔を歪めると、一礼してから退室した。

　扉が閉まりその巨体が見えなくなると、アルフレッドは書類を執務机の上に投げ出した。

　すっかり冷めてしまったお茶を一口飲むと、ふぅっと小さく息を吐き出す。

「お疲れ様です」

　ウェルトが愚にもつかない事を述べている間中、ずっと部屋の隅で待機していた文官がアルフレッドへと声をかけた。

　元々は彼がアルフレッドに報告を上げに来ていたのだが、ウェルトが強引に割り込んだのだ。

　ウェルトは侯爵であるだけではなく、帝国四軍の一つ、中央騎士団の団長という要職にもあるため、無む下げにはできない。

　そこで仕方なく時間を取ってみれば、平民を従士とした事に対する批判のみだった。

　時間を無駄にしたという思いが強い。

「本来であれば中央騎士団団長の、クライフドルフ侯から報告があるべきなんだろうけど、ペテルシアの動きはどうだい？」

「国境付近に向けて、大規模な部隊を動かしているようです。演習中に我が国の軍が侵攻したという大義名分がありますので、この機会に進軍するつもりかもしれません。現在は南方面騎士団と、各領主の私兵団で牽制していますが、いずれ侵攻してくる可能性は高いかと」

　その国境付近には先程のクライフドルフ侯爵の領地もある。

「ペテルシアは魔王軍との戦が終わった後の混乱に紛れて、疲弊していた二つの国を合併して、急速に国力を増してきているからね。国土の広さでは帝国が優っているが、魔物との戦いで最前線となってしまい国力を消耗した我が国と、戦争による特需で大量の物資を売り捌いて国力を増したペテルシアでは、国力に圧倒的な差があるよ。長期戦に持ち込まれると勝てないな」

「やはり殿下も、ペテルシアの侵攻は遠からず始まるとお考えで……？」

「この機会を見逃すとは思えないからね。帝国の北部は海に面している。豊富な漁場と港は、内陸の国であるペテルシアからしてみれば、喉から手が出るほど欲しいはず。でも、消耗戦は向こうも避けたいはずだ。彼の国の脅威を感じているのはうちだけじゃない。戦争中に他国からちょっかいは掛けられたくないだろうさ」

　アルフレッドの言葉に文官は頷いた。

「先ほどのクライフドルフ侯の話ですが……」

「従士の件？」

「貴族の間に不平不満の声が上がっているということなのですが、アルフレッド殿下が貴族を蔑ないがしろにし、平民を重ちよう用ようする考えであるという噂が地方貴族にまで広がっています。ですが、その噂の広まる速度が些いささか速い気もします」

「意図的に噂を広めている者がいるのかな？」

「そう考えるほうが自然かもしれません。それに、捕らえていた盗賊団の残党が、牢内で殺害されていた件も合わせて考えるべきかと」

「……内通者か」

「はい」

「……一応、見当はつけているんだけど事が大きいな。この件も内々で調べる必要がありそうだね。ロイズを呼んでくれる？」

「かしこまりました」

　一礼して出て行く文官を見送ると、アルフレッドは立ち上がって、窓辺へ歩いて行った。

　眼下、遠くには帝都シムルグの街並みが見える。

　一見すると、多くの市民たちが平和な営みを送る、繁栄した街並みだ。

　だが、アルフレッドはここからでは見えない現状があることも知っている。

　貴族の役人たちの口からは決して知らされることのない現実。

　一見繁栄している帝都の片隅では、その日の糧かてを得ることに精一杯の人々が、両親を失い孤児となった子供たちが、あふれていることを。

　生きるために身体を売り、犯罪に手を染める者がいることを。

　アルフレッドの師であった男が、貴族たちが隠してきた陰を教えてくれた。

　知らないことが罪であることを教えてくれた。

　陰のことを知って以後、皇宮から出て実際に目にすることは大切であると、アルフレッドは単身町へと、お忍びで出かける機会を増やした。

　そしてアルフレッドは、何度も救済の手を差し伸べようと動いた。

　しかし、アルフレッドの意思がどうあろうとも、実際に現場を動かすのは、貴族たちだった。利権のみを追求する貴族たちが国の中枢にいる以上、アルフレッドが望む、全ての民に日の当たる場所での生活をもたらすことはできない。

　それでも何か変革を起こすべく、平民の登用を積極的に行ってきたが、今回のウェルトのように貴族の反発を招く。

　そしてアルフレッドが貴族の反発を抑えきれず、手をこまねいている内に、彼の師で帝国の英雄と呼ばれていた男は、力ずくで現状を打破しようとして、間違った手段に出てしまい、命を落とすことになった。

　アルフレッドにとって痛恨の極み。

　眼下の街並みを見つめながら、力無く笑みを浮かべる。

（──内乱になるかもしれない）

　そうなれば。無む辜この民からも犠牲が出てしまうかもしれない。

　アルフレッドの命も危ういだろう。

　しかし、後顧の憂いを断つには、それもやむを得ないかもしれないと、アルフレッドは考えを固めつつある。

　ただし、その隙をペテルシアに突かれてはならない。

　ペテルシアの支配下に収められた自国の民が、幸せになれるとは思えない。

　今まで彼かの国によって滅ぼされた国の民たちの末路が、それを教えてくれる。

　ペテルシアの侵略を制しながら、尚なお且かつ国内の内憂を断たねばならない。

「いっそ……罠を仕掛けて釣り上げるか？」

　アルフレッドはそう呟くと、窓辺を離れて執務机に座り筆を取るのだった。
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　決して多いとは言えない荷物を載せた荷車を引く父親の傍らを、うつむき加減に地面を見つめて歩いている。そんな自分を元気づけるように父親は幾度と無く話しかけ、微笑みかけてくれた。

　その時だけは、自分の不安な心中を隠して微笑みを返す。

　母親が自分を励ますように、繫いだ手を強く握り返してくれる。

　そんな母の手を、自分も強く握り返すのだ。

　顔見知りの村人の集団の中を歩くうちに、やがて馬に乗った騎士たちの姿が見えた。

　騎士たちを見て、最初は喜色を浮かべていた村人たち。

　だが彼らが接近してくるにつれ、村人たちや両親の顔が驚愕と恐怖に歪み、そして次の瞬間には、馬に父が撥ね飛ばされ、宙に跳ね上がった荷車が彼女へと迫り──。




「────っ！」

　射し込む月明かりと冷たい空気。

　悪夢の余韻に激しく喘あえぎながら、セリ・トルクは包くるまっていた毛布から身を起こした。

　夢を見ながら泣いていたのか、枕が濡れていた。

　故郷であるトルクの村が襲われて以来、幾度と無く見る、実際に起こった過去の夢。

　住まいとしている小屋から出ると、彼女は水みず瓶がめから水を掬すくって喉を潤し、涙の跡が残った顔を洗った。

　それから小屋へと戻って服を整えると、薄布で耳を隠すようにして髪を纏まとめる。

　人よりも長い耳は彼女がエルフの血を引く証あかし。

　帝都でハーフエルフが忌避されることはないが、とはいえ集団の中では、少しでも異なるものは弾き出されやすい。

　村ではエルフである父が魔法を使えたおかげで、酷い扱いを受けることはなかったが、商売に出向いていたネストの町では、多少避けられている感じがした。

　エルフの里に至っては、石牢に閉じ込められてしまったこともある。

　そのため、セリは帝都でも耳を隠すようにして生活していた。

「おはようございます」

「おはようセリちゃん」

　セリの挨拶に応えてくれたのは、セリが働かせてもらっている『渡り鳥の宿木亭』の主人ランデルだ。

　セリはこの宿の裏庭にある小さな小屋に住まわせてもらっていた。

　元はこの小屋を住まいとしていたウィンから、ここに住む権利と仕事を譲ってもらったのだ。

　譲ってもらった時には雨漏りもひどく、隙間風も吹き込み放題という、掘っ立て小屋も同然だったのだが、訪ねてきたハイエルフの『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファの魔法によって、新品同様にまで修復されていた。

　仕事と住まう所を紹介してくれたウィンには感謝してもしきれない。

「いつものように水瓶に水を満たしてから、野菜を洗って皮剝きをしておいてくれるかい？」

「はい。その仕事が終わった後で、買い出しにも行ってきましょうか？」

「そうしてくれたら助かるね」

「わかりました」

　共同井戸で水を汲んできては大きな水瓶の中を満たしていく。

　水瓶が一杯になると、次は野菜を洗って皮を剝いていった

　村でも母を手伝って毎日のようにしていたため、手慣れた手付きだった。

　籠一杯あった野菜の皮を全部剝き終えたセリが、食材を仕入れに市場に出かけようとしたその時、

「ああ、セリ。ちょっと待っておくれ」

　客の相手をしていたハンナから呼び止められた。

「はい？」

「こちらのお客さんが市いちに行きたいそうなんだ。案内してあげておくれ」

　赤い髪を短く切った、二十代半ばくらいの大柄な女性が野性的な笑みを浮かべてセリに手を差し出してくる。

「やあ、あんたがセリさんかい？　あたいはジーニャ。ジーニャ・レグ」

「セリ・トルクです。おはようございます、ジーニャさん」

　傭よう兵へいか冒険者なのだろうか。

　使い込まれた革かわ鎧よろいに身を包み、腰には剣を帯びている。

　差し出された手を握り返すと、手のひらが固い。

「仕事をする前に、傷薬とかの補充をしておきたくてさ。そういう店に行ってもいいんだけど、朝市で安くて良い薬とか扱っているお店があれば、教えてくれない？」

「丁度良かったです。私が今から行くお店、安くてとても良く効くお薬も扱っていますよ」

「ほんとに!?　そいつはついてるや。前の仕事でも一儲けできたし、ここのところ運が良いのよね。じゃあ、案内してもらっていいかな？」

「ええ、いいですよ」

　セリはジーニャを伴って『渡り鳥の宿木亭』から、まだ朝あさ靄もやが立ち込める大通りへと出て行った。




　朝市は帝都外壁の東門前の広場と、南門前の広場で開催されている。

「おお、セリちゃん。今日も綺麗だね！」

「どうだい、セリちゃん。今日はこの魚が安くなってるよ」

　美形揃いのエルフの血が混じったセリの顔立ちは、非常に整っている。そんなセリに気がある若い独身の男たちが自分の露店に寄ってもらおうと次々に声をかけた。

「おはようございます。今日はお客様に案内を頼まれていますので、また今度寄らせてもらいますね」

　セリは彼らに笑顔で挨拶を返しながら、南門前の市場をジーニャと並んで歩いて行く。

「セリさんは人気あるねぇ！」

　頻繁に声をかけられるセリに、ジーニャが驚いたように言った。

「私、この市によく買い出しに来ていますから」

「いや、それだけじゃないだろ。あんたが美人だからだよ」

「そんなことないですよ」

　ジーニャに軽く微笑むと正面を指差し、

「ジーニャさん、あそこのお店です」

　指差す先には、三十半ばくらいの女性が地面に布を広げ野菜などを並べていた。

「おはようございます」

「おはよう、セリちゃん。今日は何がいるの？」

「今日はお野菜を見せていただけますか？　それとこちらの方が、お薬を見せて欲しいそうです」

「傷薬と腹痛止めの薬が欲しいんだ。できれば長く保存できるものがあるといいんだけど」

「なら、これはどうかしら？」

　露店の店主の女性が、丸薬状になっている薬を幾つか出してジーニャと話をしている間に、セリは頼まれていた野菜を一つ一つ手に取って吟味していく。

　帝都の郊外で娘と一緒に作っているという彼女の野菜は、非常に瑞みず々みずしく、口に含むと微かな甘みもあって人気が高い。

　早めの時間に行かねば、売り切れになることも多いのだ。

「いつもありがとうね」

「いえ、おばさんのとこの野菜、とっても新鮮ですから」

「セリさん、助かったよ。こんなに良さそうな薬が安く手に入って」

　セリより一足先に薬の代金を支払っていたジーニャが、ホクホク顔で言った。

　お目当ての薬を、予算よりも安く手に入れることができたらしい。

　セリも選んだ野菜を籠に入れて代金を支払う。

「帝都の暮らしにはもうすっかり慣れたようね」

「はい、おかげさまで」

「でも、気をつけてね。帝都には悪い虫が多いからね」

　セリにお釣りを渡しながら、店主の女性が周囲をじろりと見回す。すると、セリをチラチラと盗み見ていた周囲の若者たちは、バツが悪そうに視線を彷徨さまよわせた。

「はい、気をつけます」

　クスクスと笑いながら、セリは釣り銭を受け取った。

　故郷でとても哀しい思いをしたけれど、帝都に来てからは多くの優しい人たちに巡り合えている。

「セリさんと歩いていると、男どもの視線が集まってきて驚いた」

「セリちゃんはこの市の男どものお姫様だから。この娘に憧れてる男の人は、いっぱいいるわよ」

「あたいには縁の無い話だなぁ」

「でも悪い虫じゃないんだけど、ここのところ物騒だから、本当に気をつけなさいね」

　ちょっと照れたように笑っているセリに、店主の女性が声を潜めて言う。

「戦争が始まりそうというんで、色々な人が流れ込んで来ているから。私も昨日危うく野盗に襲われそうになったのよ」

「え!?　大丈夫だったんですか？」

「たまたまとても強い剣士さんが通りかかってね。運が良かったわ」

「そういえば最近、うちのお客様も、ジーニャさんみたいな傭兵さんや、冒険者さんみたいな人が増えた気がします」

　客同士の会話から聞こえた話だと、辺境に領地を持つ貴族たちが傭兵や冒険者をかき集めているらしい。

　傭兵や冒険者たちも、帝都にあるそれぞれのギルドで情報を集め、最も高く値を付けてくれる雇い主を探したり、または傭兵団に参加したりしている。

　荒くれ者が増えて、酒場などでは喧嘩や諍いさかいが増えていた。それは『渡り鳥の宿木亭』も例外ではない。

「若い女の子の誘拐事件なんかも多いらしいわね。うちの娘も心配だわ。セリちゃんも、できるだけ人通りの少ない道は避けたほうがいいわよ」

「娘さん、とっても可愛らしいですものね」

「もう少し大きくなったら、街のお店に奉公に出してみたいわね。最近、人手不足な所が多いのか、貧民街とかでも大規模な求人をしているところもあるのよ」

「そうなんですか？」

「戦争で物が売れてるのかしらね。色んな物が値上げされたりするけど、商品の売れ行きも良くなるから複雑だわ……」

　と、店主の女性が苦笑しながら言った。

「おばさん、あたいは心配してくれないのかい？」

「あなたなら逆に返り討ちにしちゃいそうだわ」

「ハハハ、まあね！　むしろ襲ってきてくれたら、とっ捕まえて報奨金を貰ってやるのに」

　ジーニャは「臨時収入が欲しい！」と吠えている。

「そういえば、さっき誘拐事件が起きてるって言ってましたけど、本当なんですか？」

「ええ。ここ最近立て続けに何人も行方不明になっているらしいのよ。被害者のほとんどが貧民街の子か、他所よそから来た人らしいんだけどね」

「ああいった場所だと、元々人買いとか人さらいは多いもんだろう？」

　傭兵をしているだけあって、ジーニャは貧民街の事情にも詳しい。

　食い詰めた人々が流れ着く場所だけあって、身売り、子供を売るといった行為は、よく聞く話。中には拐かどわかして奴隷商などに売る者もいる。

「噂になるくらい、最近は特に頻繁に起こっているらしいのよ」

「まあ、あたいらみたいな真っ当なギルドに所属している傭兵や冒険者以外にも、野盗崩れのような連中も流れこんできてそうだし」

「だから、セリちゃんみたいな若くて綺麗な娘は気をつけたほうがいいわ」

「わかりました。心配してくれて、ありがとうございます」

　店主の女性にお礼を言って、野菜でいっぱいになった籠を抱える。

　そろそろ帰らないと、お昼の仕込みが間に合わなくなる。

「あたいはまだ市をちょっと見て回るよ。さっき、良さそうなナイフを売っている露店を見かけたんだ」

「じゃあ、私は先に宿へ戻っていますね」

　まだ露店を見て回りたいというジーニャに手を振って別れると、セリは『渡り鳥の宿木亭』に向けて帰り始めた。

　帰る道すがらよくよく注意して見ると、市には武装したいかにも戦いを生業なりわいとしていますという男たちの姿が多く見受けられた。

　ジーニャと同様に、掘り出し物の武器や必需品の補充に来たのだろう。

　ふと、こちらに好色な視線を向ける者がいることに気づいた。

　若い三人組の、冒険者か傭兵のような身なりをした男たちだ。

　セリに視線を送る目元がニヤけている。

　視線に気づいたセリは俯いて足を速める。

　宿を訪れる客の中にも彼らのような者たちがいるが、セリは彼らが苦手だ。

　というより、武装している男たちが怖かった。

　やはりトルク村での記憶を刺激されてしまうからだ。

　ところが──。

（あれ？　誰かついて来てる？）

　振り向くと、先ほど好色そうな視線を送っていた三人組の男たちが、セリと同じ方向へ歩いてくる。

（きっと偶然同じ方向に向かっているだけ）

　気にし過ぎかと思ったが、セリは歩く速度を上げた。

　幾度か露店を覗く振りをして、後方を確認してみる。

（……いた）

　セリが足を止めると、三人組もまた足を止めていた。

　セリと同じく露店を物色している振りをしつつ、時折視線をセリへと向けている。

（……やだ、怖い）

　尾けられている不気味さに泣きそうになりながら、セリは一刻も早く宿へと帰ろうと足を速めた。

　だが、早朝の市場だ。

　混雑しており、なかなか上手く歩けない。

　ただでさえ田舎育ちのセリは、人混みの中を歩くのにまだ慣れていない。

　セリと三人組の距離が徐々に縮まって来ていた。

　やっとの思いで市場を抜けると通りを急ぎ足で歩く。

　だが、早朝だ。

　大通りとはいえ、人通りは滅法少ない。

　背後の足音がどんどん近くなってくる。

　セリは恐怖で身体が強張り、涙が溢れそうになった。

　その時──。

「やっぱりセリさんじゃないか、おはよう！」

　前方から名前を呼ばれ、セリははっと顔を上げた。エルフの石牢から連れ出してくれた騎士──ウィンが走りながら手を振っていた。

　セリは安堵の思いで小走りに駆け寄る。

「ウィンさん！」

「え？　何？　どうしたの？」

　涙目で駆け寄ってきたセリに、ウィンが足を止める。

　そして、セリの背後から駆け寄ってきた三人組たちを見て、ウィンは瞬時に事情を悟った。

　セリを自分の背後に隠して、三人組を睨みつける。

　三人組も足を止めるとウィンと睨み合いになったが、

「ち、行くぞ」

　揉め事になるのを嫌ってか、足早に元来た道を引き返して行った。

　ウィンの背後でセリが安堵の溜息を大きく吐く。

「セリさん、大丈夫？」

　セリは安心して腰が抜けて地面にへたり込みそうになり、慌ててウィンが手を伸ばして身体を支えてくれる。

「あ、ありがとうございます」

　結局、ウィンに肩を借りるような格好で、セリは『渡り鳥の宿木亭』へと帰ることになった。




『我、風の理ことわりを識りて、鉄断つ刃を纏わさん──《太刀風》！』

　歩きながらジーニャは、小声で、買ったばかりのナイフに向けて呪文を呟く。

　すると、ナイフの刃が薄うつすらと緑色に輝きだした。

　付与魔法、《太刀風》。

　刃に風を纏わせて切れ味を増す、ジーニャの切り札だった。

（うん。《太刀風》にも良さそうだし、こいつは掘り出し物だね）

　道端に落ちていた棒切れで試し斬りをすると、手応えもなく斬り落とすことができた。

「姉ちゃん、別べつ嬪ぴんさんだから少し負けておいてやるよ」

「やったね、おっちゃん！　話がわかるじゃん！」

　セリと一緒に歩いていた時に目をつけていたナイフを首尾良く、しかもかなりお手頃な価格で手に入れることができて、ジーニャの足取りは軽かった。

　露店を出していた親父は、鍋などを扱う工房を構えているらしいのだが、趣味でナイフも作っているらしい。

　工房で刀剣類を扱うには、刀剣職人ギルドで免状を買う必要があるが、朝市で売る分には不要だ。

「あくまでも趣味で作っているものだから」と、出来栄えは本職には及ばないと謙遜していたが、傭兵としてそれなりに経験を積んでいるジーニャの目から見ても、十分に満足できる品物だった。

　それに親父の「別嬪さん」という言葉にも気を良くしていた。

　女性の傭兵は数が少なく、またそこそこ容姿が良いこともあって、周りの男どもからチヤホヤされることが多かった。

　しかし、今朝は旅の間に切らしてしまった薬を補充するために、セリに市場へと案内を頼んだのだが、彼女の市場での人気の高さにジーニャの女としての誇りが刺激されたということもある。

　セリはジーニャの目から見ても、綺麗で可愛らしい魅力的な女の子で、男どもの注目を集めてしまうのも当然の事だと思うが、同じ女としてはやっぱり面白くない。

　そんな思いを抱いているところへ、親父から女として見られたことで、ジーニャの女としての誇りが満たされたのだ。

「最近のあたいは、怖いくらいに運が上向いてるね！」

　予定していたよりも出費を抑えることができた。

（浮いたお金で朝食は奮発しようかしらん）

　鼻歌混じりに露店で串焼きや麦酒ビールを買って食べながら歩く。

「あれ？　ここどこだっけ？」

　混雑した市の中を適当に歩いていたため、どうやら道に迷ってしまったらしい。

「ま、いいか」

　特に急ぐ用事もない。

　市が開かれている南門前の広場を離れると、それまでの喧騒が噓のように静かになる。

　まだ市民に朝の訪れを告げる教会の鐘は鳴らされていない。

　しかも迷ってしまったために、どこかの裏通りへと入りこんでしまったらしく、人影がまるでなかった。

「参ったね。道を聞こうにも、人っ子一人いやしないし……」

　ぼやきながらも、いずれは大通りに出るだろうとジーニャは歩きつづける。

『渡り鳥の宿木亭』は大通りに面した、なかなかに良い立地の立派な宿屋だ。

　大通りにさえ出ることができれば迷うこと無く帰れる。

（…………ん？）

　周囲に響く足音は、自分が立てているものだけ。

　だが、十年という傭兵稼業で鍛えられた勘が、ジーニャに何か危険な気配が迫って来ることを告げていた。

　うなじにビリビリと嫌な予感が走っている。

（……尾けられてる？　物盗り？　いや……）

　革鎧を身に着け、剣を帯びているジーニャは、どこから見ても傭兵か冒険者。

　しかも革鎧は使い込まれ、ジーニャの剝き出しになっている腕と太腿の筋肉は、まるで肉食獣のようなしなやかさを持ち、鍛えあげられていることが見て取れるはずだ。

　普通の物盗りであれば、女性とはいえ間違いなくジーニャは危険度の高い相手。

　ここでジーニャは朝市で薬を購入した際に聞いた、セリと露店のおばさんとの会話を思いだす。

『ここ最近、立て続けに何人も行方不明になっているらしいのよ。被害者のほとんどが貧民街の子か、他所から来た人らしいんだけどね』

（さては噂の人ひと攫さらい？　フフ、いい度胸だね。このあたいを狙うなんて……）

　左手で、左の腰に帯びている剣をさり気なく確かめる。

（やっぱ、最近のあたいはとんでもなくついてるね！）

　ジーニャはさらに細い路地裏へと進路を取る。

　もしも尾けてきている何者かが、ここ最近帝都を騒がせているという人攫いだとしたら、返り討ちにして衛士の詰所に突き出せば、少なくない報奨金が貰えるだろう。

　人攫いでなかったとしても、物盗りや暴漢であれば、幾いく許ばくかの礼金が貰える。

　そして、ジーニャは街のゴロツキ程度に後れを取るつもりは無かった。

　街のゴロツキ程度であれば──。

　やがて、教会の鐘が朝の訪れを告げ、住民たちが街へと溢れだし、帝都は夜の静寂が噓だったように喧騒に包まれる。

　その細い路地裏からも、近所の住人たちが通りへと出てくる姿が見られた。

　だが、背の高い女傭兵の姿はどこにもなかった。




「そうか。しばらくはセリちゃん一人で買い物へ行かせないほうがいいかもしれないなぁ」

「国境付近の情勢が、かなりきな臭いことになっていますよ。町の衛士から騎士団へ治安の悪化を懸念する報告が上がっているし」

　朝の鍛錬を中止して、セリを『渡り鳥の宿木亭』へと送り届けたウィンは、そのまま朝食を食べることにした。

　ランデルに、セリが道で絡まれそうになっていたことを話すと、ランデルは頷きながら宿の食堂内を見渡す。

　ウィン以外にも朝食を食べている客たちがいたが、その半数以上が傭兵か冒険者の男たちのようだった。

「戦争が始まりそうというんで、人が流入して泊まりの客が増えて、うちとしては儲かるんだが、犯罪が増えるのは勘弁だな。そういえば、戦争になるとウィンも行くのか？」

「うーん、今は後方任務だから、出ることは無いんじゃないかなあ？」

「そうかそうか。レティちゃんもそれなら安心だな！」

　ハッハッハと笑いながら、ランデルは厨ちゆう房ぼうへと戻って行く。

　入れ違いにセリがウィンの所へと来た。

「先程は助けて頂いてありがとうございました」

「民を守るのは騎士として当然だよ。むしろ、俺のほうが謝らないといけない気がする」

「そんなことないです！」

　セリの声が大きくなる。

　周囲で飲み食いしていた客たちの視線が一瞬セリに向く。

　注目を集めてしまったセリは首まで赤くなったが、それでもペコリと頭をウィンに向けて下げた。

「本当に怖かったんです。ありがとうございました」

「うん、無事で良かったよ」

　ウィンの答えにセリは笑顔を浮かべてみせた。

「ジーニャさんみたいな方がいつも一緒にいてくれると助かるんですけど」

「ジーニャさん？」

「今、うちに泊まってくださっているお客様です。傭兵をしているらしくて、何だかとても強そうな女の人でしたよ」

「へえ」

「そういえばジーニャさん、帰ってくるのが遅いなあ」

　もう朝市はとっくに店仕舞いの時間だ。

「お店を巡った後に、傭兵ギルドにでも顔を出してるんじゃない？」

「……そうですね」

　やがて朝食を食べ終えたウィンが宿を後にし、セリもまた仕事へと戻る。

　露店のおばさんから誘拐の話を聞かされたからかもしれない。仕事をしながらも、何となくセリはジーニャのことを気にしていた。

　自身が怖い目にあったこともあって、セリは胸の内で何か得体の知れない不安のようなものが広がっていくのを感じていた。
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「なんでわざわざここで待ち合わせなんだ？」

　ウィンはボソリと呟いた。

　コーネリアの従士となって初めての休暇。

　今日はかねてより約束していた、レティシアと彼女の服を買いに行く日だ。




「中央広場にある大噴水で待ち合わせね！」

「え？　なんでわざわざ？」

「もう、お兄ちゃんわかってない！　こういうのは雰囲気が大事なの！」




　どうせ毎朝、男子寮へと来るのだから、いつものようにそこで合流すればいいのではないかとウィンは思ったのだが、レティシアに強く押し切られてしまった。

　というわけで、朝食を『渡り鳥の宿木亭』で食べたウィンは、一度騎士学校の寮の部屋へと戻り汗を流した後、待ち合わせ場所である帝都のど真ん中に位置する広場、大噴水の前でボーッと立ち尽くしていた。

　この中央広場は皇宮、騎士学校、東門、西門を結ぶ大通りが交差する場所であり、帝都で最も賑わう場所だ。

　ここの広場を中心として様々な商店や露店が雑然と並んでいる。

　昼前ということもあって、広場は人が溢れかえり、喧騒に包まれていた。

　特に大噴水は、帝都でもっとも目立つ場所ということもあって、恋人たちの待ち合わせにもよく使われる。周囲はそんな雰囲気を醸かもし出だしている男女が多く、ウィンは何となく居心地の悪さを感じた。

（俺、何をやってるんだろう）

　噴水の縁に腰を掛けて項うな垂だれていた。

　加えて、すでに待ち続けて一刻も経過している。

「遅いなぁ」

　他の者たちは待ち合わせ相手とうまく落ち合って、それぞれが目的の場所へと向かっていく。

　何となく周囲の視線を感じる。

　約束をすっぽかされた、かわいそうな男みたいに見られている気がした。

　そんなことを考えていると、ふと、周囲に満ちる喧騒が変化した。それまで無秩序だったざわめきが、何か一つに集約されたかのような──。

　何事かあったのかと、ウィンは視線をあげる。

　レティシアがウィンの前に佇んでいた。

　薄い水色を基調とした生地に、ピンクと白のフリルをあしらったワンピース。

　緑のリボンで髪を纏めている。

　雑踏の中にあっても、レティシアの存在感は際立っていた。

「うわあ……すごく綺麗……」

「お姫様みたい」

「どこの家のお嬢様なんだろう？」

　周囲の視線のほとんどが、レティシアへと注がれている。

「遅れてごめん、お兄ちゃん」

「あ、ああ」

　そんな周囲を気にもとめず、レティシアがニコッと笑う。

　ウィンは曖あい昧まいに頷くのが精一杯だった。

　そんなウィンを見つめて、レティシアが何故か一瞬迷うような素振りを見せ、胸元に右手を当てる。

「いこ！」

　レティシアはウィンの手を取ると強引に立ち上がらせた。

「え？　噓だろ？　あんな奴と付き合っているのか？」

「どこかのお金持ちのお嬢様と、下働きの男の禁断の恋じゃない？」

「お金持ちそうだから、毛色の違った者を好むのかも」

　周囲からやっかみ混じりのざわめきがあがった。

　レティシアはそんな声を気にもとめず、しっかりとウィンと手をつないで、グイグイと引っ張って歩く。

（さすがレティ。人の視線に慣れてるなあ）

　心の中でウィンは感心していたのだが、レティシアもその実内心ではテンパっていたのだ。




「服！　服はどうしよう？　お兄ちゃん、どんな服が好きなの!?」

　前日の夜から、レティシアはウィンと一緒に歩くための服選びで、迷いに迷っていた。

　騎士学校の寮から、わざわざメイヴィスの屋敷にまで帰ったくらいだ。

　貴族として、勇者として贈られた、宝飾で飾り付けられた豪華絢けん爛らんなドレスならいくらでもある。

　しかし、そんな服装で町を歩けるはずもない。

　ましてやウィンは庶民。

　レティシアがあまりに着飾ってしまうと、逆に彼が浮いてしまう。

　レティシアが普段から身に着けている服は基本、動きやすさを優先した機能性重視の物だ。

　だが、今回はレティシアの中でそういった服は許されない。

（お兄ちゃん、服はどんなのが好みなんだろう）

　そして現在、寝台の上には様々な服が広げられていた。

　レティシアが選択したドレスは、どれも淡い色をしたものだった。
















　結局、迷いに迷った挙句、清せい楚そな印象を与える水色のワンピースを選んだ。

　刻々と迫る待ち合わせ時間に焦るレティシアを見かねた、侍女の見立てだ。

　普段は侍女に傅かしずかれるのを嫌っているレティシアだが、今日ばかりは手伝ってもらうことにした。

　念入りに髪を梳くしけずってもらい、リボンで纏めてもらった。

「結局、いつもの髪型になっちゃった」

「いつもどおりでいいんですよ。お嬢様」

　侍女の言葉を信じてレティシアは待ち合わせの広場へと急ぐ。

　日は既に高く昇っていた。

　汗ばまない程度にスカートの裾とリボンを風に翻して走るレティシアを、すれ違った人々がわざわざ振り返って見ていた。ただでさえ人目を引く際立った容姿に綺麗な服装のレティシアだ。すれ違う人々が驚いて振り返るのも無理は無い。

　待ち合わせた場所は帝都シムルグの中心、大噴水のある広場。

　わざわざここを待ち合わせ場所に指定したのは、恋人同士の逢瀬を演出してみたかったから。

　前から一度やってみたかったのだ。

　帝都の中心部というだけあって、混み合っている。

　ウィンがいた。

　大噴水の縁に腰掛けて、項垂れているように見える。

　待ち合わせ時間から一刻も待たせてしまったから当然だと思う。

　レティシアは駆け出したくなる気持ちをようやくの思いで抑えて、ウィンの所へと歩いて行く。

　駆け出してしまって、ウィンから子供っぽく思われたくない。

　ウィンと二人でお出かけするのはいつものこと。

　別段、珍しいことではない。

（なのに何で、こんなに胸がドキドキするんだろう……）

　この間、ウィンにプレゼントをした時もそうだった。

　今日はただ、待ち合わせ場所を恋人たちが集まる、中央広場の大噴水としただけだ。

　ただそれだけのはずが、なぜかとても恥ずかしくて、それでいて心地よい興奮をもたらしてくれる。

　逸はやる気持ちを抑えてウィンの前に歩いて行くと、ようやく彼はレティシアに気が付いた。にっこりと微笑みを浮かべて、

「遅れてごめん、お兄ちゃん」

「あ、ああ」

　いつものように、ウィンの手を取ろうと手を伸ばしたが──。

（あれ？　何で……？）

　いつもどおりのはずだ。

　幼い時からいつもそうしてきたように、ただ自然にウィンの手へ自分の手を伸ばして握るだけ──。

　なのになぜか、レティシアは尻込みをしてしまう。

　胸元に手を当てる。

　そこにある小さな固い感触。

　銀の細い鎖に通してある、子供向けの小さなアクアマリンの石が塡はまった小さな指輪。

　子供の頃、ウィンからプレゼントされた、レティシアにとってこの世で一番大切で、何物にも代えがたい宝物。

　これを握ると、いつも勇気が湧いてくる──。

　逡巡したのはほんの一瞬。

　レティシアはウィンの手を取って指を絡ませると、

「いこ！」

　ウィンの手を引っ張った。

（今の私、知っている人には見られたくないくらい、甘くて緩い笑顔になっているだろうな……）

　だから──。

　レティシアはウィンの手を引っ張って、彼に正面から自分の顔を覗きこまれないように歩き出した。

　頰がとても熱かった。




　帝都シムルグの街は、北から西にかけて貴族や金持ちの屋敷が並び、南から東へと向かうにつれて所得層が下がっていく。

　所得層が下がるとはいえ、街の壁内に住んでいる者たちは、困窮した生活を送っているわけではない。

　今日、ウィンとレティシアが訪れた店は、中央広場から東門へと伸びている大通り沿いに面した服飾店だった。

　ウィンにとって、古着だけでなく新品の服を売っている服飾店を訪れたのは、初めてのことだった。

　金持ちが来るような店ではないが、平民の中でも少し余裕ある生活が送れる階層が訪れる店だ。

「いらっしゃいませ」

　声を掛けられて戸惑うウィン。レティシアが慣れた様子で、店員に自分にあった服を何点か見み繕つくろって欲しいと頼んだ。

　公爵令嬢であるレティシアにふさわしい格式の店ではないが、彼女本人は公爵邸に出入りの御用商人が持ち込む服よりも、こういった店の服のほうが動きやすいものが多いので、よく利用していた。

　それに加えて今日は、ウィンがレティシアのために服を選んでくれるのだ。

　もちろん、ウィンが女性物の服を選べるとは思えないが、レティシアが見繕ったものを似合うかどうか見てもらえるだけでも嬉しい。

　レティシアの、明らかに庶民とは違う気品のある立ち姿、洗練された服装と、白くなめらかな肌、黄金に輝く金髪、煌きらめく緑眼の美貌。

　声を掛けはしたものの、あまりにも住んでいる世界が違う存在の来店に、言葉を失っていた店主は、その隣でおどおどしている庶民のウィンを見て、ようやく我に返った。

　何着か店主が見繕った物を試着し──レティシアはウィンが一番似合うと言ってくれた、淡桃色のワンピースと若草色のスカーフを買うことにした。

　試着した際にクルクルッと回ると、刺繡の施された裾がふわりと広がり、スカーフが舞う。

「うん、すごく似合っていて可愛い」

　他にも幾つか店主が薦めてくれたが、レティシアはウィンが気に入ってくれた服を身に着けて、嬉しそうに頰を染めていた。




　買ったばかりの服は、今一度レティシアに合わせて裾などを直すということで、騎士学校の寮まで送り届けて貰うことにした。

「残念だなぁ、お兄ちゃんが選んでくれた服を着て一緒に歩きたかったのに……」

「仕方ないよ。また今度一緒に出かける時にでも、着ればいいじゃないか」

「ほんとに？　また一緒に歩いてくれる？」

「もちろんだよ」

「うん。じゃあ、我慢する」

　公爵のお屋敷に送ってもらったほうがいいのではないかとウィンは思ったが、レティシアは騎士学校の寮に送ってほしいと主張した。

　着て歩けないのなら、せめて送り届けられたらすぐにでも部屋で着てみたいらしい。

　レティシアは、買った服をすぐに身に着けて歩けなかったことに少し不満気な表情を浮かべていたが、ウィンが「また一緒に出かけよう」と言うと、嬉しそうにはにかんだ。

　その表情がとても可愛くて、ウィンは見とれてしまった。

　すれ違う人たちが男女の別なく、思わず驚いて振り返って見てしまうくらいに、レティシアの微笑みは美しかった。

　その視界内にはウィンは入っていなかっただろう。たとえ入ったとしても、どこかの貴族のお姫様と下男程度にしか思われていないだろうが。

「ねえ、お兄ちゃん。私、お腹すいちゃった。何か食べよ？」

「そうだね。どこかお店にでも入ろう」

　お昼に、パンに肉と野菜を挟んだ食べ物を売っている店に入ると、二人分のパンを注文した。

　店内を見回すと、ウィンとレティシアの二人のように、恋人同士と思われる若い男女の二人組が多かった。

　卓と席も二人がけで用意されているところを見ると、恋人同士をターゲットとしている店のようだった。

「ねぇ、ティル」

「何だい、アニー」

「いま、カリッシア広場に何だか有名な劇団が来ているんですって」

「本当に!?　僕はその劇団の大ファンなんだ。見に行ってもいいかい？」

「もちろんよ、ティル！」

　隣の席で、同じようにお昼を食べていた恋人同士と思われる男女の会話が、レティシアの耳に届いた。

（名前で呼び合ってるんだ……）

　レティシアは届けられたパンに早速齧かじり付ついているウィンの顔をジッと見つめる。

「？」

　見つめられたウィンがきょとんとレティシアを見返した。

　レティシアはサッと顔を伏せると、パンへと目を落とす。

（私も名前で呼んでみたいな……）

　ウィンのことはずっと「お兄ちゃん」と呼んできたが、これではいつまでもウィンに妹分的存在としてしか認識されないのではないか？

「……ウィン」

「ん？　何か言ったレティ？」

「ううん、ナンデモナイ！　こ、これ美味しいね、お兄ちゃんって言ったの！」

「そうだね」

　慌ててごまかすようにパンを頰張るレティシア。

　顔が茹ゆだったように熱い。

（うわうわうわ……だめだめ！　恥ずかしくて言えない。でも、名前で呼んでみたいな……）

　心の中で悶絶しているレティを、ウィンは不思議そうに見つめながら笑っていた。
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　ウィンとレティシアはお昼を食べてお腹を満たすと、帝都の街並みを見物しつつ、散策することにした。

　道端には様々な露店が並んでいて、二人は立ち止まっては覗いていく。

　そのうちに、二人はカリッシア広場と呼ばれる場所で、大きな天幕が張られているのを見つけた。

　天幕は非常に大きく、ざっと見ただけでも、そこらの中規模の宿屋程度であればすっぽりと収まってしまうくらい。

「あれはなんだろう？」

「何かの見世物小屋かも？　覗いてみる？」

　そういえば、お昼に入った店で隣に座っていた恋人たちが言ってたな、とレティシアは思い出す。

　天幕の入口には大勢の人々が集まっていた。

　どうやら旅をしながら芝居をする劇団の天幕のようだった。

「演目は……えっ!?」

　入口前に立て掛けられている看板を見て、レティシアが声を上げる。

「どうしたんだ？」

「えっとね、それが『囚われの王子様と美しき勇者の悲恋　～邪悪なる魔導師との対決！　～』ていう題名なんだけど……」

「囚われの王子様と美しき勇者の悲恋……？」

「物語だと、普通は囚われのお姫様を、王子様が救うのが定番なんだけど……」

「この美しき勇者って、やっぱりレティのことなのかな？」

　二人は無言で顔を見合わせる。

　お芝居はどうやら大盛況らしい。

　魔王を倒した勇者メイヴィスの人気は、庶民の間でも圧倒的だ。

「何だか、私を題材にしたお話がいっぱい作られていることは知っていたけど、こうして実際に目の当たりにすると、ちょっと恥ずかしい……」

　周囲に聞こえないように声を潜めてウィンに囁きかける。

「それもそうか。俺はちょっと興味があるんだけど……」

　ウィンは看板に書かれている文字をジッと凝視している。

「……どうする？　覗いて見ても私は別に構わないよ？」

（お兄ちゃん、もしかして『悲恋』ってところを気にしてくれているの？）

　ウィンがレティシアとその王子様と呼ばれる人物が恋に落ちたと思い、そのことに嫉妬してくれているのだとしたら、とてつもなく嬉しい。もっとも、そういったことは絶対にあり得ないことなのだけど。

「お兄ちゃんが見たいなら見ようよ。私もお芝居なんて随分と久しぶりだし」

「そうだな。物語だものな。レティがどんな勇者として見られているのか、興味あるし」

　二人は入口前にできている行列に並ぶと、チケットを購入して天幕へと入って行った。




　外の行列に並ぶ人の数から大方予想はできていたものの、天幕の中は大勢の人々が詰めかけ熱気に溢れていた。

　入って正面に舞台があり、布が床一面に敷かれていた。

　客たちは思い思いの場所に座って芝居を鑑賞できる。

　ウィンとレティシアも空いている場所を見つけることができた。

　どうやら入場制限をしているらしく、窮屈には感じずにすんだ。

「凄いなぁ、大人気だね」

「ちょっとびっくりしちゃった。楽しみだね」

　もう客席は満席の状態。その誰もが芝居の始まる瞬間を、今か今かと待ち望んでいる。

　天幕の中は芝居への期待で熱気がこもっていた。

「お兄ちゃん、始まるみたい」

　天幕を明るく照らしだしていた魔法の光源が一斉に消えると、客席が闇に閉ざされた。と同時に、舞台だけが明るく照らしだされる。

　どうやらこの劇団には、複数人の魔導師が所属しているらしい。

　かなり大手の劇団のようだ。

「皆様、お待たせいたしました！　帝都シムルグの皆さん、一年ぶりでございます。ル・ルーム劇団へようこそ！」

　舞台奥の暗幕から出てきた団長の男が一礼すると、空気がビリビリと振動するような大歓声と拍手が湧き起こる。

「これから私どもが皆様にご覧いただきますのは、皆さんご存知のかの勇者メイヴィスが、とある王国にて邪悪なる魔導師と対決し、見事囚われていた王子様をお救い申し上げた時の物語でございます。それでは皆さん、一ひと時とき、物語の世界への旅を、どうぞごゆるりとお楽しみくださいませ！」

　団長の前口上に一度、しん、と静まり返っていた客席が、再び拍手と歓声に包まれた。

　そして幕が上がると芝居が始まった。

　芝居の内容は、とある王国の王子を誘拐した邪悪な魔導師が、王子を生いけ贄にえとした邪神復活の儀式を行い、王家の転覆と王国の支配を目もく論ろむが、間一髪のところで、王の依頼を受けた勇者メイヴィスが救出するというものだ。

　絶体絶命のところで救い出された王子は、見目麗しき可憐な勇者に一目惚れして結婚を申し込むが、世界を救わねばならないという勇者の重い運命に、泣く泣く二人は別れる事を選択するというものだった。

　一座の美しい女優が演ずる勇者メイヴィスと、邪悪な魔導師──一座の座長だった──が対決する場面では、一座の魔導師たちの演出する光魔法や音魔法で、効果的に舞台が盛り上げられており、ウィンも思わず物語の世界へと引き込まれた。

　そして美形の俳優が演ずる救い出された王子様の求愛を受けて、勇者が恋と使命との狭はざ間まで葛藤し続ける場面。

　二人の揺れ動く心が、役者たちの情感溢れる熱演によって描き出され、客席の至るところから感動の啜すすり泣なきが聞こえてくる程だった。

　物語の王道の、お姫様を王子様が救い出し、二人は永遠の愛を誓い結ばれるという展開ではなく、勇者が女性で救われる側が王子様という若干の違いはあるものの、それでも非常に心打つ内容だった。

　しかも二人は結ばれること無く別れてしまうという悲恋の結末であることが、なおさら客の心を揺さぶった。

　やがて芝居が終わり幕も下りると、客席からは盛大な拍手と歓声が劇団の役者たちに贈られたのだった。




「面白かったね」

「やっぱり、自分が劇の主役として語られているのを見ると恥ずかしいよ……」

　芝居を見終わり満足して三々五々、帰っていく人々の流れに沿って歩きながら、ウィンは気恥ずかしげに隣を歩いているレティシアに話しかけた。

「レティ。今見たお芝居の内容って、本当にあったことなの？」

「ううん、大分脚色されているかなぁ……」

　主役である勇者メイヴィス──その当人であるレティシアは、小首を傾げて答える。

「王子様と恋のお話なんて無かったよ。そもそも、この時に生贄にされそうになっていたのはリアラだったし」

「リアラ？」

「リアラ・セイン。私の仲間だったお姉さん。だから私、恋なんてしてないし！　安心してね？　お兄ちゃん！」

「あ、安心って何をだよ……」

「ふふ……」

　頰を搔きながら少し赤くなったウィンの顔を見上げて、レティシアが小さく笑うのを見て、ウィンは照れ隠しにレティシアの頭をやや乱暴にクシャクシャと撫でてやった。

「でもね、生贄にされそうになっていたのが、王子様じゃなくてリアラだったというだけで、このお芝居の中身自体は本当にあった事なんだよ？」

「そうなのか？」

「でも、邪悪な魔導師というのも歪わい曲きよくされているね。本当はとても良い人で、とても悲しい人だった……」

　微笑みを消したレティシアは、瞳だけがどこか遠くを見るように深い色に染まっている。

「どんな人だったのか聞いてもいいかな？」

「……そうだね。ちょっと長いお話になるから、どこかお店に入って、お茶でもしながら話そうよ」

　二人は手頃な店を探して入った。

　芝居を見て興奮してしまったので、ひとまず喉をお茶で潤す。

「さっきのお芝居はね、実は魔王の誕生へと繫がっていたお話なの」

「魔王!?」

　そしてレティシアは語りだす。




　それは、これからも伝説となって語り継がれていくだろう物語の世界を、勇者として駆け抜けて行った本人だけが知る真実の話だった。
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　──時を遡さかのぼることおよそ四十年前。

　アルファーナ大陸の北部に、セインという名の小さな王国があった。

　ほぼ一年中、雪によって国土の大半が覆われる国だ。

　短い春から夏にかけて細々と作物を作り、山羊や羊、そして海の氷が解けている間に、船を出して魚を捕る、取り立てて産業もない国。

　長く厳しい冬には干した魚や肉、保存の利く野菜を食べ、毎年のように凍死者や餓死者を出し、春が来るまでひたすら耐え忍ぶだけの貧しい国。

　霊峰セブレスと峻厳な山々に囲まれ、冬は港も凍りつくなど交通の便も悪く、南に位置した大国の野心からも無視されてしまう程度の王国だ。

　だが、この国へと赴おもむいた旅人たちは口を揃えてこう言う。

　──誇り高き王国、セイン。

　厳しい自然環境を生き抜くために、人々は争いを考えるどころではなかった。

　互いに支えあい、一丸となって働かなければ生きることができなかった。

　それは王族とて例外ではない。

　国王自らが国民の先頭に立って畑を耕し、放牧を行った。

　この国の人々にとって、王族とは決して雲の上の人ではなく、言うなれば家族の大黒柱、父親のような存在だった。

　ともすれば非常に身近にも感じるこの国の王族たちに、国民のすべてが敬意を表していた。

　特に竜殺しの英雄であり、『剣聖』の称号を持つ若き国王メルヴィック四世は、国民にとって自慢の国王だった。

　彼は貧しい財政状況の中、代々の王たちが少しずつ貯めた財貨を、国民のために惜しげも無く投資した。

　有望そうな若者を、外国の学校へと次々に送り込んだのだ。

「資源が無い。作物も無い。ゆえに産業を発展させることもできない。無い無い尽くしの我が国だが、それでも誇るべき財産がある。それは我が国の民たちだ。厳しき自然にも耐えうる賢き民たちだ。民よ学べ！　今はまだ、我が国は辺境の弱小国だが、我らは人の力で大国へとのし上がって見せる。学と見識を持つ人財を育てるのだ！」

　政治、経済、宗教、建築、冶や金きん、考古学、歴史学、建築、農業、治水、精霊工学、魔法工学、ありとあらゆる分野に若者を送り込んだ。

　そして持ち帰った知識を国民の間に普及させていったのだ。

　識字率が向上した。

　精霊の力を借りて魔法と併用することで、作物の収穫量を爆発的と言えるほどに増やすことに成功した。

　また、外国から資源を輸入し、独自に開発した魔法工学によって、遺跡から発掘される古代の魔道具にも匹敵する、高品質の道具を次々と生産。それらを輸出し、国庫を潤した。

　辺境で、ともすれば人々から忘れ去られてしまいそうに小さく貧しかった国は、わずか十数年という短い期間の内に、みるみる力を蓄えていったのだ。

　そしてついに、学者、技術者を狙い、国境を接していた大国が侵攻した。

　青年から壮年を経て老年期に差し掛かっていた国王は、自ら自国で製造した魔法剣を手に戦った。

　総人口の少ないこの国では、国王自らが先頭に立って戦わねばならないのだ。

　しかし侵攻してきた隣国は、大陸の列強の一つとして数えられている大国だった。

　諸外国はセイン王国の負けを予想した。

　だが──。

　予想を覆くつがえし、勝利を収めたのはセイン王国。

　峻厳な山間という地の利を活かし、竜殺しの英雄である国王自らが先頭に立って鼓舞。

　士気高いセイン王国の騎士や兵士たちは、数で勝る隣国を圧倒してみせたのだ。

　また、諸外国に散っていたセイン王国出身の民たちも陰から支援した。

　有力な商会の中枢にいる者。

　自ら商会を構えている者。

　外国で任官して出世し、爵位を頂いた者。

　彼らは貯めこんできた莫大な財貨を、遠い祖国の為に、惜しげも無く注ぎ込んだのだ。

　財務を担当した大臣が使い切れずに悲鳴を上げたとまで言われる、前代未聞なまでに豊富な資金によって、一兵卒に至るまで魔力の込められた強力な装備で身を包むことができた。

　そして厳しい風土で鍛え上げられたセイン王国軍。彼らは紛うことなく大陸でも最強の一角に数えられる程の実力を身につけていたのだ。

　わずか数ヶ月で、逆にセイン王国軍に王都にまで攻めこまれた隣国は降伏した。

　セイン王国の王都は戦勝に歓喜した。

　勝利を決定づけ、一足先に国へと戻ってきたメルヴィック四世を、国民は歓呼の声で出迎えた。

　折しもその日は、メルヴィック四世のひ孫にあたる姫の生誕祭だった。

　正確に言えば、ひ孫の誕生に間に合うようにメルヴィック四世は帰国したのだ。

　メルヴィック四世は、後妻として娶めとった王妃と共に、王宮のバルコニーから戦争の勝利と幼き姫の生誕を祝うために、国中から集まった国民へとにこやかに手を振っていた。

　侍女の少女の腕の中で、生まれたばかりの姫が、ぷくぷくとした両腕を天へと伸ばしながらキャッキャッと笑っている。

　セイン王国はまさに繁栄の絶頂を迎え、国民の誰もが敬慕する王家とともに、明日の幸福を夢見、歓声を上げていたその時──メルヴィック四世の身体から凄まじい閃光が放たれ、人々を襲い塵と化した。




　セイン王国は滅亡した。




　生き残った者はわずか三人だけだった。

（陛下を守ることができず、ワシだけが生き残ってしまった……）

　セイン王国が滅亡した時、まだ青年だった彼も、今ではすでに老境へと差し掛かろうとしていた。

　十代後半という若さで、エメルディアにある大学で魔法学を修め主席で卒業し、天才と呼ばれた彼は、大恩あるメルヴィック四世を守ることができなかった。

　宮廷魔導師としてメルヴィック四世のすぐ傍に控えながら、目の前で国王が何かに変貌していく様を、ただ呆然と見ていることしかできなかった。

　メルヴィック四世だった存在から、膨大な力が膨れ上がり──彼はとっさに障壁を張った。

　張れてしまったのだ。

　天才ゆえに──。

　閃光が収まり、気がついた時には、周囲には瓦礫の山しかなかった。

　生きている者は見当たらない。

　いや、彼が咄とつ嗟さに引き寄せた侍女の少女の腕の中には、お包くるみの中でスヤスヤと眠る生まれたばかりの姫。

　無意識の内に姫を抱いた侍女を庇かばっていたようだ。

　彼自身も左腕と左足を失っていた。

　簡単な治癒魔法で傷を癒すと、生き残った侍女と姫を連れて、死の国となってしまった祖国を離れた。

　その後、あのメルヴィック四世の身体に入った存在が、伝説の魔王であることを知った。

　それからの彼は、魔王を滅ぼすことに全てを捧げた。

　古今東西のありとあらゆる文献を調べ、あらゆる古代遺跡から発掘される魔道具を調べ、禁きん忌きとされる研究も行った。

　そして、三十年以上もの時が流れ──。

（陛下。ワシはすでにあの時の陛下よりも年老いてしまいました。ですが、お待たせした甲斐はございましたぞ。必ずや、陛下を解き放ってご覧に入れまする）

　男の口元に浮かぶのは歓喜の笑み。

　彼の前に積み上げられた研究の成果──それは常人が見れば狂気に満ちたモノばかり。

　天才が狂った末に禁断の手段へと手を出し、外げ道どうへと堕ちることで、ようやく到達できた魔導の奥おう義ぎの極み。

　後悔はない。

　男の瞳に宿るのは、狂気ではなく、どこまでも明瞭で冷酷な強い意志。

　人という有限の命の身で、魔王という計り知れない存在へと挑むには、全てを捨てる必要があった。

（いま、全てを懸けて──！）

　長い時を懸けて魔法陣を準備した。

　稀少な触媒を用意し、夥おびただしい犠牲を払って、呪文詠唱のための前儀式も行った。

　そして贄にえとなるべき少女を用意した。

　少女は本来、男にとっての主筋だが、目的を達成するには犠牲にせざるを得なかったのだ。

　あとは、魔法陣を起動させる。

　それで、魔王を滅ぼし、敬愛するメルヴィック四世を解放することが叶う。

　その時。

　後は呪文を詠唱するだけと顔を上げた男の前に、いつの間にか一人の少女が立っていた。

「どこから入ってきた、小娘。ワシの弟子や護衛たちがいたはずだが？」

「悪いけど、眠らせてもらったよ」

「何者だ？　きさまは……」

　震える声で男は少女の名を問うた。

　本当は、男は少女のことを知っていた。

　魔王と戦う準備をしていたのだ。

　男は立場的にも、隠されている情報に触れることができた。

　調べる過程でおのずと彼女の存在にもたどり着くことになる。

　恐ろしいまでに整った顔立ち。

　金色の髪、まだ十を過ぎたばかりの、世間では子どもと呼ばれる年齢。

　少女は、全身から溢れ出す魔力によって、淡く金色に輝いてた。

「メイヴィス」

　勇者メイヴィス。

「おまえが……おまえが！」

「あなたを止めに来た」

「止めるだと!?　おまえがか！　このワシを止めるというのか！」

　声を絞りだすように、男は絶叫した。

「なんで今さらなんだ。どうして、今になってだ！　なぜ──」

　挫折と絶望を何度も目にしてきた。

　寝る間も惜しみ、血を吐くほど研究しても、魔王はおろか、その配下の高位魔族にすら歯が立たなかった。

　気が狂うほど思い悩み、そしてついに禁忌にまで手を出した。

　人の心を捨てた。

　そんな男が──勇者の少女を前にして、その矜きよう恃じも何もかもかなぐり捨てて、身も蓋もなく泣き喚き、怒鳴り散らした。

「なぜだ！　どうしてもっと！　もっと！」

　本当はわかっていた。

　それは、勇者である少女に言っても仕方がないことだ。

　彼女にも、どうしようもないことなのだから。

　それでも、男は言うしかなかった。

「どうしてもっと──早く生まれて来てくれなかったのだ……」

　慟どう哭こく。

　勇者である少女から放たれる気配。

　あの日──メルヴィック四世から感じた気配とはまるで真逆。

　それでいて、寸分も引けを取らない圧倒的なまでの力。




　──勇者とは魔王と対を成す存在。




　いま、男の前に間違いなく魔王と伍する存在がいた。

「どうして……もっと、早く……っ！」

　崩れ落ち、男は両手を床につく。

「もう、引き返せない。ワシはもう……多くの犠牲を払ったのだ！　それをいまさら……いまさら、無駄にしろと言うのか！　無かったことにしろと言うのか！　多くの者たちが無駄死にだったというのか……」

　男の独白を聞き、それまで怜悧な光を宿していた勇者である少女の瞳が、わずかに揺れる。

「引き返せる。確かにあなたが行ってきた事は決して許されることじゃない。でも、間違いは正すことができる。罪を償うことはできる。これ以上、罪を重ねる必要はないわ」

　勇者である少女が訥とつ々とつと語る。

「ワシは……ワシが守らねばならない方までをも犠牲にしようとした。多くの命を手に掛けた罪深き存在だ。そんなワシの願いだが……聞いてもらえないだろうか。あなたに託しても良いのだろうか……」

　涙で濡れた顔を上げ、男は自分のひ孫くらいの年齢の勇者を見上げる。

「あの方を……陛下の魂を、救っていただけないだろうか？」

「大丈夫。私が全て──救ってみせる」

　その言葉を聞き、男は年甲斐もなく泣き崩れた。

　悔恨と、そして歓喜の涙を流して──。
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　お茶を飲んでいた店を出ると、ウィンはレティシアを彼女の住んでいる寮まで送り届けた。別れ際のレティシアは、今日一日を本当に楽しんでくれたのか、とても綺麗な笑顔を浮かべて見せてくれた。

　そしてウィンは真っ直ぐに騎士学校寮の自室へは帰らず、再び帝都の大通りを歩いている。

　すでに日は沈み、暮れ始めた街の通りは、家へ、あるいは宿へと帰る人々で溢れかえっていた。

　食べ物を提供する店は、今日という一日を締めくくるために、酒の入った杯を片手に料理に舌鼓を打つ客たちで賑わっている。

　レティシアが語った話が、ウィンの心の中から離れない。

　魔王が誕生した瞬間に居合わせてしまい、運悪く生き残り、主と故郷を失った男の壮絶な人生。

『聖女』とまで呼ばれ、レティシアの旅路を支え、多くの奇跡を起こしてみせたリアラ・セインの過去。

　そして、『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスの──幼馴染が別れてから、四年間に渡って歩んできた過酷な旅路を、背負わされたものを、少しだけ垣間見せられて、ウィンは言葉が見つからなかった。

　まだまだウィンの知らない、勇者としてのレティシアの姿があるのだろう。

　レティシアは、自分の話で場を重たくしてしまったためか、話し終えた後、少し困ったような笑みを浮かべていた。

　別れ際、

「楽しかったよ、お兄ちゃん！」

　嬉しそうにウィンへと手を振って、女子寮にある自室へと帰って行ったレティシアを見送りながら、もう二度と彼女が勇者として力を振るう機会が来なければいいな、と思った。

（また、一緒に色々二人で見に行こう。世界には、まだまだレティの知らない楽しい一面があるはずだから）

　考え事をしながらふらふらと大通りを歩いていたウィンは、気がつけばいつの間にか『渡り鳥の宿木亭』まで歩いて来ていた。

　扉をくぐると、今日も宿泊客と、仕事帰りに一杯引っ掛けようという客とでごった返している。

「いらっしゃいませ……って、あれ？　ウィンさん」

　厨房からセリが出てきた。

「こんばんは」

「ご夕食ですか？」

「うん。何となくこっちに足が向いちゃって」

　朝もここで食べていたこともあって、ウィンは気恥ずかしげに頭を搔いて苦笑した。

　そこへ、厨房からランデルが出てきた。

「よお、ウィン。来てたのか。晩メシか？　丁度よかったな、セリちゃん」

「え？　え？」

「丁度良かったって何がです？」

「今、丁度セリちゃんに料理を教えていてさ。ちょっと試食してくれよ」

「ランデルさん！」

「ああ、いいですね。俺で良かったら、食べますよ」

　セリが作っていたのは、鶏の肉を使ったシチューだった。

　試作とはいえ肉が入っているシチューだ。

　ご馳走である。

　セリの視線は、ランデルが深皿によそったシチューとウィンの顔とを、行ったり来たりしていた。

　食べて欲しいような、そうでないような。

　そういう葛藤がセリの瞳に見て取れる。

「じゃあ、いただきます」

　木の匙さじでシチューをひとすくいすると、口に入れて咀そ嚼しやくする。

　その様子をセリはジッと見つめていた。

「うん、美味しい！」

　シチューに浮かぶ鶏肉を掬すくい嚙み締めると、肉の味が口の中に広がっていく。

　肉を飲み込むと、美味さに自然とウィンの顔が綻んだ。

　ホッと胸を撫で下ろすセリ。

「良かったな。食べてもらった人に美味しいと言ってもらえたら、作ったかいがあったというものだ」

　美味しそうに食べるウィンと、嬉しそうにそれを見るセリを見て、ランデルが言った。

　肉も野菜も蕩とろけるくらいによく煮込まれていた。

　シチューとは別に注文しておいたパンも一緒に食べる。

「やっぱり、嫁には料理が上手い女の子が欲しいよなぁ」

「そうですね……」

「ウィン、セリちゃんなんてどうだ？　嫁にはちょうどいいかもしれないぞ？」

「ぶふぉ！」

「ち、ち、ちょっと、何を言っているんですか！」

　ランデルの言葉に、ウィンは食べていたパンが喉につまりむせ返った。

　セリも動揺して声を上げる。

「ウ、ウ、ウィンさんにはレティさんがいるじゃないですか！」

「ああ、まあ、確かにそうだなぁ」

　ゲホゲホとウィンは激しくむせている。

　セリは激しい動揺に頭に巻いている薄布が乱れ、長い耳が少し飛び出していた。

　先端部がほんのりと赤くなっている。

　そんな二人をランデルは面白そうに見つめていた。

（だってなぁ……レティちゃんは貴族の娘だろう。ウィンとレティちゃんが結ばれるのって、ありえるのか？）

　ウィンを幼い頃から見てきたこともある。

　ランデルには二人の息子と同様に、ウィンにも幸せになって欲しいという思いがあった。

　そしてレティもまた幼い頃から知っているので、本音ではウィンとレティが結ばれるのが一番幸せなのだろうということもわかっている。

　だが、レティは明らかに住む世界が違う娘だ。

　ウィンはセリのような娘と結ばれたほうが幸せかもしれないとも思うのだ。

　セリもウィンには好意を抱いているようだ。

　ランデルは若い二人を見ながら、腕組みをして相そう好ごうを崩すのだった。




　食事を終えて、ウィンが厨房で後片付けを手伝っていた時──。

　宿に一人の男が入って来た。

　使い込まれてボロ布のようになっている外套を身に纏い、丈夫そうな厚手の布のズボンを穿き、重厚な革の靴を履いた、旅装の長身の男だった。

　口から鼻にかけては土埃を吸い込むのを防ぐため、毛皮の襟巻きで隠し、長い旅路によるものか少し赤茶けてしまった金色の髪は、伸び放題で、唯一露出している目をほとんど隠した状態。

「食事かい？　泊まりかい？　そこにいると、営業の邪魔になるんだけどねぇ」

　宿の入口で立ち止まったまま、人相もわからない怪しげな風ふう体ていの男に、ハンナが胡散臭気に声を掛けた。

「ああ、すまない。ここは『渡り鳥の宿木亭』で間違いないか？」

「看板の字が読めないのかい？　そう表に書いてあっただろ」

「そうか。じゃあ、泊まりで頼む」

「あいよ、部屋は三階の一番奥が空いてるよ」

「とりあえず汗を流したい。それから食事も頼む」

「お湯も用意できるけど、前払いだね」

　ハンナが言って手を差し出すと、男は懐を探り、ハンナの手に銀貨を握らせた。

「これで足りるかな？」

「十分だね。じゃあこの宿帳に記帳しておいてくれるかい？　お湯は部屋に運んでおくよ」

　ハンナが差し出した宿帳に、男は素直に名前を記す。

「ほい、これがあんたの部屋の鍵だ」

　男は鍵を受け取ると、宿帳を持って戻ろうとするハンナを呼び止めた。

「ところで、女将おかみさん」

「何だい？」

「この宿の従業員で、ウィン・バードという人物がいると聞いたんだけど、会うことは出来るかい？」

「何だい、あんたウィンの知り合いかい？」

「ああ、まあ、知り合いの……知り合いってところかな」

「なるほどね」

　冒険者、傭兵、行商人といった長旅をする客たちを相手に商売しているので、ひどく汚れた格好の男など珍しくもないが、ウィンを知っていると聞いて、ハンナは納得したように頷いた。

「ウィンなら厨房にいるよ。だけど、今のあんたの格好じゃあ、食べ物を扱う厨房には行かせられないねぇ。まずは汗を流してきたらどうだい？　それとも、外で会うって言うなら、あたしがウィンを外に呼んであげるけど？」

　厨房奥でランデルと雑談を交わしながら皿を洗っているウィンを、ハンナが指し示すと男が覗き込んだ。

（なるほどな……気配は普通だな）

「いや、いいんだ。ありがとう」

　男はハンナの申し出を断った。

「知り合いから名前を聞いているだけだからな。挨拶はまたの機会にするよ」

　男はウィンの背中を見つめつつ、言った。

　髪の間から見えるその視線が、やけに鋭い。

　ハンナはそれを訝しく思いながらも、

「そうかい？　でもウィンの奴は、今はうちの従業員というわけじゃないから、毎日うちにいるわけじゃないんだよ。今日はたまたま、うちに来ているだけなんだ。それでも会っておかなくていいのかい？」

「大丈夫。ああ、そうだ。さっき食事もと言ったけど、用事を思い出したので食事はいらない。お湯だけを持ってきてくれるかい？」

「ああ、いいよ」

　ハンナの返事を聞いて、男は奥にある階段へと向かう。その途中、何度もウィンに視線を送る。

（ついに見つけたぞ……ウィン・バード！）

　毛皮の襟巻きで隠した口元を、笑みの形に歪めながら──。




　客が引き始めた頃合に、ウィンは『渡り鳥の宿木亭』を後にした。

　まだまだ営業している酒場もあるが、もうほとんどの店が営業を終えようとしている時間だ。

　春の夜の風はまだ冷たくて、少し働いて汗ばんだウィンには涼しくて心地が良い。

　酔っ払った男たちが、ふらりふらりと歩いているのを避けてウィンは歩く。

（そういえば、セリさんの言う通り、いつもよりも冒険者や傭兵っぽい身なりの人が多い気がするな）

　仕事を手伝いつつランデルと世間話をしていたのだが、夜遅い時間帯は以前よりも武器を帯びた男たちが増えたため、一般の客たちが遅くに出歩く姿が少なくなったという。儲け自体は減っていないから良いものの、衛士隊の町の巡回数も増えているし、治安が悪化しなければいいがと心配していた。

　騎士学校に向かうにつれて、徐々に人通りも少なくなっていく。

　皇宮、貴族街、騎士学校のある区画は、帝都でも比較的裕福な階層が住まう地域なため、夜遅くまで営業している酒場や食堂が少ないのだ。

　当然、出歩く人も少ない。

　気が付くと、通りに人影はウィンだけとなっていた。

　夜空に昇った月の明かりがウィンの足元を照らす。

　ふと、ウィンは背後から迫ってくる足音を聞いた。足音は一目散にウィンへと向かって来ているようだった。

　腰にある剣の柄つかに手を伸ばし、ウィンは後ろを振り返る。

　月明かりを背にして黒い影がウィンを目指してまっすぐ走ってきた。

「誰だっ！　止まれ！」

　剣を抜いてウィンが叫ぶ。その時、殺気を感じたウィンは咄嗟に、上体を前に倒した。

（もう一人いるのか!?）

　ウィンの後頭部のわずか上、ギリギリの所を、棍棒状の武器が通り抜けていく。

　牽制のつもりで、右手に持った剣の寝かせた刃を横に薙なぐ。体勢を崩しているため、その横薙ぎは力の無い斬撃となったが、前後からウィンを襲った者たちの足を止めるだけの効果はあった。

　前後を挟まれないように、横手へ一歩飛び退く。

　体格からして男か。

　二人共、夜や陰いんに紛れ込めるように黒い服を身に着け、顔を布で隠していた。

（こいつら、物盗りか!?）

　不思議なのは、彼らが持っている武器が剣ではなく棍棒だということ。もちろん、棍棒も人を殺し得る武器なのだが、獲物を殺害するために作られた剣に比べれば、殺傷能力は劣る。人を殺さずに昏倒、制圧するのに向いている武器だ。

　通りで人を襲うような物盗りであれば、相手の命など気に掛けはしない。

　ウィンは両手で剣を握ると身構えた。

　背後からの足音を囮にして目標を振り向かせたところを、気配を殺して近づいた本命が殴りつける。気配を察知するのに優れたウィンだからこそ気づけたが、並の者であれば最初の不意打ちで昏こん倒とうしていたところだ。

　相手もそう思ったのだろう。

　ジリジリとウィンと距離を取ると、身を翻して逃走に移った。

「待て！」

　一瞬、追いかけるか迷ったが、すぐにウィンも走りだす。

　追いかけながら、ウィンは頭の中でセリが言っていた言葉を思い出した。

（もしかして、こいつらは物盗りが目的じゃなくて、俺を拉ら致ちしようとしていたのか？）

　そういう理由であれば、武器が棍棒だったことにも納得がいく。

　最初の不意打ちでウィンを昏倒させて、そのまま拉致する腹積もりだったのだろう。

（だとしたら、何が目的だ？）

　ウィンを誘拐したところで、身代金はとれない。

　身代金目的の誘拐ならば、もっと綿密に下調べをした上で、金持ちの子どもか貴族を狙うだろう。

　ウィンのような武器を携帯した青年を襲うのはリスクが高い。

（俺を襲う目的は、やっぱりレティ？）

　ウィンを人質にし、レティシアを思うように利用する事が目的か。

　そんなことを考えていると、二つの影が曲がり道を曲がった。

　影を追ってウィンもその通りへと飛び込み──咄嗟に足を踏ん張って立ち止まった。

　大通りの真ん中辺りで、抜身の剣を手にした男が佇んでいた。

　ウィンは知るよしも無かったが、男は『渡り鳥の宿木亭』で、ハンナにウィンの事を聞いた人物だった。

　赤茶けた金髪がボサボサになっているのはそのままだが、旅の間ずっと着ていた外套は脱いで、くたびれたシャツとズボンを身に着けていた。

　夜よ目めにもわかる盛り上がった肩と胸の筋肉が、男の身体が鍛え上げられていることを示している。そしてそれ以上に、男が纏う気配は尋常ではなかった。

　敵か味方か──。

　ウィンの前で立ち止まっていた二つの影の片方が、立っている男を排除しようと棍棒で殴りかかる。

　刹那──男は身を沈めると、剣を一閃した。

　すぱっと大根を切るかのように、棍棒が切断されていた。

　男が身を翻して蹴りを見舞う。

　棍棒を振り下ろしたところで、まともに頭へと蹴りを貰った影が、もんどり打って地面に転がった。

　相棒が容易く倒されて動揺したのか、もう一つの影がたたらを踏む。その隙を見逃さず、男は一瞬で間合いを詰めると、影の棍棒を持つ手を、右手に持った剣の平で叩き、武器を取り落とさせ、手を打たれた痛みに苦悶の声を上げた影の顔面を左手の拳で打ち抜いた。

　倒れてピクリとも動かない影から顔を上げると、男はウィンへと顔を向ける。

「ウィン・バード……だな？」

　ゆらりと立ち上がった男が剣を向ける。

　それだけでウィンは数歩、後退りした。

　ただぶらりと自然に立っているだけなのに、まるで隙が窺えない。

　風で揺れる長い前髪の下から時折覗く鋭い眼光が、ウィンの身体を射抜いている。

「そうだと……言ったら？」

（──来るっ！）

　ウィンの身体が半歩後方へずれたのと、風を切る鋭い音が聞こえたのはほぼ同時。

　互いの刃がギリギリ届く間合いまで距離を詰めた男が、ぶらりと力を抜いた姿勢で立っていた。

　ウィンは心臓がドッドッドッドッと早鐘を打つのを感じていた。

「へぇ……今のを避けたのか。肉体強化も無しに？」

　風を切る鋭い音は、男が振るった剣の刃が空を切った音だった。

　その斬撃をウィンに見事に躱されて、口元に少し微笑みを浮かべて余裕を見せていた男は、少し啞然とした表情を見せた。

　それから、クククッと小さく笑い出すと爆笑し始める。

「ワハハ！　面白え！　こいつは確かにあいつが言うわけだ。なるほどな、すげーなお前。さっきのあいつらと俺がやりあった時に、俺の剣の長さを測っていたんだろう？　その半歩が俺の剣が届かなくなる、ギリギリの距離だったってわけだ」

　男の言う通りだった。

　ウィンは今の男の剣の軌道が見えていたわけではない。

　影二つを相手にした際に、男が剣を振るった時を見逃さず、剣の長さを測ることができた。

　なので、男が動く瞬間を見極めて半歩下がってみせただけ──。

　初見であれば今の一撃でウィンは切り捨てられていただろう。

　恐るべき手て練だれだった。

　ウィンの知る中でこれほどの相手となると、やはりレティシアとなるか。

（俺とは格が違う……くっ、逃げるべきか!?　いや、これほどの力量の相手！　簡単には逃して貰えない！）

　先程から逃走に移ろうと男の隙を窺っていたが、男はわずかな動きと牽制でウィンの逃げ道を完全に殺していた。

（仕方ない）

　ウィンの中で意識が対レティシア戦用に切り替わる。

　ウィンが知る限り最強の存在──。

「ほう？」

　男が目を細めてウィンを見る。

　構えを小さく、そして集中力を高めているのが見て取れる。

（逃走を諦めたか？　何か仕掛けるつもりだな？）

　しかし、ウィンは動かない。

　左足を前に出して腰を落とし、剣を構えたまま男の動きを観察している。

「いいぜ、来ないならこちらから行くぞ」

　男が弾けるように加速。

　一瞬で間合いを詰めると、右から左へと横薙ぎに剣を振るう。

　男の攻撃速度は確かにウィンより速い。

　服の上からでも見て取れる鍛え上げられた肉体から、腕力でも男はウィンを上回るだろうと思われた。しかし、向かってくる相手であれば、ウィンの剣も捉えることが出来る。

　男の踏み込んだ足が間合いに入った瞬間、ウィンの剣が迸はしった。

「────っ！」

　小さく、最速の軌道で振りぬかれたウィンの剣を、男はグッと瞬時に足を踏ん張り、さらに後方へと仰け反るようにして、鼻先一寸の距離でウィンの剣先を躱してみせる。

（うほぉ、早え早え……）

　男の動きを完全に捉えているわけではないのだろう。

　極限にまで高めた集中力で気配だけを探り、間合いに入った瞬間にとにかく最速の動作で振り抜く。

　男が持つ莫大な量の戦闘経験が、間合いに踏み込んだ瞬間危険を訴え、完全に間合いへと踏み込む前に後ろへ引くことができたから、避けることができた。

　あともう半歩踏み込んでいたら、まだ本気ではないとはいえ、今度は逆に男が斬られていたかもしれない。

（やべぇ……背筋がゾクゾクしてきた！）

　体勢を崩したと見てウィンが追撃の攻勢を仕掛けてくる。

　下から伸びてきた突きを男はウィンの横へと回りこむようにして躱す。

　瞬時に右横へと躱されて男を見失ったはずのウィンが、左足で地面を蹴ると右後方へと間合いの開いた男を追ってきた。

　右足を鋭く踏み込んでの疾風のような牽制の突きから、右横薙ぎ、上段へ振り被ってからの鋭い斬撃。そして間髪入れずに腹から肩口にかけて逆袈裟に斬り上げる。

（自身を中心点にした円運動をすることで、最小限の動きで俺の速度についてくるってか！　なら、こいつはどうだ！）

　ウィンの横薙ぎを振り払った斬撃に合わせて男は躱しざまに、

「っらぁ！」

　右手一本で持った剣を左肩から腹に向けて斬り下ろす。

（────っ!?）

　が、その攻撃を予期していたかのように、男の斬撃の動きに合わせてウィンが身体を沈め──剣はウィンの頭上ギリギリのところを掠めていく。

「うぉおおおおおおお！」

　身体を沈めたまま、男の足元を薙ぎ払うようにウィンが剣を一閃。

「ちぃ！」

　男は舌打ちとともに飛び上がるようにしてそれを躱し、ウィンは低い姿勢で剣を振った勢いのまま身体をくるりと一回転。

　そのまま伸び上がるようにしながら、横薙ぎの斬撃を放つ。

　ギンッ！

　空中に身体があるため躱しきれない。

　男は剣を縦にすると、ウィンの斬撃を受け止めて逆に力任せに押し返し、ウィンの身体を弾き飛ばした。

　筋力で上回っているからこそできる芸当。

　剣を弾かれる形で宙へと飛ばされたウィンは、空中で体勢を立て直そうとしたが出来ずに地面に叩きつけられると、ゴロゴロと転がった。

　が、すぐに立ち上がり油断なく身構える。

「速度で追いつけないなら、間合いを取らせずに攻勢に打って出るか……しかも、一歩間違えば即死だぜ？　大した度胸だ！」

　ウィンの凄まじい集中力が可能にする、一寸の見切り──。

　攻勢に出ながらも、男の攻撃を誘い込むと同時に斬撃を放つ。

　誘いを見破られれば、斬られていたのはウィンの方。

　ウィンは肩を激しく上下させながら息を整えている。

　だが、その目には男に勝るとも劣らない眼光を宿し、一分の隙も見せなかった。

　何百、何千回にも及ぶ修練の賜物だろう。

　その修練の中で仮想していたウィンの相手──男にはそれが誰であるのかはっきりと見えた。

「なるほどね……確かにあいつの影が見える。なら、俺も全力を出さないと失礼というものだな！」

「あいつの影!?　何の事だ？　誰かの差し金か!?」

　男の纏う雰囲気が、威圧感が、より強くなる。

　ジリジリと間合いを詰めてくる男に対して、ウィンも再び左足を前に出し剣を構える。

　自身を中心点として最小限の動作をとることで、間合いに入った瞬間に斬る──。

「今度は反応する間も与えねぇよ！」

　叫ぶと同時にダンッ！　という爆発音のような踏み込み。

　男は瞬間移動したかのようにウィンの間合い深くまで飛び込む。

（疾はやい！）

　ウィンが反撃を繰り出そうとする動きよりも数段速く、男の剣が迸る。

　刹那の判断。

　ウィンは攻撃を諦めて、男の剣を受け流そうとする。

「っらあああ！」

　気合の声と共に、振り下ろされる男の一閃。

　下から跳ね上がってきたウィンの剣と、男の剣が交差。力と体勢で勝る男の剣が、ウィンの持つ剣を押し込もうと力を込め──。

　ギンッ！

　という鋼のぶつかり合う音が周囲に響く。

　男の振り下ろした強烈な斬撃を、横合いから伸びた別の剣の一閃が弾き飛ばした。

「レティ……」

　月明かりで金色に輝く髪をたなびかせ──レティシアが男を睨みつけていた。

　そのまま、ウィンの横をすり抜けると、男に向かって斬りかかった。迎え撃とうする男の剣を軽々と撥ね上げ、次々と斬撃を繰り出していく。

　その鋭い斬撃に、男は押し込められながらも剣で受け止め、やがて鍔つば競ぜり合あいとなった。

「怪我でもさせるつもり？」

　抑揚の無い、冷たい声でレティシアが男に話しかけた。

「一応、刃は潰してあるんだぜ？」

「あなたが振るったら、刃が潰されていても死にかねないわよ」

「ちゃんと寸止めするさ」

　競り合っている剣を徐々に押し込んでいきながら、レティシアはチラリと視線を後方へと走らせる。

　いまだ戦闘の構えを崩していないウィンは、荒い息を吐いてはいるものの、怪我はしていないようだった。

　ウィンの無事を確認すると、レティシアは力を込めて男を突き放した。

「お兄ちゃんに怪我でもさせていたら、ラウルでも許さないわ」

「一応これでも『剣聖』を名乗ってるんだけどなぁ」

「『大陸最強』のあなたがここで何をしているの？」

「『世界最強』である君のお師匠様とやらを見に来たのさ」

『勇者』、『剣の神姫』、『神々に限りなく近づきし存在』──レティシア・ヴァン・メイヴィスに、男──『剣聖』ラウル・オルト・リヨンは剣を交差させたまま笑顔を返した。
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「大丈夫？　お兄ちゃん、怪我してない？」

「大丈夫。怪我はしてないよ」

（ふーん……なるほどねぇ。あのレティがなぁ……）

　ウィンの身体を気遣うレティシアの浮かべる柔らかい表情。

　旅をしていた四年間、仲間として打ち解けた後に、ようやく見せることがあった表情。

　ラウルを始めとした三人の仲間たちの前では見せることがあったが、他者の前では決して見せることのなかったレティシアの素の表情だ。

　ごく自然にその表情を浮かべたレティシアをラウルは初めて見た。

「すまなかった、ウィン君。レティから君のことはさんっざん、聞かされていたからね。本気の君と剣を交えたくて、こういうことをしてしまった。本当に申し訳ない」

「い、いえ、あの『剣聖』と剣を交えることが出来たなんて、身に余る光栄です！」

　ウィンは頰を紅潮させてラウルへと頭を下げる。

「お兄ちゃん、甘いわ！　ラウル！　一体、何を考えているの！　夜中に人に斬り掛かっておいて！　謝って済まされることじゃないわ！」

「うっ……」

　ズンズンズンッと人指し指を突きつけながら、レティシアがラウルに詰め寄った。

「一国の王子が、何でこんなところにいるの！　しかもそんな格好で！　このことをリアラが知ったら怒るわよ？」

「リ、リアラは関係ないだろう？」

　レティシアの剣幕にたじろぐラウル。思わず声も裏返っていた。

「ほら、レティ。俺も怪我はしてないから……」

　ウィンにも宥なだめられて、ようやくレティシアは、ふぅと大きく息を吐いた。

　なお、エメルディア大神殿に仕える司祭で『聖女』と呼ばれるリアラ・セインとラウルは恋人同士の関係だ。

「王太子なのに……。今頃国中が大騒ぎになっているんじゃないの？」

「いやあ、俺が抜け出すのはいつものことだしな……」

「そういえばそっか……」

　レティシアの旅に合流した際も、勝手に王宮を抜け出して追いかけてきたのを思い出したのだ。

「まあ、レティのお師匠さんに会いたかったというのもあるんだけどさ。ちゃんとレティにも会わなければならない事情があってきたんだ」

「私に？」

「とりあえず……」

　ラウルは周囲をぐるりと見やってから、

「そこで伸びている本当の不審者をどうにかしようか」

　そう言うと、ラウルは自分がのした男たちのところへ歩いて行く。

「あなただって、十分に不審者だったわよ……」

　レティシアがラウルの背中を睨みつける。

「レティは、こんな時間にどうしてここへ？」

「え？　あ、えっと……お兄ちゃんがまだ寮に帰って来てないってロックさんから聞いたから、迎えに行こうかなと思って。そうしたらラウルがお兄ちゃんに斬りかかってるし、びっくりしたよ」

「おい、ウィン君」

　その時、男の傍にしゃがみ込んでいたラウルが低い声でウィンを呼んだ。

「ラウル様、どうかしましたか？」

　ウィンがラウルへと駆け寄る。

　男たちは絶命していた。

「毒を仕込んでいたんだな。俺としたことがしくじった。すまなかった」

「いえ、連中は闇夜の中での行動に慣れていました。あのまま私が追っていたとしても、恐らくは逃げ切られていたでしょう」

「お兄ちゃん、ラウルなんかに言葉遣いを正さなくてもいいよ」

「ラウルなんかというのは失礼だな、レティは。まあ、俺としても畏かしこまられるよりは気楽でいいが──衛士にこのことを報告したら、俺がこの国を訪れていることは隠せないかな？」

「無理だと思うよ」

「だよなあ……まあいいか。アルフレッドにも会う必要があったし。ウィン君」

「何でしょう？」

「うちの国……リヨン王国の公館に案内してくれる？　さすがにこの身なりで帝国の皇宮へ向かうわけにも行かないだろう」

　自身の姿を見下ろして、ラウルは苦笑した。

「わかりました。すぐに馬車を手配いたします」

「道案内だけでいいよ。馬車とか堅苦しいのは嫌いなんだ」

「そういうわけにはいきませんよ。王太子殿下と知った以上、帝国の騎士として馬車を手配しないわけには参りません」

「ねえ、ラウル。私に会わなければならない事情って何なの？」

　勝手に話を進めていくラウルに、レティシアは不服そうな表情で言った。

「別に急ぐ話でもないし、こんな所で話すのもちょっとな。どうせなら皇宮で話すよ」

「それだと私も皇宮へ参さん内だいしなくちゃいけないじゃない」

　レティシアが露骨に嫌そうに顔をしかめる。

「どうせ碌ろくに夜会とかにも出席していないんだろう？　レティはもっと社交界の催しに出るべきだよ。せっかく可愛いんだからさ。美しい花は多くの人に見られ、愛めでられるべきなんだぜ？　ウィン君だってそう思うだろう？」

「えっ？　えっと、俺は……」

　話を振られてウィンは困ったような表情を浮かべる。

「夜会に出たって疲れるだけだもの……」

　夜会は貴族にとって出会いの場所でもある。

　魔王を討伐して帝都へ凱がい旋せんして以後、レティシアも何度か夜会に出席したが、その度に彼女の周囲には多くの男性が集まってくるため辟へき易えきしていた。

　会場中の若き貴公子たちの視線を独り占めにしてしまうレティシアだが、意中の人がいる彼女にとって、その視線は鬱陶しいだけだ。

「コーネリア殿下も出席されるだろうから、ウィン君も夜会に来ることになるんじゃないの？」

　意味ありげにラウルがウィンへと視線を向けた後、レティシアへと片目を瞑ってみせる。

「そっか」

　隣国の王太子であるラウルを饗もてなす夜会であれば、皇女であるコーネリアも出席することになるだろう。

　コーネリアが出席すれば、従士となったウィンも出席するはずだ。

（お兄ちゃんが夜会に出るなら、一緒にダンスを踊ることができるかも……？）

　ラウルの視線の意味を理解できずに疑問符を浮かべているウィンを、レティシアはちらりと盗み見る。

　宮廷楽士が奏でる優雅な調べの中、ウィンがレティシアの細い腰にそっと手を回し、レティシアはウィンへ身体を寄せて、曲に合わせて静かに踊る。

　柔らかで美しい旋律が流れる中、ウィンのぎこちないリードに身を任せながらも、ステップを踏んでいる姿を想像して、思わずにへら～としてしまうレティシアだった。

「……うん、悪くないかも」

「何が悪くないんだ？」

　レティシアの呟きを聞きつけたウィンが不思議そうに聞いた。

「……ナンデモナイ」

　はっと我に返ったレティシアはゴニョゴニョとごまかす。

「レティ。しばらく会ってないうちに、面白い奴になったなぁ」

「とりあえず衛士隊に通報して、馬車を手配してくるから、それまで騎士団本部にある貴賓室にでも案内して……」

「それだとお偉いさんと挨拶かわす必要があるから嫌だぞ」

「でも、ここにいつまでもいると騒ぎになっちゃう。どこか目立たない所で……お兄ちゃんとロックさんの部屋は？」

「俺たちの部屋？　そんなところにラウル様をご案内して失礼じゃない？」

「ラウルだからいいんだよ」

「おいこら、レティ!?」

　突っ込みを入れつつラウルは、ウィンと会話しながらコロコロと変化するレティシアの表情を見て、ニヤニヤと笑みを浮かべていたが、ふと目を逸らし、天頂高く昇って冴え冴えとした光で三人を照らしている月を見上げた。




『──師弟というものは親子の関係みたいなもんさ。師は弟子に対してほんの少し手助けをしてやるだけで、後はただ見守ることしかできない。だけど不思議なもので、弟子というものは師が思っていた以上に見守っているだけだった師の姿を見て育ち、最終的には弟子が自分を超えていく。指導者冥みよう利りってやつだね』




　ラウルの師、先代の『剣聖』が遺した言葉。

　レティシアは幼い頃から家族からも疎うとんじられていたという。

　そんな彼女がこの世界で見つけだした、生きる意味、見つめ続けた背中。

　彼女はウィンを見て育ち、彼がいたからこそ『勇者』としての折れない心を手に入れたのだろう。

（なるほどね……『勇者様のお師匠様』ウィン・バード、か。レティが見続けてきた者。レティを見守り続けた者。そして──レティが魔王と戦えた理由か）

　ラウルの脳裏に初めてレティシアと会った日の事が蘇る。

　今でもはっきりと鮮明に思い出せる記憶。

　あの頃のレティシアの瞳。

　憂いと儚はかなさを湛たたえつつ、空虚さを漂わせながらも、いざ魔物を、敵を前にして剣を握った時、彼女の瞳には強い意志の光が──それは過酷な運命に必死で抗おうとする強い意志の輝きを見せた。

　ラウルはその瞳に魅せられ、レティシアの旅に同行したのだ。

　忘れることなど出来はしない。

（本来いるべき場所に帰ってきたんだな、レティ）

「ちょっとラウル、ぼーっとしていないで行くよ」

「はいはい、わかったよ。じゃあ案内を頼むね、ウィン君」

「かしこまりました」

「だからお兄ちゃん、ラウルなんかに敬語なんて必要ないよ！」

「いや、そんなわけにもいかないよ」

　ラウルは苦笑しながら、先に立って歩く二人を追いかけた。

　じゃれあっているウィンとレティシアの姿。

（出来ることなら……レティにはこのまま穏やかに暮らしていて欲しいんだが……）

　心の底からラウルはそう思う。

　ゆえにラウルはこれから彼女に話さねばならない事について、再び彼女を巻き込もうとしている者たちに対して、怒りを覚えていた。




　何の前触れもなくレティシアとラウルを連れて寮へと戻ったウィンが、自室の戸をノックすると、中からノソノソとロックが鍵を開けてくれた。

　部屋の戸を開けて出てきたロックは、まだどこか寝ねぼけ眼まなこで、髪には寝ぐせもついており、手には齧りかけのサンドイッチを持っていた。

　そういえば今週のロックは夜番勤務で、ここ数日は昼過ぎに寮へと戻って寝ていたことをウィンは思い出した。

「おう、お帰りウィン……っと、お疲れ様です、レティシア様!?　すいません、変な格好で」

「ううん、気にしないでロックさん。最近忙しいんだってね。押しかけてごめんね」

「お客様がいてさ、ちょっと俺たちの部屋に案内してきたんだ」

「ん？　誰？　このおっさん」

「お、おっさん!?　俺はまだ二十五だ！」

「ロック！　ロック！　こちらは剣聖！　剣聖様！」

「けんせい？　けんせいって何さ……って、まさか……『剣聖』ラウル・オルト・リヨン様!?」

「ロック！　サンドイッチ！　サンドイッチ！」

　さすがに目が覚めたらしい。

　目の前に立っている男が名高き『剣聖』と聞いて、目をまん丸く見開いたロックの手から齧りかけのサンドイッチが滑り落ちかけて、ウィンが慌てて空中でキャッチ。

「ちょ、ま、おまえ！　何で、剣聖が!?　あ、いや、それを言うとレティシア様もいるからおかしくはないのか？　おかしくはないんだけど!?」

　その後、リヨン王国公館への馬車を手配するために、ウィンが騎士団本部の事務所へと行こうとすると、

「待て待て待て、馬車の手配には俺が行くから。おまえ、部屋にいろ？　な？　レティシア様もいらっしゃるし、そのほうがいいって」

　ロックは半ば本気で泣きそうになりながらウィンを押しとどめた。

　ラウルに対してはウィンも若干腰が引けているものの、彼にはレティシアという『剣聖』と互角以上の強い味方が存在する。

　ロックにしてみれば、この常人なら耐え難い緊張感のある空間に対して、ウィンのほうがまだ耐えられると思った。

（『勇者』に『剣聖』とか……俺みたいな凡人が、同じ部屋に一緒にいろとか無理無理無理！）

　一刻も早く魔境と化した自室から離れるべく、廊下を駆け出して行く。

（やっぱりウィンの周りはいろいろおかしいんだ！　『剣聖』とこんな間近で会話するとか信じられねえ！）

　だが、ロックは知らない。

　この後、確かに魔境と化してしまった自室からは逃げられたものの、『剣聖』の来訪は立ちどころに帝都中に広まった。

　そしてその一時的な滞在場所として、ウィンとロックの部屋にいた事を知った学生はもちろん、騎士学校中の人々が、『剣聖』についてロックを質問攻めにする展開が待ち受けていることを……。

　その日のロックは、『剣聖』ラウルとの遭遇に加え、好奇心旺盛な学生や同僚たちの質問攻めに遭い続け、勤務を終えて自室へと戻ってきた時には、食事も出来ないほどに消耗することになる。

（くそぉ、ウィンの天然ばかやろう……）

　ベッドに崩れ落ちながらロックは心の中で、いつかウィンに仕返しすることを固く誓ったのだった。
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　帝国騎士団本部。

　帝都シムルグを中心とした、東西南北の四つの方面騎士団を統括する中央騎士団本部と、帝都シムルグと要人警護を主な任務とする宮廷騎士団本部が入っている建物。

　その周囲には騎士団関連の施設が建てられており、その建物の一つにロイズ隊は執務室を与えられていた。

　部屋には隊長のロイズ、副長のケルヴィン、そしてロック、ウェッジ、リーノの執務用の机と椅子が並べられているのだが、本来は一人の十騎長のもとに十人の騎士が部下として配属されるため、部屋の中はどこか閑散としていた。

　ロイズ隊は偵察が主な任務だった。

　日頃、部隊は偵察任務のための訓練を積むことになるのだが、他にも騎士として一般兵士たちの戦闘訓練も監督しなければならない。

　そして訓練の合間には事務仕事も存在する。

　帝国騎士団の人手不足によって、後方部隊の人員補充が間に合わない現在、ロイズ小隊はそのしわ寄せをもろに受けてしまい、日々の仕事をこなすのが精一杯な状況だった。

　隊長のロイズは、エルステッド伯爵という貴族としての顔も持つため、隊を留守にしがちだった。

　本来、騎士団に所属する間は、家柄や身分は無視されるのだが──無論例外もあって、さすがにコーネリアのような皇族であれば、当然その身分は考慮される──エルステッド領は、ここ最近情勢が緊迫しているペテルシアに隣接する地域だ。その土地の領主である以上、騎士団に所属しているとはいえ、ロイズが対処しないわけにもいかない。

　そのため、一週間ぶりに執務室に顔を出したロイズに、部下たちから一斉に恨めしそうな視線が飛んできた。

「なんだ？　皆えらく疲れてるみたいじゃないか。特にロック。顔色悪いぞ？　大丈夫か？」

「……ええ。二週間経って、このところようやくラウル様に関しての質問攻めが弱まってきたところですよ……」

「珍しいですね、隊長。ご領地のほうは大丈夫なのですか？」

「ありがとう。良くも悪くも進展なしというところかな。私が領地にいなくても、向こうにいる妻たちが上手くやってくれているよ。私は帝都からできる援護の方法を考えていればいい」

　ロイズはケルヴィンが差し出した水をグイッと飲むと、ふぅと息を吐きだし、額に吹き出た汗を拭った。

「たいちょ～、あたしらに割り当てられている訓練兵の人数を、もっと減らしてもらうことは出来ないんですか～？　あたしたち、学校の授業もあるんですけど……」

　リーノの弱々しいぼやきに同調するようにウェッジも頷きながらロイズを見た。

　ロック、リーノ、ウェッジの三人は、任務以外にも、騎士学校の学生として最低限の出席も求められるのだ。

「喜べリーノ。今日ここに寄ったのはその件だ。しばらく兵士の訓練につかなくて良いぞ」

「え？　本当にですか～!?」

「やった！　うわあ、助かる。最近、学校での課題に追われてて、碌に睡眠時間も取れなかったんだ！」

　ロイズの発言に、それまで疲れ果てていて、どこか暗い表情だったロックとリーノの顔が輝いた。

　しかし、そんな彼らとは逆にケルヴィンは、どことなく嫌そうに顔をしかめていた。

「なんだ、副長。嫌そうな顔をして？」

「いえ……隊長のことですから、どうせ裏があるのでしょう？」

「はっはっは、さすが副長。当然、別の任務があるな」

　愉快そうに太鼓腹を揺すって笑うロイズに、

「ですよねぇ」

「……だと思った」

　と、ロックとリーノもがっくりと肩を落とす。

　だが、すぐに顔を引き締めてロイズの発言を待った。

「それでどのような任務なのです？」

「誘拐事件の捜索だ」

「誘拐事件ですか？」

　ケルヴィンが眉をひそめた。

　そういった事件は通常、街の治安を守る衛士隊の役目のはずだ。

　騎士団が関わるような仕事ではないはずである。

「数日前にベーモンド伯爵家のイザレア嬢が誘拐された。上級貴族が被害者ということで、衛士隊から騎士団へ協力要請が来たのだよ。イザレア嬢は君たちと同じく騎士学校の学生で、階級は准騎士だ。歳は十八だな」

「誘拐？　実は家出とかじゃないんですか？　駆け落ちとか……」

「被害にあったと思われる日は、騎士学校の女子寮から帝都にあるベーモンド伯邸に帰宅する予定だったそうなのだが、屋敷へと至る道の途中にご令嬢のものと思われるネックレスが落ちていた。犯人と揉み合った際に千切れたのだろう。付近の住民から争うような物音を聞いたという報告も上がっているんだ」

「なるほど」

「貴族のご令嬢なのに、護衛はついていなかったのですか？」

　ロックの問いに頷きながら、ロイズはまた額に吹き出た汗を拭き、水を飲んでから口を開いた。

「イザレア嬢は准騎士だ。《身体強化魔法》も使えるし、腕に覚えもある。普段から護衛を付けずに街に出ることがあったようだ。その彼女が抵抗をしたにも関わらず誘拐されてしまった。犯人の目的が何にせよ、それなりの戦力があると思っていい」

「そういえば、ウィンがラウル様とお会いした時、何者かに襲われたと聞いたな。もしかして繫がりがあるのかも」

「その件についてなら、私も聞いたぞ」

　ロックの言葉にロイズが頷いた。

「通報を受けて衛士隊が駆けつけた時には、奥歯に仕込まれていた毒で事切れていた。衛士に捕縛されて、取り調べで吐かないよう自ら命を絶つ。ただの誘拐団にしては尋常では無い覚悟だな。ロックの言う通り、確かに同じ組織の者かもしれん」

「でも、たいちょ～。なんであたしたちにその任務が下りたんですか～？」

「うちの小隊だけというわけじゃない。適任だろうということで、偵察任務が専門の小隊が三つ。つまり一個中隊で捜索にあたることになった。どこも人数が揃っていない中途半端な小隊だな。真っ当な人数が揃っている隊は、今夜から行われる剣聖様の晩餐会の警備に追われることになるから、半端な隊にこの任務を割り当てたんだろう。というわけで今日の昼から、この任務に当たる各小隊と衛士隊とで会議を行う。それまでに、ここにある書類に目を通しておいてくれ」

「わかりました」

　ケルヴィンが代表して書類を受け取る。

「そうか。今夜ラウル様の歓迎式典が開かれるんだね～」

「ウィンはコーネリア様の従士だから、参加することになるのかな？」

「いいな～。ご馳走とか出るんだろうな～」

「確かに出るだろうが、ウィンは従士だから従者の控室だと思うぞ」

　席に戻りながら呟くリーノに、ロイズが書類へと目を落としたまま言う。

「え？　ウィンの奴は晩餐会に出席しないんですか？」

「何だ、ロック。ウィンの奴、晩餐会に出たがっていたのか？」

　ロックの問いにロイズは意外なことを聞いたとでも言うように、目を瞬かせた。

「いえ、ウィンの奴はそうじゃないんですが、レティシア様が出席されるので」

「レティシア様がご出席されるのか。珍しい……まあ、仲間の来訪を歓迎する晩餐会だから出てもおかしくはないのか」

「ええ、まあそうなんですけどね」

　ロックはレティシアが招待を受けたのは、ウィンが出席するからだろうと考えていた。

（ウィンが出ないんじゃ、レティシア様はがっかりするんじゃないかな？）




　何の先触れもなく唐突に、友好国王族の来訪を受けた帝国の官吏たちは、慌ただしく歓迎式典の準備に走り回ることになった。

　リヨン王国という大国の王太子で『剣聖』と名高いラウル・オルト・リヨン。

　国賓だ。

　国を挙げて歓待せねばならない。

　この状況に悲鳴を上げているのは、何も帝国の官吏たちばかりではない。

　シムルグにあるリヨン王国の公館にいる役人たちも、帝都中を走り回ることになった。

　ラウルは旅装束で、とても王子に相応しい格好とは言えない。

　帝都中にある皇族貴族御ご用よう達たしの大商会を駆けずり回り、王族に相応しい服と装飾を至急仕立てることになった。

　緊急時に備えて、公館には相当な額の金貨が蓄えられているのだが、急ぎの仕事ということもあって職人に大金を積んだことで、蓄えていた金貨の半分近くが無くなってしまったほどである。

　とにかく、帝国とリヨン王国公館の役人たちによる獅子奮迅の活躍によって、どうにかリヨン王国王太子歓迎の式典と晩餐会の用意が整ったのは、ラウルがウィンと剣を交えた日から、二週間ほど経てからのことだった。




　レムルシル帝国の皇宮の大広間。

　ここでは今、リヨン王国の王太子にして『剣聖』ラウル・オルト・リヨンを歓迎する式典が終わった後、そのまま晩餐会が開かれていた。

　皇室主催のこの晩餐会には、帝都に滞在する帝国の有力な貴族たちが招待されていた。

　帝国皇帝アレクセイは、歓迎の式典に出席し簡単に歓迎の言葉を述べた後、体調不良を理由に既に辞去している。

　式典が終わって、晩餐会の主賓であるラウルは、顔ににこやかな笑みを貼り付けて、給仕から受け取ったワイングラスを片手に、次々と挨拶に訪れる貴族たちを相手にしていた。

　旅の間、まったく手入れが為されておらず、ボサボサだった頭髪は、きちんと刈り込まれ、無精髭にもきちんと剃刀かみそりがあてられている。

『大陸最強』、『剣聖』の称号を冠する剣士だけあって、鍛えあげられた精せい悍かんな肉体。気品のある涼し気な目元をした端整な容貌。至急仕立ててもらったとは思えないほど、職人が腕によりを掛けて作った礼服に身を包んだその出で立ちは、まさに大国の王子として、英雄として相応しい姿だ。

　有力貴族たちの挨拶が終わると、彼の周囲には華やかに着飾った貴族の姫君たちが、続々と挨拶に訪れていた。

「やあ、楽しんでいるかい？」

　そんな咲き乱れる花の中、若い男性であれば躊躇してしまう輪の中へと、平然と足を踏み入れて声を掛けたのは、レムルシル帝国の皇太子アルフレッドだ。

　丁度ラウルは伯爵家の令嬢だという少女と話をしているところだった。

　ご令嬢はラウルの腕に豊満な胸を押し付けて、並の男であれば、蕩とろけてしまいそうな笑顔を浮かべていたのだが、男性が近づいてきたことで一瞬、「邪魔をしないで」というふうに不服そうな表情を浮かべた。しかし、その男性が自国の皇太子であることに気づくと、慌ててラウルから身を離した。

　周囲の娘たちもアルフレッドの登場に、名残惜しそうな表情を浮かべながらも、一礼して二人から離れていく。

「やあ、アルフレッド。盛大な歓迎をしてもらって、とても楽しませてもらっているよ」

　ラウルは若い娘たちから解放されて内心ホッとしながらも、親しげな笑みを浮かべてアルフレッドを迎えた。

「と言いたいとこだけど、本当はこんな大袈裟なことにはしたくないから、変装して来たんだけどな」

「あれだけ派手なことをしておいて、大袈裟なことにならないわけがないだろう？」

　アルフレッドは自身の持つ葡萄酒が注がれた銀杯を、ラウルの銀杯へとチンッと合わせた。

「隣国の王族で、世界を救った英雄の一人だ。そんな君が訪れたとなれば、国を挙げて歓待するしか無いよ。ましてや、この情勢だしね」

　国は違うといえど、皇太子と王太子であり年齢も近い。

　二人は、ラウルが勇者一行の一人として帝国を訪れる以前から、立場的にも対等な友人同士として付き合っていた。

　グラスを合わせて乾杯した二人は、葡萄酒で唇を湿らす。

　そんな二人に会場中の女性たちが熱い視線を向ける。

　アルフレッドが現れたので、仕方なくラウルのもとを離れたものの、やはり大国リヨンの王太子にして名声もあり、怜悧な容姿のラウルが気になって仕方が無いようだ。

「ほらほら、花も恥じらう可憐な乙女たちが、君に熱い視線を送っているよ」

　アルフレッドが、彼女たちへ向けて銀杯を軽く掲げてみせる。

「君も応えてあげなよ」

　アルフレッドに促されて、ラウルも仕方なく微笑みかけた。

　この宴の主役と言っても良い二人の微笑みを向けられた宮廷の花たちは、どこか恥ずかしげに、それでいて嬉しげに囁き合っていた。

「そうそう。その調子だよ」

「俺はこういうのが苦手だから剣の道に進んだんだけどな」

「とか言いつつ、なかなか堂に入いってるじゃない」

「当たり前だ。一応これでも王族だからな。だけど、君みたいにずっと愛想良くは出来ないぜ」

　表情とは裏腹に、ラウルは隣に立つアルフレッドにだけ聞こえるくらいの小声で悪態を吐ついた。

「ラウルく～ん、笑顔が崩れそうになってるよ」

　そんなラウルにアルフレッドも小声で、からかいの混じった声音を返す。

　今は王族同士が談笑中であるためか、誰もが二人に遠慮して近づいてこないが、実は先程までアルフレッドにも、ラウルに劣らず宮廷の花たちが群がっていたのだ。

　その花たちの間を、飄ひよう々ひようとした態度でくぐり抜けていく友人の真似は、ラウルにはとてもできない。

　その時、

「コーネリア皇女殿下、メイヴィス公爵令嬢レティシア様。御ご入にゆう来らい！」

　声とともに会場が一瞬静まり返り、それからどよめきが満ちた。

「おっと、もう二人の花のご登場だ」

　アルフレッドの視線の先、大広間の入口から二人の少女が会場内に入って来た。

　会場中の視線が、しずしずと進む少女二人へと注がれる。

　その多くが男性のものだった。

　黄金に輝く髪と美貌を誇るレティシアと、黒く艶やかな髪を持ち、清楚な雰囲気を放っているコーネリア。それぞれが太陽と月のように対照的な雰囲気を持った少女たちだ。

　二人の周囲にもまた、アルフレッドとラウルと同様に、あっという間に人の輪ができた。

　まず最初に有力な貴族たちが押しかけ、その周囲ではまだ若い独身の男性たちが話しかける機会を窺っている。

「うんうん。うちの妹も大人気で良かったよ」

　その様子を眺めながら、アルフレッドは目を細めていた。

　二人は会場中の男性ばかりか、女性たちの視線も集めている。

　相手は自国の皇女と公爵令嬢にして勇者。

　女性たちも、さすがにこの二人相手では、嫉妬の感情よりも憧しよう憬けいのほうが優るのだろう。

（ん？　あれは……）

　だから、すぐにラウルはその視線に気がついた。

　一人の令嬢が、レティシアへ暗い感情が込められた視線を送っていることに。

「おい、あれは誰だ？」

　気になったラウルは、隣に立つアルフレッドに彼女の素性を聞き出そうとしたが、アルフレッドがラウルの示す先を見た時には、すでに令嬢の姿は消えていた。

「何かあったのかい？」

「いや……」

　レティシアの美貌とその勇者としての名声。

　中には同じ女性として、嫉妬の感情を抱く者がいてもおかしくはない。

　結局ラウルは「いや、なんでもないよ」と誤魔化した。

　たとえ危害を加えようと考えた所で、レティシアの社会的な地位と実力は、生半可なことでは傷つけることさえかなわない。

　それよりもラウルには心配なことがあった。

（レティ、苛ついてなければいいが。後で俺のとこにとばっちりがくるんじゃないだろうな）

　ラウルの位置からは小柄なレティシアの姿は人垣で隠れてまるで見えなかったが、今頃彼女の顔は笑みを貼り付けながら、不機嫌オーラを漂わせているであろうことは察することが出来た。

（そういえば、レティと初めてあった時も晩餐会だったんだよな。あの頃のレティは──）




　──人形みたいな奴だな。




　それが、ラウルが初めて勇者と呼ばれる少女に出会った時に抱いた印象だった。
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　リヨン王国は、気候は比較的温和で、豊富な水や森林が存在する、大陸でも有数の穀倉地帯を有する豊かな国だ。

　魔王が降臨したことによって、魔物による被害は年々増加の傾向にあったが、魔王が支配する領域との間には、レムルシル帝国とクイーンゼリア女王国が存在するために、比較的魔物の被害が少ない平和な土地だった。

　その大国リヨン王国の第一王子として生まれたラウルは、幼い頃に父であるリヨン王から剣の師匠を紹介された。

　リヨン王国の南西に位置するカシアート王国から招しよう聘へいされた、当代の『剣聖』の称号を有する老齢の女性だった。

　王子として強くあって欲しい。

　リヨン王は六歳になったばかりの息子のために、『大陸最強』の一角と呼び声高い、『剣聖』を師匠として呼んだのだ。

「僕は最強になりたい」

「へえ、最強ねぇ……私に師事したからといって、最強になれるとは限らないよ？」

　初めて『剣聖』と会ったその日、彼女はラウルに「どのくらい強くなりたい？」という質問してその答えを聞くと、苦味の混じったような笑みを浮かべていた。

「先生は『大陸最強』なんでしょう？　どんな奴にも負けないくらい強くなりたいです」

　武を志そうという者であれば、ましてや子供であれば、誰しも一度は夢見る『最強』の夢。

「確かに私は最強候補の一角として数えられているけど、『剣神』や『剣匠』とも剣を交えたことはないし、魔導師の最高峰である『大賢者』や『天魔』とも戦ったことはないから、本当に最強というわけじゃないよ。ましてや、あくまでも『剣聖』の称号は人という枠組み内での最強候補というだけであって、竜といった幻獣や高位の魔族には勝ち得ないんだ」

　そう言いながら『剣聖』は、まだ幼い王子に一振りの剣を渡してやった。

　子供でも振れるよう細身の刀身で、短剣に分類される剣だった。

「うわあ……剣だ」

　初めて持つ剣に目を輝かせ、早速鞘から抜いて見入るラウル。

「離れた距離から『大賢者』や『天魔』と対峙すれば、我々剣士は彼らに敵かなわない。更に人の身であれば、人を上回る存在には勝ち得ない。それでも良ければ、私は王子に剣を教えよう。極める──言葉で言うのは簡単で、成し遂げることは生易しいものではないが、もしも極みへと到達することができるなら、少なくとも人の身としては、『最強』という場所に最も近づくことができるだろうさ」

「じゃあ先生、本当の意味で世界最強の存在っていないの？」

「そうだね……神か魔王、それに実在するのかは分からないが、竜たちの王が最強と言われているよ──いや、神が世界に介入することがない以上、魔王と竜王あたりが真の意味で最強なのだろうね」

「だったら、どうしたら魔王に勝てるの？　魔王を倒して皆を救うことができるの？」

「魔王に勝つ、か……人の身では無理だよ。王子はもう聞かされているのかな？　魔王が依より代しろとしている人間を……」

「……うん、父上から教えてもらった」

「彼は先代の『剣聖』だった御方だ。それほどの力の持ち主でも、魔王の力に抗うことができなかったんだ」

「……じゃあ、僕が強くなっても魔王を倒すことはできないの？　国の皆を守ってあげることはできないの？」

「それは王子次第だよ」

　まだ六歳という年齢でありながら、国を守りたいという王子の思い。

　ラウルの言葉に『剣聖』は愉快そうに笑った。

「確かに魔族は人よりも強大な力を持ち、魔王に人が勝つことは万に一つも無いに等しい。でも、最初から諦めていては勝てるものも勝てない。戦う意思なき者には魔王と戦うことすらも許されない……魔王を倒す意思がなければ、魔王は倒せないんだ」

　そして『剣聖』は、ひたむきな視線を向けてくる小さな弟子に優しげな眼差しを向けると、

「そうだね。私にはできなかったけど、王子にならもしかしたらできるかもしれないね」




　──それから九年の歳月が流れ、ラウルが十五歳の時。




　師匠である『剣聖』の死去に伴い、ラウルは正式にエメルディア大神殿より、当代の『剣聖』の称号を継承したことを認められることになる。




　史上最年少にして『剣聖』の称号を継承してから、五年の年月が過ぎ去り──ラウル・オルト・リヨン二十歳。

　若くして最強候補の一角となった彼は、リヨン王国の国民たちだけでなく、魔物によって苦しめられる大陸中の民衆から、尊崇と畏怖と憧憬の念を受けていた。

　今はまだ、彼の祖国は魔物との戦いにおいて最前線にあるわけでもなく、王太子という立場上、対魔大陸同盟軍にも参戦してはいなかったが、いずれ来たる時には民衆の期待に応えるべく、常に戦いへの準備に余念が無かった。

　そんなある日、ラウルの身辺を世話する者が、とある話を彼の耳に入れた。

「勇者？」

「はい。我が国だけでなく、全ての国々の聖職者たちが、神の言葉を聞いたとのことです」

「何でも神託によると『勇者』とは、魔王と対を為す存在であり、生きとし生ける者の頂点に立つ、最強の存在とのことです」

「何だそりゃ」

　ラウルは鼻で嗤わらった。

　先代の『剣聖』──ラウルの師匠ですら到達することが出来なかった境地へ、神からの神託を受けたという、ただそれだけで『最強』の呼び名を手に入れた。

　あまりの馬鹿馬鹿しさに笑いがこみ上げてくる。

「どんな奴なんだ？　その教会に祭り上げられた『勇者』とかいう者は？」

「さあ、何でも年とし端はもいかない少女とのことでしたが……」

　この時ラウルは、『勇者』とは、度重なる魔物の襲来で権威を失墜し始めた教会勢力が作り出した、幻想の類だと考えていた。

　教会が威信を保つためのプロパガンダが、『勇者』と呼ばれる虚構の存在を生み出したのだと。

「ふん。本当にそんな奴がいるのなら、ぜひ会って手合わせしてみたいな」

（教会が『最強』と認める存在を打ち破れば、少なくとも教会は、俺を『最強』として認定せざるを得ないはずだ。たとえかりそめの称号だとしても、『剣聖』を名乗る者こそが最強だったと認めさせれば、師匠への手た向むけにできるだろうさ）

　いずれ戦場に出た時に出会うことになるのだろう。

　だが、ラウルと勇者の邂かい逅こうは思ったよりも早い時期に訪れる。




　神によって祝福された勇者が来訪する。

　創世神アナスタシアを信仰する教会の総本山であり、魔族に対して各国が軍を派遣して作られた組織、対魔大陸同盟軍の盟主を務めているエメルディア大神殿へと向かうには、リヨン王国を通る必要がある。

　リヨン王国の王宮では、勇者の来訪を歓迎するべく、盛大な式典が催されることになった。




　玉座の前にはリヨン王が、そしてリヨン王国の貴族たち、名だたる高名な将軍や武官たちが整列する中、王太子であるラウルもまた玉座の横に控えて、勇者の登場を待っていた。

　そして──。

　謁見の間の扉が開き、二人の女性が入ってくる。

　一人は精緻な装飾の施されたローブを身に纏った女性。長い耳は彼女がエルフであることを示していた。

（あれが『大賢者』のハイエルフ、ティアラ・スキュルス・ヴェルファか？　ということは……）

　ティアラに導かれるように進んでくるもう一人の少女。

　ティアラよりも小さい、というよりも幼い少女だった。

　しずしずと玉座の前へと進んでくる二人。

　謁見の間には小さなざわめきが起こった。

「あれが勇者様？」

「まだ子供ではないか……」

「だが……まるで女神に生き写しの美しさだ」

「ああ……だが、あれは」

『勇者』への畏敬の念と、感嘆の中に混じった戸惑いのざわめき。

（まるで人形のようだな）

　玉座の前まで進んできたため、王の横に控えていたラウルは勇者の顔を正面から確認することが出来た。

　端整な顔立ちの少女。

　まだ十歳くらいだろうか、美しい容姿とその聖性を醸し出す雰囲気。

　教会がプロパガンダの具とするには十分な素材といえるだろう。

　だがしかし、その瞳は儚さと憂いに満ちて、どこか空虚さを感じさせた。

（あれが最強？）

　まるでこの世の全てに興味がないといった表情。

（こんな奴が……こんな奴が魔王を倒す勇者!?）

　ラウルが睨みつけている間に、王の前まで進み出た二人。

　ティアラは跪ひざまずき──そしてレティシアは叩こう頭とうせずに、ただその場に立ったままだ。

　だがそれを咎める声は、何処からも出ない。

　王すらもそれを咎めない。

　神権を有する皇帝や王、神殿の大神官と同格の存在として、教会が『勇者』を認めているからだ。

　リヨン王が二人を労ねぎらう言葉を述べたが、それに対して答えを返すのも、ほとんどが王の前に跪いているティアラのほうだった。

『勇者』と呼ばれる少女は、その名を問われた時に「レティシア・ヴァン・メイヴィスです」と名乗っただけで、後はただティアラの横でぼうっと所在なげに立ち尽くしているだけだ。

　そんな少女をラウルは強い視線で睨みつける。

　一挙手一投足を観察し続ける。

　レティシアへの挑発のつもりだった。

　しかし、そんなラウルの態度に反応を示したのは、レティシアではなく謁見の間に参列している者たちだった。

　真っ先に将軍や騎士といった武官たちが、そんなラウルの様子に気づいた。

　王と言葉を交わしているため、誰も口こそ開かなかったが、高官たちの間に声にならない動揺のさざなみが広がっていた。

　だが、レティシアはまるで表情を変えない。
















　ラウルへと視線を向けることすら無い。

　王と言葉を交わしているティアラでさえ、無表情の中に僅かな困惑の色を浮かべ、たまに顔をラウルへ向けてきているというのに、レティシアはまるで見向きもしない。

　真っ直ぐに王を見て──いや、王すらも実は見ていないのかもしれない。

　ただ無関心。

『剣聖』であるラウルの挑発の気を受けてさえも、まるで意に介さない。

　それがラウルのプライドに大きく傷をつける。

（俺など取るに足らない相手ということか？　いいだろう。お前が神によって選ばれた『勇者』だろうと、教会によって祭り上げられたハリボテだろうと……俺はお前を超えてやる！）

　そして王との謁見が終わり、大広間にて行われた祝宴の席上で。

「『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィス。少し余興に付き合ってもらえないか？」

　ラウルはレティシアへと挑戦状を叩きつけたのだ。




　謁見の間での『勇者』のお披露目が終わると、その夜の王宮では勇者を歓迎する祝宴が開かれた。

　祝宴の会場となった大広間には、リヨン王国中の貴族や富裕層の人々が、老若男女問わず大勢集まっていた。

　大広間の中央奥は数段ほど高くなっている。

　そこにリヨン王と王妃、そしてこの宴の主役であるレティシアとティアラの席が設けられており、壇の下では招待客が長い列を作って、順番に壇上に上がってはリヨン王とレティシアたちに挨拶をしていた。

　すでに挨拶を終えた者は、それぞれがあちこちで挨拶を交わし、談笑している。

　そんな彼らをかき分けるようにして、遅れて大広間へと到着したラウルはずかずかと主賓席のある壇へと進んでいった。

　腰には実用的な騎士剣を帯び、服装は動きやすさを重視したシャツの上から、精緻な装飾が施されているとはいえ、この場にはふさわしくない白の革鎧を身に付けていた。

　まるで観閲式に挑む将校のような格好だ。

　傍若無人にも、大広間の中央を突っ切って行く、場違いな風ふう体ていの青年に気付いた招待客や近この衛え騎士たちが、顔をしかめて制止しようとしたが、その青年が自国の王太子ラウルであることに気づくと、目を丸くしてポカーンと見送ってしまった。

　そしてラウルの振る舞いはすぐに周囲の関心を惹き、招待客たちは彼の行く先が賓客の座る壇にあると悟ると、そこへ至るまでの道を空けた。

　そうなると、さすがに壇上にいる者たちもラウルの存在に気づく。

　サーッと開いていく道を悠々と進む王太子の姿に、リヨン王と王妃は戸惑ったように互いの顔を見合わせ、ティアラは腰を浮かせる。

　レティシアも顔だけはラウルへと向けた。

　招待客たちの挨拶に、ただ頷くことだけを繰り返していた彼女も、さすがに今度はラウルへと視線を向けざるを得なかった。

　謁見の間に姿を現して以来、初めて、『勇者』と『剣聖』の視線が絡み合う。

「ラウル……どうしたというのだ？　その格好は？」

「父上、お騒がせして申し訳ございません」

　壇上に上がったラウルは、恭うやうやしく父であるリヨン王に一礼すると、レティシアへと向き直った。

「……陛下。こちらは？」

「ティアラ殿。こちらは我が息子のラウルだ」

「確か『剣聖』の？」

　ティアラの視線を受けてラウルは、レティシアとティアラの二人にも一礼する。

「この国の王太子のラウル・オルト・リヨンです」

「ティアラ・スキュルス・ヴェルファです」

「……レティシア・ヴァン・メイヴィスです」

「それで、ラウルよ。突然どうしたというのだ？　その姿にこの席への遅参。お二人に無礼だろう」

「そのことに関しましては謝罪を。ですが……」

　ラウルはリヨン王の苦言に対して一言謝罪をすると、再びレティシアを睨みつける。

　それから固唾を吞んで見守る大広間中の人々に聞こえるように、よく通る声を張り上げた。

「率直に申し上げよう。『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィス。少し余興に付き合ってもらえないか？」

「余興？」

「そうだ」

　ラウルは声を掛けられたレティシアの代わりに眉をひそめたティアラに対して頷くと、

「この私と剣を交えていただきたい！　教会が言う、魔王をも滅ぼせるという『勇者』の力──疑うわけではないが、もしもそれが本当であれば、我が国の民たちは大いに勇気づけられることだろう！　私もいまだ師には及ばぬと思いつつも、『剣聖』の称号を戴いた身。この私と戦うことでその力が本物であると証明し、我が国の民たちにも、安寧をもたらしていただきたい！」

　大広間の中にどよめきが奔る。

「確かにラウル様でもかなわない力の持ち主とあれば、民たちに大いなる希望を与えることが出来る」

「素晴らしいお考えだ。これから魔物と戦っていく上で、勇者殿の力を見ておくことは重要だ」

　リヨン王国の貴族や武官たちの間で、にわかに熱気が高まっていくのに対して、反対に青ざめていくのは教会の関係者だった。

　対魔大陸同盟軍の盟主である教会としては、エメルディア大神殿への旅路の途中で、レティシアをリヨン王国へと立ち寄らせたのは、勇者への支援金という名目で資金を調達しようという目論見もあったからだ。

　神託を疑うわけではなかったが、いざこの国にある神殿を訪れたレティシアを見て、そのあまりの幼さに不安を覚えていたのも事実だ。

　ここでラウルと戦って負けてもらっては困る。

「ち、ちょっとお待ちいただきたい！」

　招待客として招かれていたこの国の司教の一人が、慌てて壇の下へと駆け寄った。

「王太子殿下。いくらなんでもこのような席上で、その振る舞いは無礼ではございませんか？　勇者殿は、エメルディアの大神官様がお認めになられた、神権を有される御方ですぞ!?」

「大神官様がお認めになられたとしても、我々はまだその力を見たわけではないのだ。だからこそ！　今ここで！　皆が注目しているこの場所で！　ぜひともその力を見せて欲しい！」

「し、しかし、いやですが、それは！」

「案ずるな司教殿。何も私に敗れたからといって、それがすぐさま勇者の降臨を伝えた神のお言葉を否定するものではない。勇者殿がまだ幼くて、その力を全て発揮できていないということもあるからな……」

「た、確かにそれは……まだ、勇者殿は幼いですから、『剣聖』である殿下のお相手をするのは、いささか厳しいかも知れませぬし……」

　レティシアが負けてもそれが即、『勇者』の存在を否定するわけではないというラウルの言葉を聞いて、安堵の表情を浮かべる司教。

　しかし、すぐさまその安堵の表情は凍りつくことになる。

「そうだな……もしもまだ力を発揮できないというのであれば、その時は私が勇者殿の師を務めてもいい。力を身に着けるまで、我が国に滞在されるがよろしかろう！」

「バカな！　勇者殿には大神殿に赴おもむいていただく必要が！」

「この『剣聖』ラウルが師を務めようというのだ。不足はないだろう？」

「そ、それは……し、しかし勇者様には一刻も早く大神殿へと赴かれ、魔物に対する戦いにおいて、人類の旗印になってもらわねばならず……」

「見ればまだ勇者殿は幼い。ならば、この私の下で研けん鑽さんを積んで貰えばよいだろう。そうだな、勇者殿が一人前になるまでは、私が同盟軍の旗印となってもいい」

　ラウルも、魔物との戦いで不利な戦況にある人類が一丸となって戦わねばならないことは、重々承知していた。

　現在、大陸にある全ての人間の国に対して表向きは中立を表明しているエメルディア大神殿が、対魔大陸同盟軍の主導権を握っている。

　だが、それをいいことにエメルディア大神殿は、各国に対して、資金提供や様々な物資の融通を強要し、また各国の内政に対しての発言権も強めていた。

　だが、ラウルが、弟子にするという名目でレティシアをリヨン王国の庇護下におけば、対魔大陸同盟軍の主導権を、リヨン王国が握ることになる。

　ラウルの発言の意図に気づいた人々のざわめきが、大広間の中に満ちた。

「それでは、他の国が納得しませぬ！」

「なに、勇者殿が一人前になれば、魔物との戦いにおいて先頭に立つことは変わらない。それまでの間、我が国が勇者殿を保護し、私が師になるというだけの話だ」

　実際には、『勇者』を傀かい儡らいとして、リヨン王国が完全に対魔大陸同盟軍の主導権を握るつもりだ。

　だが──。

「──私の師？」

　レティシアがポツリと呟いた。

　その小さな声は人々のざわめきにかき消され、かろうじてレティシアの横にいたティアラの耳にだけ届いた。

「……レティ？」

　リヨン王国とエメルディア大神殿という二つの勢力の間で、政争の道具とされそうになっている小さな勇者を案じていたティアラは、レティシアの瞳に、魔物に対たい峙じした時の光が宿っているのを見た。

「私は誰にも教わらない。私のお師匠様は、この世界で唯一人だけだもの……」

　それまで人形のように席に座ったまま動かなかったレティシアが、すっと立ち上がったのに気付き、大広間にいた人々のざわめきが小さくなった。

　壇の下にいる司教と話をしていたラウルも、人々のその変化に気付き、後ろを振り返った。

　立ち上がったレティシアが、ゆっくりと前に一歩二歩と進み出ると、腰に帯びていた剣をすっと流麗な仕草で抜いた。




　──勇者は教会の傀儡であり、ただ各国を纏めるための飾りに過ぎない。




　ラウルが、己の大きな勘違いに気付いたのは、その時かもしれない。

　ただ剣を抜いてみせただけ。

　しかし、そのあたりまえの動作が、物理的な力を発現させた。

　レティシアを中心にして、突風が大広間の中を吹き荒れたのだ。

　不意の突風に、人々は顔や身体を庇い悲鳴を上げる。

　壇の近くでは、卓上の料理を載せた皿がテーブルクロスもろとも吹き飛ばされ、大広間中を彩っていた美しい花々が風に散って舞い上がった。

　やがて突風が収まると、人々はようやく壇上でラウルと向き合うレティシアへと視線を向けた。

　畏怖を込めた人々の視線は、力を発現させた幼い勇者へと集まり──そして、彼女のその瞳に魅了されてしまった。

　剣を抜いて立つレティシアの瞳からは、つい先程まで浮かべていた儚さと憂いの色が消え、空虚さではなく強い意思の輝きが宿っている。

　勇者とは思えない儚げな少女、といった印象は完全に消え失せ、逆に強烈な存在感を纏ってそこに立っていた。

　空気が変わった。

「あなたは先ほど、余興に付き合えとおっしゃいましたか？」

　思わぬ事態に静まり返ってしまった大広間に、レティシアの細く、そして美しく透き通った声が広がっていく。

「そんなに──」




　死にたいの？




　その言葉が発せられた瞬間、ラウルの背筋にゾッと戦慄が奔はしった。

　言葉を発するどころか、呼吸すら困難な程の強大な威圧感。

　勇者とはいえ、一国の王を前にしての抜剣。

　本来ならば、すぐにでも近衛騎士が取り押さえねばならない状況だ。

　だがしかし、誰もその場を動けない。

　招待客の中には、幾多の戦場を渡り歩いた高位の武官たちもいたが、揃って動けずにいた。

　みな、万を超す大軍を前にした時のような重圧、いやそれ以上のものを感じていた。

（魔王と対を成す者。神に限りなく近づきし存在──これが……『勇者』か！）

　ラウルはグッと腹に力を入れると、レティシアを見下ろすようにして視線を合わせた。

　そう、見下ろすほどの背丈なのだ。

　なのに、まるで逆に吞み込まれてしまいそうな威圧感を覚えてしまう。

　もう、ラウルにも分かっていた。

　レティシアが『最強』と呼ばれるに相応しい、『勇者』であることは。

　それでも自らの目で確かめたかった。

　だから、振り絞るようにして口を開く。

「お前の力が本物かどうか見せて欲しい。民衆に希望を与えることが出来るのか、この目で確かめさせて欲しいんだ」

　ラウルは身を翻すと、壇の下へと飛び降りた。

　そして真っ直ぐに大広間の中央、先程まで宮廷楽士の奏でる旋律に合わせて客たちがダンスを踊っていた場所を目指す。

　その後ろをレティシアもついていった。

　人々が道をあけ、二人は中央の開けた場所へと辿り着く。

　この場所であれば、少々剣を振り回しても差さし支つかえが無さそうだった。

「剣のみで」

　足を止め振り返って発したラウルの言葉に、レティシアが頷く。

　大広間の中央には、剣を抜いて対峙する二人を中心にした人の輪が形成された。

　二人が対峙した当初、どこか息苦しげな呼吸を伴いつつも、そこかしこから囁き声が聞こえていたが、それも徐々に聞こえなくなり、あたりは静寂に満ちた。

「行くぞ」

　静寂の中に響くラウルの開始の声。

　次の瞬間──。

　人々が目にしたのは、刃の半ばから切り落とされた剣を横薙ぎに振り切って静止したラウルの姿と、その首筋にピタリと剣の刃を当てたレティシアの姿だった。

　呆あつ気け無い決着。

　武の心得が無い者はもちろん、この場にいた将軍職にある者や高位の武官たちでさえもが、勇者と剣聖の剣閃はおろか、動きすら把握しきれなかった。

　一瞬の出来事。

　だが、この勝負が圧倒的な武の極みで行われたのは確かだった。

　二人が踏み込んだ床には深い亀裂が走っていた。

　静寂が支配する中、切り飛ばされ、宙高く舞い上がったラウルの剣先が床に落ちた。

　甲高い金属音が響くと同時に──その場でこの戦いを見届けた者、その全ての背中に、歓喜と興奮の震えが奔はしり、聖職者たちは神に感謝の祈りを捧げながら膝を折り、涙を流した。




　レティシア・ヴァン・メイヴィス。




　確かに『神に限りなく近づきし存在』として、『勇者』として、今、間違いなく目の前に人類の希望がそこにいた。

　そしてこの時、レティシアには新しい称号が与えられることになる。




『剣の神姫』




　これが、後々の世にまで吟遊詩人の紡つむぐ詩や、数多あまたの物語によって語り継がれることになる、『勇者』レティシア・ヴァン・メイヴィスと、『剣聖』ラウル・オルト・リヨンの出会いの顚てん末まつだった。
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「ご機嫌麗しゅうございます。ラウル殿下、兄上様」

「お目にかかれて光栄です、コーネリア殿下」

「うん、綺麗なドレスだね。コーネリア。それからレティシア様もようこそ」

「お招きに与あずかりまして光栄でございますわ、アルフレッド殿下。それからラウル様もご機嫌麗しゅうございます」

　傍はたから見れば、穏やかな雰囲気で挨拶を交わす四人。

　皇族、王族、そして勇者。

　やんごとなき身分の四人だ。

　さすがに誰もが遠慮して近づいて来ない。

　周囲の者たちは四人に興味津しん々しんながらも遠巻きにして談笑を続け、意識だけを向けていた。

　そのおかげか、レティシアの完璧な淑女然とした態度と微笑みに、どことなくぎこちなさが混じっていることに気づかれることはなかった。

「いやあ、レティ。本当にそのドレス似合っているよ。やっぱりもっと、こういう場にも出るべきじゃないかな？　君は」

　型通りの挨拶を交わした後、いつもの言葉遣いに戻ったラウルはレティシアの服を褒めそやすが、じーっと見上げてくるレティシアの視線に、徐々に目が泳ぎ始める。

　リヨン王国の王宮で初めてレティシアと対峙した時に、完膚無きまでに敗北し、そしてそれ以後、一緒に旅をして彼女の実力をはっきりと知ったことで、ラウルは彼女に対して、すっかり頭が上がらない。

「ねえ、ラウル。お兄ちゃんは？」

　レティシアの声は小鳥のさえずりにも喩たとえられるほど、美しく澄んで心地よく耳へと届くと言われていたが、いまの発言の声こわ音ねはどこまでも冷たく暗いものだった。

　さすがのラウルも怖かった。

「まあ、ウィン・バード従士は、さすがにこの晩餐会には出席できないかなぁ。宮廷序列が低すぎるからね」

「ウィン君は控室ですよ、レティシア様」

　帝国の皇族兄妹の言葉に軽く頷くレティシア。

「へえ、そうなんだ。勇者の師匠でも出られないんだな」

「あれ？　ラウル君も分かっていただろう？　さすがに隣国王太子の君を主賓に迎えての皇帝陛下主催の晩餐会だ。出席が許されるはずもない」

「……つまり、ラウルは知っていたのよね？」

「ま、待て、レティ！　確かに俺はウィン君も夜会へ来るんじゃないかとは言ったが、確実に来るとは言ってな……痛っ！」

　その顔に微笑みを浮かべたまま、目にも止まらぬ素早さでラウルの足を素知らぬ顔で踏みつけるレティシア。そして思わず小さく悲鳴を上げつつも、何とか表情を取り繕うラウル。

　その二人の様子を間近で見せられたアルフレッドは、クククッと笑いを必死に堪こらえようと、前かがみになっていた。

「おお、何か良い雰囲気ですな」

「リヨン王国の次代の王となられるラウル殿下と、アルフレッド殿下の仲が良いことは、我が国にとっても喜ばしい。将来、両国にとって良き関係を結ぶことが出来ますな」

　真実は子どもの喧嘩にも等しい会話なのだが、傍はたから見れば自国の皇族と英雄たちが、友ゆう誼ぎを深めているように映ったようだ。

　遠くから様子を窺う貴族たちのそこかしこから、このような声が漏れ聞こえてきた。

「レティだって、よく考えればそれくらいわかるだろう？」

「もう、こんな場所に来るんじゃなかった……」

「まあまあ、レティシア様。確かにウィン君はこの晩餐会に出席することは出来ませんけど、私たちのほうから、控室へと訪ねて行くことは出来ますよ」

「そっか……うん」

　レティシアは頷く。

　晩餐会の会場。

　この大広間の真ん中で宮廷楽士の優雅な調べの中、ウィンとダンスを踊ることは出来ないが、ドレスで着飾った自分を彼に見せることは出来る。

「とは言っても、コーネリアもレティシア様も、入場されてすぐに退場というのは、僕の立場からしても、ラウル君の立場からしても困るんだよね」

　ようやく笑いの発作を抑えきったのか、アルフレッドが口を挟んだ。

　コーネリアは皇女という立場上、国賓であるラウルを饗もてなす側である。

　それは公爵令嬢であるレティシアも同様だ。

　神権を持つ皇帝と同格とされる勇者とはいえ、さすがに皇族の顔を潰すわけにはいかない。

　折しも宮廷楽士が演奏を開始した。

　談笑しつつも四人の様子を窺っていた貴族たちが、ダンスのために中央部をあけた。

　若い独身の男性貴族が、意中の女性の元に歩み寄ってその手を取り、ダンスを申し込むと、女性たちが頰を赤らめてその手に応える光景が至るところで見られた。

　だが、すぐには中央へと進まずに、手を取ったまま、この晩餐会の主賓である四人へと視線を移す。

「さて、僕たちもご期待に沿わなければならないかな。せっかく勇気を出して踊ろうとしている彼らの邪魔もしたくない。という訳で、レティシア様と一曲と言いたいところだけど、ここはラウル殿から彼女と踊るべきだろう。コーネリアは残念ながら僕とだ。君は、婚約者が決まるまで親族以外の異性に触れることはできないからね。誰か意中の人でもいればその限りじゃないけど」

「いいえ。残念ですけど、よろしくお願いしますわ、お兄様」

　跪き手を差し伸べるアルフレッドの手を取ると、兄妹はすいすいと人の輪の中心へと進んで行く。

　その光景を見て、若い貴族の男性たちからため息が聞こえてきた。

　レムルシル帝国の皇族の女性は、伴侶となる男性にしか触れることが許されない。

　つまりコーネリアにダンスを申し込み、皇女がそれを了承すれば、それは皇女の伴侶となることを許されたことになる。

　ゆえに曲が始まった時、コーネリアの動向には大きな関心が寄せられていたのだ。

　今日の晩餐会におけるダンスで、誰がコーネリアのパートナーを務めるのだろうかと。

　そのためコーネリアがさっさとアルフレッドの手を取ったことで、落胆のため息が漏れることになったのだ。

　だが、まだ一曲目だ。

　アルフレッドと踊り終わった後のダンスを、誰が申し込むのか──互いに牽制し合いながらも、貴族たちの興味は次へと移る。

　皇族にも匹敵する公爵家の姫君と、隣国の王太子。

『勇者』と『剣聖』。

「ええっと……じゃあ、レティシア嬢。私と踊っていただけますか？」

　こうなっては仕方が無い。

　レティシアはその手を取った。

　本意ではなかったが、ここでラウルの申し出を断ったとしても、別の誰かが申し込んでくるだけだからだ。

　ラウルに手を引かれながら、レティシアも人の輪の中へと入って行った。

「そういえば、ラウルと初めて会った時も、こうして広間の真ん中に連れて行かれた覚えがあるわ」

「手に持っていたのは、お互いの手じゃなくて、無骨な剣だったけどな」

　二人が進んでいくと、スッと人の輪が崩れて、中央に空間ができる。

　そこでは、先に歩み出たアルフレッドとコーネリアの二人がいて、アルフレッドが二人にニヤリと笑ってみせた。

　四人が中央へと進み出ると、宮廷楽士が新たな曲を奏で始めた。

（お兄ちゃんと踊りたかったな……）

　ラウルのリードに身を任せながら、レティシアは心の中でそう思う。

　さすがに王族と言うべきか。

　手慣れた様子でリードするラウルに、何となくレティシアは腹が立ってきた。

（本当はお兄ちゃんと踊るつもりだったのに！）

　ウィンの腕の中で、彼の温もりを感じながら、クルクルとターンを繰り返し、ステップを踏みながら軽やかに踊る。

　レティシアはステップを踏みながら、ウィンよりも高い位置にあるラウルの顔を見上げる。

（はあ……）

「？」

　疑問符を浮かべて見下ろしてくるラウルに、にっこりと微笑むと、レティシアは彼の足を思い切り踏んづけてやった。




　大広間の隣にある広間。

　そこには、今日の晩餐会に招かれた貴族や高官たちの従者が控えていた。

　人数から言えば、むしろここに控えている者たちのほうが多いかもしれない。

　高位貴族の上級従者ともなれば、その辺の下級貴族よりもよほど大きな権力を持つ。

　従者たちの控えの間には、貴族の夜会と比べてもまるで遜色のない食べ物と、酒精アルコールの含まれていない飲み物がふんだんに並べられていて、彼らはそれらを手にしつつ、彼らにとっての晩餐会へと挑んでいた。

　従者同士による政治活動だ。

　領地の経営トップは、もちろん領主である貴族だ。

　しかし、面倒なやりとりのほとんどは、彼ら側近である上級従者によって行われる。

　主である領主の仕事のほとんどは、従者たちが交渉、調整を終えた最終案に目を通して、判を押すだけだ。

　互いの腹を探りあい、相手の弱みを知り、付け込み、そして自分の主にとっての最大限の利益を引き出す。

　隣接しあう領地であれば顔を合わせての交渉、取引は簡単だが、北方と南方のように離れた土地の領主であれば、交流する機会は限られてくる。

　対立する派閥の者に話しかけ、派閥の中で疑心暗鬼を増幅させる。

　派閥に属さないかもしくは小さな派閥には、自分たちの派閥に与くみすれば、どのような利にありつけるかを説く。

　場合によっては、この場にいる有能な従者そのものの引き抜きも行われる。

　この場は従者たちにとっては戦場なのだ。




（そろそろダンスが始まったのかな？）

　大広間のほうから聞こえてくる美しい調べが、控えの間のウィンの耳にも聞こえてきた。

　広間では、ウィンと同様に主人である貴族についてきた従者たちが、互いに挨拶を交わし、食べ物を口にしながらも、様々な交渉を行っていた。

　中には主人の意向を確認しに行くのであろう、忙せわしなく入退室を繰り返している者もいた。

　そんな中でウィンは、一人蚊帳かやの外に置かれたような状態だった。

　ウィンの立場はコーネリア皇女の従士。

　常にコーネリア皇女の傍に仕える騎士だ。

　しかし、晩餐会の警護は、皇室警護全般を担う近衛騎士団が主となるため、この控室に案内されていた。

　晩餐会が始まったばかりの時には他貴族の私設騎士団の騎士や従卒とも挨拶を交わしていたのだが、その後、誰と言葉を交わすこともなく、一人所在なげに時間を潰していた。

　別に無視されているわけではない。

　どちらかというと、周囲の者たちはウィンをどう扱えばいいのか決めかねているという印象だった。

　皇女に最も近い騎士。

　そして忘れてはならないのが『勇者の師匠』という肩書き。

　政治的にも、これから力をつけてくるかもしれない騎士。

　そんなウィンに、彼らは強い関心を抱いていた。

　彼らの主である貴族の多くはウィンが平民出身ということから軽視する傾向にあったが、仕えている彼らはあらゆる可能性を検討しなければならない。

　つまりウィンは、彼らにとってそれなりに要注意人物だったのだが、互いが互いを牽制し合い、またウィンのことよりも先に片付けておかねばならない事案も山ほどあったため、それらを優先させて後回しにした結果、彼の周囲には見事なまでの無風状態が作り上げられていた。

（うーん……身の置き所がない）

　使用人用の控えの間とはいえ、豪勢な料理も提供されていたが、コーネリアの従士という立場上、がっつくのも皇女の評判に関わりかねない。

　料理には少し手を付けただけで、後は飲み物でも飲みながら、時間を潰すしか無い。

　すると、

「あの……もしかして、ウィン・バード殿ではありませんか？」

　声をかけられた。

「はい。そうですが」

「うわ！　マジだ！」

「ほら見ろ、私が言ったとおりだ」

　ウィンに声をかけてきたのは、黒髪黒目で浅黒い肌が艶なまめかしい、どこか猫を思わせる顔立ちをした女性騎士だった。

　そしてもう一人は金髪を短く刈り上げ、身長はウィンよりも拳一つ分高いくらいか。精悍な顔つきで、身体つきも筋肉質でがっちりとしている男性騎士だった。

　二十代前半くらいの二人組の若者。

　リヨン王国の騎士礼装を身に着けている。

「申し遅れました。私はリヨン王国軍近衛騎士団所属のマヌエラ。そして──」

「ティエリと申します。よろしく」

「レムルシル帝国第一皇女付き従士ウィン・バードです」

　手を差し出してきた二人と握手を交わす。

「やったぜ！　あの勇者様の師匠と言葉を交わせるなんて、故郷に帰ったら自慢できるぜ」

　思わずといった感じで大きな声を出し、子供のように目を輝かせてウィンの手を強く握るティエリの向むこう脛ずねを、マヌエラは右足で軽く蹴った。

「声が大きい！　それといつまで握ってるの、このバカ。失礼よ」

「いえ、私は別にいいんですが……」

「イテテ……いいじゃないか。マヌエラだって会ってみたいって言ってただろう？」

「それはそうなんだけど……」

　蹴られたティエリは情けない顔で同輩のマヌエラを見る。

「場所を弁わきまえるべきよ。見なさい、注目を集めてるじゃないの」

　ティエリの大声は部屋中に聞こえたのか、談笑中だった人々が会話を止めてウィンたち三人に注目していた。

「私たちはリヨン王国の代表でもあるんだから、立場も考えなさいよね！」

「立場も何も、ここでの俺たちは誰からも相手にされないただの若僧だよ」

「誰にも相手にされなくても、ラウル様のお立場を考えなさいと言ってるのよ！　私たちの失態はラウル様の評判にもつながるのよ!?　少しはその筋肉で出来た脳みそも使いなさい！」

　マヌエラは愛想笑いを浮かべながら、小声でティエリを叱ると、もう一度向こう脛を蹴り飛ばした。

「ティエリが失礼しました」

　二人のやりとりに思わず笑ってしまいそうになるところだが、近衛騎士団に所属するというだけあって、マヌエラとティエリの身のこなしには隙が無い。

　その一方でマヌエラとティエリも、ウィンの力むことの無い自然体に感心していた。

　幼い頃から相当な修練を積んだのだろう。

　不意打ちを仕掛けたとしても、恐らく気づかれてしまうだろう。

　マヌエラとティエリは、リヨン王国王太子ラウル・オルト・リヨンと年齢が近いため、近衛騎士団の中から近侍に選ばれた。ラウルの行動力に振り回されながらも、それでも最も近くで当代の『剣聖』を見てきた。

　そのため人を見る目には自信がある。

　二人は共に『剣聖』の強さに憧れ、剣の腕を磨いてきた。

　尊敬するラウルに近づくために。

　それは丁度、ウィンが騎士への道を切り拓くために、剣の腕を磨き続けてきたのと同じようなもの。

　更に、ウィンはレムルシル帝国皇女の従士、マヌエラとティエリはリヨン王国王太子の近侍と、お互いに似たような立場。

　共通する点が多ければ、打ち解けるのも早い。

　ウィンも彼ら二人も、この場で政治ゲームに加わるにはまだ若く、力も無い。

　互いに暇を持て余していたこともあって、話が弾んだ。

　ウィンはマヌエラとティエリに、ラウルが打ち立てた武勇伝について聞き、マヌエラとティエリはレティシアのことについて知りたがったので、話は盛り上がる。

　そのうちに幼い頃のウィンとレティシアの行っていた鍛錬について聞かれたので答えると、次第に二人の表情は引き攣っていったが──。

「そうやってレティシア様に教えられてきたのですね」

「そう言われるのはちょっと面おも映はゆいですが」

　マヌエラの言葉にウィンは照れたように小鼻を搔いた。

　マヌエラとティエリの二人は、ウィンとレティシアの鍛錬内容を聞くといちいち大げさに頷くのだ。

　しかもそれがお愛想ではないことは、目を見ればわかる。

　二人ともまるで何か英雄譚を聞かされているかのような態度で、食い入るように聞いているのだ。

　ウィンに対してこういう態度を取る者は珍しく、また二人は歳上な上に、若いとはいえ、見るからに立派な騎士なので、ウィンとしては照れ笑いを浮かべるしか無い。

「今思うと、確かにレティシア様は天才でしたよ。私のことを彼女は師匠って呼んでくれていますが──」

　むしろ、ウィンよりも、もっとしっかりとした指導者がレティシアを教えていれば、彼女はより早く、より強く才能を発揮できたのかもしれないと考えることはあった。

「レティシア様は私が教えなくても、きっとすぐに才能を現していたと思いますよ」

　ウィンは、自分はたまたま傍にいただけだと思う。

　だが──。

「そんなこと無いよ」

　マヌエラとティエリの動きが急に固くなった。

　そして背後から聞こえた声。

　振り向くとレティシアが立っていた。

「そんなこと無いんだよ」

「あ、あれ？　何でレティ……レティシア様がこっちに？」

　いつもどおりにレティと呼びかけようとして、慌てて言い直したウィンに、レティシアはちょっと不服そうな表情を浮かべたが、ウィンの横でカチコチに固まっている二人へと目を向けた。

「こちらは？」

「リヨン王国近衛騎士団の、ティエリ殿とマヌエラ殿です」

　マヌエラとティエリの二人が、レティシアに対してぎこちない動きで一礼した。

「お二人とも、私の師をお借りしてもよろしいでしょうか？」

「は、はい！」

　カチンコチンに固まってしまった二人に微笑むと、レティシアはウィンの腕に腕を絡めて歩き出す。

「レティシア様？」

「ラウルが来て欲しいって。あと、お兄ちゃんは私に敬語禁止！」

　ウィンにだけ聞こえるような小さな声で囁くと、レティシアはぷいっと前を向く。

「え、ええっと。俺は公務でここにいるんだから、レティと腕を組むのはマズイんじゃないかなと思うんだけど」

「男おとこ避よけ」

　ぶっきらぼうに応えるレティシア。

「ああ、そっか。レティは可愛いからな。そりゃ言い寄る人もいるよね」

　リヨン王国の若き近衛騎士二人も、レティシアが近づいてきただけで緊張していた。

　ティエリにいたっては、見み惚とれて顔を赤くしていたぐらいだ。

「そうだよ。言い寄る人が多いんだよ。お兄ちゃんはそれでもいいの？」

「え、あ、いや……」

「うふふ」

　いいよどむウィンに、レティシアは嬉しそうに笑顔を浮かべた。

「男避けは本当。でも私とお兄ちゃんが師弟関係で親しい間柄であることを、周囲にわからせるためでもあるんだよ」

「そうなのか」

「うん」

　弾むような声でレティシアは頷く。

「……それと、お兄ちゃんと出会ってなかったら、私は多分、何もしようとしなかったと思うよ」

「え？　なんだって？」

　レティシアが会場に到着した時よりもさらに上機嫌な笑顔を浮かべているせいで、ウィンは突き刺さりそうな視線が気になってしまい、その小さな声を聞き逃してしまった。

　それにレティシアが身を包んでいる薄いピンクのドレス。

　少し胸元が強調されているデザインで、ウィンはどこか視線が泳いでいた。

　その様子が愛おしく、レティシアはウィンに悪戯っぽく微笑むと、しっかりと身体を寄せた。

「なんでもないよ。ほらお兄ちゃん、もっとしっかり私をエスコートしてね」

　従者たちが控える広間から連れ出されたウィンは、精緻な彫刻が施された白い石柱で構成された廊下を、可憐なドレスに身を包んだレティシアに腕をとられ歩いて行く。

　廊下でも、晩餐会に招待された貴族、そしてその従者や皇宮に勤める使用人たちが忙しそうに往来していたが、仲睦まじい様子のウィンとレティシアを、誰もが振り返って見送っていた。

（めちゃくちゃ注目されてるんだけど!?　レティ、いいの？）

　周囲の視線が突き刺さる。

　ウィンは心臓をバクバクさせながら、人々の注目の中、廊下を歩く。

　レティシアが、組んでいる腕を解ほどいてくれれば良いのだが、彼女は上機嫌に笑顔を浮かべ、晩餐会の会場から漏れ聞こえてくる宮廷楽団の調べに合わせて、歌を口ずさみながら歩いていた。

　レティシアとしては、ウィンとダンスこそ踊ることは出来なかったが、綺麗に着飾った姿で、ウィンと歩けるだけで楽しかった。

　広いとはいえ晩餐会の会場である大広間の隣室なので、それほど長く廊下を歩いていたわけではないのだが、会場の両開きの扉の前へと立つまで、ウィンには随分と長い時間が経過しているように感じられた。

　扉の左右には、謁見の間のように近衛騎士が二人立っており、ウィンに訝しげな視線を送ってくる。

　近衛騎士の二人がウィンの顔を知らないわけではない。

　むしろ、皇宮に勤めている者たちの間では、ウィンの顔は知れ渡っていると言っていいだろう。

　なにしろ、第一皇女コーネリアの唯一人の従士だ。

　とはいえ、この扉の先へと入れるのは宮廷序列が高いごく一部の者に限られている。

　ウィンの宮廷序列では、この扉を潜ることは出来ない。

　しかし、ウィンにエスコートされている美しい貴族の姫君が、近衛騎士たちに微笑みを浮かべて頷くと、彼らはその姫君がレティシアであることに一瞬驚き、見惚れ、それから慌てて扉を開いた。

　重厚な扉が開いたその先──ウィンの目に飛び込んできたのは絢けん爛らん豪華な貴族の世界。

　豪勢な料理が盛られた円卓が無数に並び、その間を、飲み物を持った皇宮の使用人たちが忙しなく、それでいて優雅な動きで行ゆき交かっている。

　様々な装飾品、華美なドレスに身を包んだ美しい貴婦人たちと、豪奢な服に身を包んだ紳士たちが、宮廷楽団の奏でる音楽に、歌に耳を傾け、踊り、談笑していた。

　帝国皇帝主催による、隣国王太子を歓迎する晩餐会。

　それは、ウィンが今まで見た夜会の中で最も盛大なものだった。

「レティシア様だ……」

「レティシア様が戻って来られた」

　扉が開き、大広間へとレティシアが戻ってきたことに気付いた者たちの囁きが、まるで波紋が広がるように会場中へと伝わっていく。

　そして当然のことながら、周囲の視線はウィンへも向いた。

　ウィンの腕に、レティシアが幸せそうな微笑みを浮かべて腕を絡めているのだ。

　その光景を見て、ある者は納得したように頷き、ある者は嫉妬の色を浮かべ、そしてある者は──。

　ウィンとレティシアが一歩足を進めると、さっと人垣が割れて道が開く。

　その先には、この国の皇太子アルフレッドと皇女コーネリアの兄妹と、この晩餐会の主賓であるラウルがいて、笑顔で二人を迎えてくれたのだった。




（──気に食わない……気に食わない！）

　自分を差し置いて注目を浴び続ける妹。

　周囲の男たちは、彼女へと熱い視線を向け、女性たちまでもが憧憬の眼差しを送っている。

　その妹は現在、男の腕に自分の腕を絡ませて、どこか緩んだ幸せそうな顔で微笑みを浮かべていた。

　そう、ふしだらにも男の腕に腕を絡ませているのだ。

　それにも関わらず、周囲の男どもは妹へと熱い視線を投げ続けている。

（あの男も！　あの男も！）

　つい先年までそれらの視線は──全てとは言わないが、その多くを──このレムルシル帝国において、皇室と縁戚であり、名家中の名家であるメイヴィス公爵家の長女ステイシアが独占していたのだった。

　誰も彼もが歯の浮くような台詞を、彼女の耳元で囁いていた。

　きらびやかな宝石を始めとした装飾品や、高名な画家が描いた絵画、一流の職人が仕立てたドレスなど、ステイシアが夜会へと参加する度に、独身の男性貴族たちから山のように贈られていたものだ。

　それが今やどうだ。

　視線の先で多くの男性の視線を集めているのは、かつて父からも母からも期待されなかった妹。

　幼い頃、勉強に習い事、何をやらせても兄姉たちと違って愚図で、怒られてばかりいた妹。

　兄姉たちと机を並べながら、

「兄上様や姉上様は出来ますのに、なぜレティシア様はこの程度のことも出来ないのか！」

と家庭教師の男爵に叱られて、いつもビクビクと他人の顔色ばかり窺っていた暗い妹。

　ついには勝手に屋敷を抜けだしてしまうことが多くなり、いつしか公爵家の使用人からも腫れ物扱いされていた末の妹。

　父であるメイヴィス公レクトールは、そんな妹を療養中と偽って、社交界へと出すことはしなかった──。

　その妹が──レティシアが今や、皇太子であるアルフレッド、その妹姫コーネリア、さらにはリヨン王国王太子ラウルとともに並び立ち、この晩餐会の主役の一人となっていた。

　いや注目度では三人の皇族、王族を上回っているだろう。

　レムルシル帝国皇帝アレクセイは、アルフレッドとレティシアの婚姻を望んだとも聞いた。

　しかし、不遜なことにその話をレティシアは断ったらしい。

　本来、臣籍である者にとっては、絶対に等しい皇帝の要請を断ったのである。

　恐らくは今、腕を絡めている男のために──。

　ステイシアの父であるメイヴィス公レクトールは、皇室とのより深いつながりを持つことを望んでいる。

　だがレティシアがアルフレッドとの結婚を断ってしまったため、その代わりとしてステイシアに皇族との縁談を持ちかけてきた。

　ただし、その相手は皇太子アルフレッドではなく、側室を母に持つ第二皇子ノイマンだ。

　第二皇子ノイマンは、女帝の存在が許される帝国の皇位継承権順位においては、正室の子どもであるアルフレッドとコーネリアに次ぐ第三位。

　皇位継承権順位は決して低いわけではない。

　しかし、アルフレッドではなく第二皇子のノイマンを相手に選んだことは、ステイシアの誇りを傷つけた。

　そして、父レクトールはいまだアルフレッドとレティシアの縁談を画かく策さくしているようだ。

　皇帝アレクセイはアルフレッドの相手として、国内ではレティシアを、それ以外ならばどこか他国の姫を望んでいると聞く。

　皇室との縁を婚姻によって強くしたければ、コーネリア皇女とメイヴィス公爵家の長男レイルズとの縁談も考えられそうなものだが、帝国皇室の女性は、他国王室の女性たちと違い政略結婚があまり行われない。

　多くの場合、皇族や王族、貴族など高貴な身分にある女性の結婚は、政治の取引として扱われるのだが、ここレムルシル帝国は建国の祖が女性だったためか、皇女の意に沿わない相手との結婚が強制された例は過去に存在しない。

　未婚の皇女には家族を除き、将来伴侶となる男性以外が触れることは許されないという制約。

　これは逆に言えば、皇女に伴侶を決める選択権が与えられているということでもある。

　もっとも、多くの場合は皇帝が選んできた家柄の良い婿候補の中から自らの伴侶を決めるので、結局のところは狭い選択肢しか存在しない。

　それでも他国の王室の女性たちに比べると、かなり気持ちが尊重されているといえよう。

　ともあれ、前提としてコーネリア皇女がレイルズを気に入らなければ縁談が成立することはないため、そこにレクトールの思惑が入る余地はない。

　そこで長女ステイシアと第二皇子ノイマンの婚姻を画策した。

　皇帝アレクセイとしても、国内有力貴族であるメイヴィス公爵家との結びつきは強くしたい。

　レティシアとの話が破談となり、アルフレッドが他国の姫を伴侶に迎えることになるのであれば、第二皇子ノイマンとステイシアの婚姻は、皇室にとっても十分利がある。

（私はレティシアの代わり？）

　それがステイシアには気に食わない。

　令息であるレイルズに何かあれば、公爵家の当主になる可能性が高い公爵家第一公女。

　そうでなくても、メイヴィス公爵家との縁を結びたい家はいくらでもある。

　社交界で最も注目を浴び続けてきただけに、まだ夜も明けない内に屋敷を脱け出すなど幼い頃から様々な問題行動を続け、社交界デビューすらさせてもらえず、ずっと日陰者だったレティシアに、その立場が奪われるのは到底許せなかった。




（私を選ばないアルフレッド様も、私をレティシアの代わりにしようとするお父様も許せない！）

　軽く一礼し、大広間を後にしようとしているアルフレッド、コーネリア、ラウル、そしてレティシアと、もう一人の名も知らない青年の後ろ姿を睨みつけながら、嫉妬の感情を募らせるステイシア。

「みんな、あの子に騙されているんだわ……」

　誰にも聞こえぬように、小さく吐き捨てるようにステイシアは呟く。

「ええ、そのとおりでございます。ステイシア様」

　だが、その呟きに言葉を返す者がいた。

「陛下はアルフレッド殿下の妃に、レティシア様が相応しいとお考えのようです。しかし、確かにあの御方は知性、名声、容姿と素晴らしいものをお持ちではございますが、残念ながら、どこの馬の骨とも分からない素性の知れない男に傾倒しているご様子。そのような御方は皇太子妃に相応しくないと、私たち由緒正しき血統の帝国貴族の多くが、そう考えております。そう……次代の帝国の国母に相応しいのはステイシア様のように、帝国名門の家柄と品位のどちらも備えた御方」

「確か、クライフドルフ侯の……」

「クライフドルフ侯爵公子のジェイドと申します。メイヴィス公爵公女ステイシア様にはよろしくお見知り置きを」

　ジェイドは端整な顔に微笑みを浮かべ、胸に右手をあてて軽く一礼した。

「現在の皇室は、我々伝統ある貴族が占めていた要職に平民をつけるなど、我ら貴族を蔑ないがしろにした動きが目立ちます。ですが、その政策の多くが陛下のご意思ではなく、皇太子殿下のご意思によるものとか。我ら由緒正しき貴族たちの皇太子殿下を敬うやまう気持ちに一点の曇りもございませんが、帝国の心ある貴族の多くは、学のない平民が帝国の要職を務めることに憂いを覚えております」

　ステイシアのすぐ傍へと歩み寄ったジェイドはそう囁く。

　いつの間にか、ステイシアとジェイドの周囲からは、人が遠ざけられていた。

　不自然に見えぬよう、それとなくクライフドルフ侯爵家の息のかかった貴族たちが、二人から人を遠ざけるように誘導していたのだ。

　だが、そのことにステイシアは気づかない。

　レティシアへの嫉妬、そして、自身を顧みない他の男性──とりわけ、アルフレッドへの怒りを募らせるよう、ジェイドはステイシアの気持ちを誘導していく。

「もしも、アルフレッド皇太子殿下と、コーネリア皇女殿下の身に何かが起これば、ノイマン第二皇子殿下が次期皇帝陛下に即位されることになるでしょう。あの御方のご母堂は、側室とはいえ、はばかりながら、我がクライフドルフ一門に連なる伯爵家の出身。そしてその万が一が起きて、ノイマン皇子が皇太子として立太子され、その皇太子妃がメイヴィス公爵家のご令嬢ステイシア様であれば、我ら帝国に忠誠を誓う貴族の多くは納得するでしょう。もちろん、アルフレッド様とコーネリア様の身に何かが起きればのお話ですが」

「そうね。ペテルシアとの関係も悪化している今の時代、皇室といえども安全じゃないわ」

「ええ。先年は、あの帝国の英雄とまで謳うたわれた、ザウナスによるクーデター未遂まで起こりました。万が一とはいえ何が起こるかわかりません」

「確かに。万が一とはいえ危険は何処にでも転がっている」

「いま我が屋敷では、そういった帝国の未来を憂う真の貴族たちによる勉強会が開かれております。どうです？　一度ステイシア様も参加なさいませんか？」

「そうね。この国の貴族として、万が一を憂うのは当然ですものね」

　注目を集めていた四人とその他一名が消えた先を見つめるステイシアの瞳には、どこか昏くらい光が宿っていた。
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　レティシアが控えの広間からウィンを連れてくると、アルフレッドは席を空けると一言断ってから、宮殿の中にある一室へと一同を案内した。

　アルフレッドの私室の一つなのだろう。

　部屋の中央には、輝くほど磨きこまれて木目がくっきりと美しく浮かび上がった、ローズウッド製の円卓と椅子が四脚と、趣味の良い重厚感のある調度品が置かれており、白磁の花瓶には、季節の色とりどりの花が飾られている。

　ここがアルフレッドが来客を饗すための部屋であることを窺わせた。

　帝国皇太子アルフレッド・ラウ・ルート・レムルシル。

　帝国第一皇女コーネリア・ラウ・ルート・レムルシル。

　リヨン王国王太子ラウル・オルト・リヨン。

　帝国貴族レティシア・ヴァン・メイヴィス公爵令嬢。

　そこに一人混ざるウィン・バード。

　レティシアはもちろん、コーネリアに対しても、同級生であることもあって、緊張感はさほど覚えない。

　しかしアルフレッドとラウルという天上人が目の前にいるというこの状況は、さすがに緊張してしまう。

　幸いコーネリアの従士という立場なので、ウィンはアルフレッドとラウルの対面に腰掛けた彼女の椅子の後ろに立つことになる。

　コーネリアが皇女である以上、こういった場面にも慣れる必要があるのだろうが、取りあえず今はホッとする──が、コーネリアの後ろに立った時、レティシアが僅かに不満そうな表情を浮かべてウィンを見たので、ウィンは迷った末に少し動いてコーネリアとレティシアの間くらいに立つことにした。

　その様子をどこかおかしそうに見ていたコーネリアが、ウィンへと小さく微笑みを浮かべたので、ウィンも少し照れたように笑みを返した。

　四人が着席したところで、侍女が白磁器のポットからお茶をカップに注いでくれる。

　それから何やらアルフレッドの耳元で囁くと、アルフレッドが頷いたのを確認してから退室していった。

　ふとウィンが円卓の上を見ると、お茶が注がれたカップは五つ。

　従士として控えているウィンにも、お茶を注いでくれたのだろうか。

　そう考えている内に、侍女が使用人の男を連れて部屋へと戻ってきた。

　使用人の男の手には椅子が一脚。

「その椅子はレティシア殿とコーネリアの間に置いてくれ」

　アルフレッドの言う通りに椅子を置くと、侍女と使用人の男は一同に深々と礼をして退室していった。

「ウィン君も座ってくれ。立ったままではお茶も飲みづらい」

「は、失礼します」

「はい、お兄ちゃん」

　レティシアが、ウィンにソーサーとカップを差し出す。

「ありがとうございます、レティシア様」

　仕える主であるコーネリアが頷いたのを確認してから、ウィンはカップを受け取った。

「『ありがとう』だよ。私に対しては敬語禁止！」

　小さく、それでも強い口調で主張するレティシアに、ウィンは微笑むと、

「ありがとう、レティ」

「うん」

　レティシアが嬉しそうに微笑み返した。

　ウィンは内心、この場にいる緊張感で手が震えてしまい、お茶を飲む際にカチャカチャと音を立てないか心配だったが、どうにか音を立てず口へと運ぶことが出来た。

　部屋の中には五人だけだ。

　どう考えても身分違いであるウィンは、人払いをするなら自分も出て行ったほうが良いかと考えたのだが、それならわざわざラウルがウィンの事を呼んだりしないだろうし、アルフレッドも椅子を用意しないだろう。

　そしてその考えは当たっていたのか、ラウルはウィンがソーサーとカップを卓の上に置くと同時に口を開いた。

「さて……俺がこの国へとわざわざ来た理由は、レティに知らせておきたいことがあったからだ。そしてその情報は、ここにいる者たちも知っておいた方がいいと俺は判断して、アルフレッドにこの場を用意してもらった」

　そう言うと、ラウルは一同の顔を見回してから、ふぅと一つ息を吐いた。

　そしてレティシアの顔を見ると、

「レティ──サラ・フェルールを覚えているか？」

　その一言にレティシアの目がすっと細くなった。




　元セイン王国宮廷魔導師コンラート・ハイゼンベルク。

　魔力の量であればレティシアが、使える魔法の数と制御力であればティアラが、他の魔導師の追随を許さない。しかし、魔法に関しての知識であれば、大賢者として名高いティアラにも匹敵すると言われた天才魔導師。

　その彼の高弟であった女性がサラ・フェルール。




「──だったかな？　あのおよそ四十年前に起きたセイン王国滅亡を生き延びた、三人のうちの一人だね」

　アルフレッドの言葉に、レティシアは頷いた。

「サラ・フェルール……懐かしい名前」

　ラウルの口から出たその名を聞いた途端、それまで上機嫌だったレティシアが目を細める。

　それからウィンとコーネリアの二人が、サラ・フェルールという人物について知らないようなのを見て取ると、口を開いた。




「お兄ちゃん。この間二人でお芝居を見に行った時、魔王がセイン王国の国王だったメルヴィック四世の身体を器にして降臨したというのを話したよね」

「うん」

「先々代の『剣聖』だな」

　ウィンはついこの間レティシアから教えてもらったばかりの、セイン王国で起こった悲劇の物語を思い出す。

　セイン王国の英雄王メルヴィック四世の肉体に、魔王が降臨した際、奇跡的に三人だけが生き残ったと聞いた。

　まだ赤ん坊だったメルヴィック四世のひ孫の姫と宮廷魔導師、そして侍女が一人。

「魔王が降臨したその時、その場に居合わせて生き残った者が三人いたの。一人は、当時宮廷魔導師を務めていた、偉大なる天才コンラート・ハイゼンベルク。それと、彼に庇かばわれて生き残ったうちの一人が、セイン王国のお姫様だったリアラのお母さん。そしてもう一人が侍女のサラ・フェルール」

「確か、『背教者』」

　レティシアの説明にアルフレッドが思い出したかのように付け足した。

「そうだ。アルフレッドは知っていたか」

　ラウルの言葉にアルフレッドが頷く。

「まあ……さすがに、ね。エメルディア大神殿から、史上三人目となる『聖者』の称号を生前授与されながら、その裏で信者たちを大量に生贄にしたという狂人」

「そういえば似たようなお話を聞いたことがあります。確か、勇者メイヴィスが毎夜生贄を捧げていた邪教の神官を倒し、囚われていた人々を救い出したという話を……」

　ラウルとアルフレッドの話を聞き、コーネリアが口を挟む。

　その話はウィンも聞いたことがあるほど、勇者メイヴィスの物語では有名なエピソードの一つだ。

「もしかしてその邪教の神官とは、サラ・フェルールさんのことなのですか？」

「世間一般には隠されている話だよ。まさか、大神官様によって生前授与という栄誉を与えられた『聖者』の一人が、生贄の儀式を行っていたなんて言えないから」

「対魔大陸同盟軍が劣勢だった時期の話だからな。主導権を握っていたエメルディアは、大神官が認めた『聖者』サラの起こした事件を、邪教集団が行っていたとでっちあげたんだ。教会にとって都合の悪い事実を隠すためにね」

　アルフレッドの後を継いで、ラウルが嘲笑混じりに言う。

「ついでにレティが邪教の教祖を倒したことにしてしまえば、勇者と神殿への信奉も深まり、おまけに大量の寄付も期待できるってことさ」

　神の名を使って好き放題しやがって、とラウルは吐き捨てた。

「でも、どうして今になって『背教者』サラ・フェルールなんて名前が君の口から出てきたんだい？　だって彼女は──」

「私が──」

　ラウルへと問いかけたアルフレッドの言葉を遮るようにして、レティシアが静かに口を開く。

　だが、レティシアはその先の言葉を発する前に、ウィンへと視線を移して、ためらうように間を空けた。

　それに気付いたウィンは、何も言葉を発せず、ただ彼女の顔を見て頷いた。

　レティシアも頷くと、スッと正面を見ながら口を開いた。




「私がサラ・フェルールを殺した。サラ・フェルールを信奉している集団を潰し、そして集団を統率していた彼女を、確かに私が殺したわ。あの日、あの場所で──」




　波によって削られ、断崖絶壁となった岬の先端。

　そこにひっそりと作られた石造りの小さな祠ほこら。

　祀まつられている神が何だったのかはわからない。

　その祠に静かに祈りを捧げている、白一色の質素な聖衣に身を包んだ年老いた女司祭。




『教会に寄付をして神様にお祈りを捧げた所で、私たちに何かをしてくれた？

　彼らは何もしてくれないわ……。

　人も、軍も、国も、そして神様も。

　愛する家族を奪われて、生まれた故郷を失って──。

　生きる理由を失った人に、私は掛ける言葉が見つからない。

　本当はね、私も同じなの。

　この世界に生きる理由を失っていたのよ。

　でもね、そんな私の言葉を聞いて、涙を流して、生命を託してくれる人がいるの。

　だから私は戦う──たとえ、それが許されざる方法であったとしても。

　それが私の生きる理由なのだから……』




　老司祭サラ・フェルールは、信じる神に祈りを捧げた後、静かに立ち上がって祈りが終わるまで待っていたレティシアに静かにそう語った。

　数百人もの信徒を邪神への生贄としてきた狂人と知らなければ、穏やかな微笑みを浮かべた彼女の姿は、まさに『聖者』と呼ぶに相応しい姿だった。




　目を閉じれば今でも鮮明にあの日の光景と彼女の姿が蘇る。

「最近俺の国であいつらの残党らしき連中が、また何か動いている気配があるんだ」

「残党？」

「実は、コンラート・ハイゼンベルクの遺産が盗まれた」

「まさか!?」

「頭は潰したけど、組織としてはまだ生き残っていたようだ。急激に勢力を伸ばしてきていることに気づくのが遅れた。俺の落ち度だ、すまん」

　と、ラウルが頭を下げる。

　そのラウルを見ながら、レティシアが難しい顔で考え込んだ。

「あの……そのコンラート・ハイゼンベルクの遺産とは、具体的にはどういったものなんです？」

　コーネリアが小さく右手を上げてラウルに尋ねた。

「元セイン王国宮廷魔導師コンラートが記し、『背教者』サラ・フェルールによって奪われた、召喚魔法の実験記録だ。サラを殺した際、俺が代表して管理封印を任されていたのに」

「召喚魔法ですか？」

「そんなものがあったとは、僕も初耳だよ」

「俺たち四人で隠したからな」

　ラウルはレティシアを見た。

　レティシアが考え込んだまま微動だにしないのを見て、ラウルが言葉を続ける。

「レティ、ティアラ、リアラ、そして俺。サラを殺した時、この遺されたコンラートの遺産をどうするべきか、四人で話しあって決めたんだよ」

　戦争の主導権を握っていた神殿は信用できない。

『世界樹の守り人』であるハイエルフもまた、なまじ魔法の知識を持つ者が多いため、誤って封を解く者が現れかねない。

　そこで剣術のみを追い求める、代々の『剣聖』が遺産の管理をしようということになったのだが──。

「腕が立ち、信の置ける者の手で厳重に管理していたのだが……」

　異変を知り、遺産を隠していた場所へと駆けつけたラウルの目の前に、無残に殺された部下たちの遺体が転がっていた。

　相当な手て練だれの仕業。

「ラウル君。そのコンラートの遺産──召喚魔法とはどういったものなんだい？」

「そうだな、どう説明すればいいか……」

　ラウルは腕を組んで首を傾げた。

「アルフレッドも知っての通り、各国の王室関係者、もしくは要人にしか知らされていない情報に、魔王はセインの英雄王メルヴィック四世の肉体を器として降臨したというものがある。コンラートはそこに注目したんだ」




『魔王が人の肉体を器とすることが出来るのなら、他の上位存在を人の身へと降ろすことも出来るのではないか』




　コンラートはエメルディア大神殿によって保護され巫女みことなっていたリアラ・セインを誘拐した。

　英雄王とまで呼ばれたメルヴィック四世の血を継いだリアラを器とし、神もしくは上位精霊を降臨させ、その力を使って魔王を滅ぼして英雄王の魂を救う。

　多くの人体実験と検証を繰り返し、そしていざ主筋だった者の娘を生贄に儀式を行おうとしたコンラートは、間一髪のところで現れたレティシアによって止められた。

　犠牲を払わずとも、レティシア・ヴァン・メイヴィスという魔王と対を為す勇者が現れたことを知ったコンラートは、自らが編み出した召喚魔法を封印することにしたのだが──。




「そのコンラートを殺し実験記録を奪ったのが、彼に命を救われた侍女サラ・フェルールだ」




　サラはまだ赤ん坊だった姫と共に、エメルディア大神殿にその身を寄せると、信仰に身を捧げながらコンラートの高弟として魔法の研究を重ねていた。

　その傍ら、魔物によって被害を被こうむった地方を回り、多くの人々を救済した。

　やがてエメルディア大神殿からその功績が認められ、彼女は『聖者』の称号を生前授与されたのだが──。

「サラの真の目的は魔族の研究と、復讐のための魔法の研究だったんだ」

「その復讐のために彼女は命の恩人であり、魔法の師匠でもあったコンラートを殺したのですか？」

　ラウルの話を黙って聞いていたコーネリアが尋ねると、ラウルは頷いた。

「光に対しては闇が。魔族という存在に対しては精霊が。そして魔王に対しては勇者があるように、物事には対となっている存在がある」

　ウィンとコーネリアは、目を閉じて言葉を選ぶように語るラウルの話をじっと聞く。

「ならばこの世界を創生したと言う、女神アナスタシアに対する何かというのもきっと存在する。創世に対する言葉は破壊。つまり──破壊を司る神がいるのでは、とサラ・フェルールは考えていたんだ」

「サラは、その破壊を司る神を召喚しようとしたのよ」

　ラウルの言葉をそれまで考え込んでいたレティシアが継いだ。

「ですが、破壊を司るなんて、そんな物騒な神様を召喚した所で、人間の言い分を聞いてくれるものなのでしょうか？」

　どこか自信無さげな調子で、コーネリアが口を挟んだ。

　その破壊神とやらを召喚した所で、とても人間が手に負えるような存在とは思えなかった。

　むしろ魔王に類する存在が増えるだけではないだろうか。

　そのコーネリアの疑問に、レティシアが答えた。

「サラを信奉した人々の多くが、北方の出身者や難民だった。サラはね、魔物によって滅ぼされた北方の国々を回り、その地に住む人々の絶望を見たの。そして彼らの願いを聞くと共に、彼女自身も望んでいたことを叶えようとしたのよ。生まれ故郷を失い、愛する人や家族を失い、全てを失った人々が望んだこと──それは破壊神によって、滅ぼされた後に生まれると信じた新世界──」

「全てを失い、生きる希望を無くし、この世界に対して絶望していたんだろうな」

　ため息を吐つくようにしてラウルが言う。

「でも、全ての人たちがそう望んでいたわけじゃないはずです。そんな人たちも巻き込んで世界を滅ぼそうというのは間違っていると思うのですが」

　ウィンの言葉にレティシアが頷いた。

「そう。だから潰した。私がサラを殺した」

「まあ人間が器じゃあ、創世神アナスタシアに匹敵する程の破壊神みたいな大物を召喚できるとは思えないし、眷けん属ぞく神しんが精々だったとは思うが、世界を滅ぼしかねない脅威ではあるよな。もっとも、眷属神にも魔王を滅ぼせる力があるかどうかは定かじゃないが」

　言ってラウルは肩をすくめた。

「つまりサラ・フェルールの信者たちの考えは、どうせ魔王によって滅ぼされるのなら、破壊神によって滅ぼされたほうが後腐れも無く、世界の再生が行われるだろう、というものだった。そういう集団だったのさ」

「破壊神信仰……か。にわかには信じられないお話ですね」

　お茶のカップを見つめながら、コーネリアが重い溜息を吐いた。

　破壊から始まる救世の教え。

　この場にいる者には、到底受け入れがたい考えだった。




「全てを失えば、そういう考えに辿り着くものなのでしょうか？」

　ウィンは当たり前のようにすぐ傍に腰掛けているレティシアを見た。

　ウィンには血の繫がる両親はいない。

　だが、『渡り鳥の宿木亭』で運良く養ってもらえ、そして彼女に出会えた。

　一度はレティシアと離れ離れになったものの、今はこうしてあの頃と同じようにすぐ傍にいる。

　ウィンにとって最も大切な人。

　そのレティシアをもしも失うことがあれば、ウィンも同じ考えを持つようになるのだろうか。

「俺にもよくわからん──が、少なくともあの時代、あの北方に住む人々は、それほどまでに追い詰められていた。一度世界もろとも壊して、やり直したいと思わせるぐらいに。だが、いま動いている奴らにそういう思いがあるとは思えねぇんだ。俺の勘だけどな」

　そう言うとラウルは残っていたお茶を一息に飲み干した。

「しかし、ラウル君たちが隠していたコンラート・ハイゼンベルクの遺産について、これは大きな問題だよ。国際問題だ」

「そのことに関しては弁解の余地もない」

「帝国でも早さつ急きゆうに対策を講じる必要があるね。この貸しは大きいよ？　ラウル君」

「わかっているさ。わかった上で知らせておかねばならなかった。その辺りの話は後で話そう。とりあえずレティ。もしも本気であいつらがサラの考えと同じことをしようとしているのなら、邪魔になるのは多分お前と俺たちだ」




　アルフレッドの私室を辞した後、ウィンとレティシアはコーネリアに招かれて、後宮にある彼女の私室へと向かった。

　途中、大広間の方からは晩餐会のざわめきが漏れ聞こえていた。

　夜も更けつつあったが、どうやらいまだ盛況の様子だった。




「『剣聖』ラウル・オルト・リヨン様でございますか？　私もお会いしてみたかったですわ」

　三人のために、お茶と焼き菓子を用意してくれた侍女のメアリが、コーネリアからラウルの事を聞くと、どこか弾んだような声で言った。

「レティシア様が凱がい旋せんされ、ラウル様も我が国へと参られた際は、丁度コーネリア様が体調を崩されていましたので、私は凱旋式典を見に行くことが出来なかったのですよ」

「……ごめんなさい」

　メアリの声音が心底残念な響きを伴っていたので、コーネリアがしゅんとしてメアリに謝った。

　それを見てウィンとレティシアが笑う。

　先程のラウルの話を聞いて、暗くなっていた気分を晴らしたかったのだ。




「二人組の不審者を追っていたら、突然現れて、その不審者を倒してしまったのですよ。その後、俺にも襲い掛かってきて。逃げる隙も見つけられないし、凄く強くて。そしたらレティが駆けつけてくれて、ラウル様だと知ったんだ。本当に驚きました」

「ラウルは式典の時にお兄ちゃんの事を知ってから、帝都にいる間中、ずーっと会いたい会いたい、戦いたい戦いたいって言ってたの。リヨンに帰る時になっても、戦うまで帰らないって言い張って。結局、リアラに無理矢理首根っこ引きずられて、連れ帰られたわ」

「え？　そうなの？」

　ウィンの頭の中に首根っこを女性に引っ摑まれて、ズリズリと引きずられていく、ラウルの姿が浮かんだ。

　ウィンの中では、大陸最強の『剣聖』のイメージが絶賛崩壊中である。

「勇者様、聖女様、大賢者様は女性ですから、やはり唯一の男性であるラウル様に憧れる者は多いかと。しかも大国リヨンの王子様で、背もスラリとお高く精悍な容姿でいらっしゃるとか……」

「ええ。メアリの言う通り、確かに凜々しさと優しさを兼ね備えた目の、まさに英雄という風格が漂う方にお見受けしましたわ」

　メアリはコーネリアの言葉に「やっぱり！」と声を上げ、どこかうっとりとした目つきで、見ることが出来なかったことを悔しがっている。

　その横でウィンとレティシアは首を傾げていた。

「え？　……あれが？」

　ウィンの隣では思わずといった感じで、ボソリとレティシアが呟いていた。

　ウィンも晩餐会で見たラウルの印象よりも、最初に出会った時のイメージのほうが強い。

　背こそスラリと高く、鍛えあげられた肉体をしていたが、髪はぼさぼさで無精髭を生やしたとっぽい感じの兄ちゃんといった印象だ。

「ラウル様に憧れている女性は、私も含めてとても多いんです。あの方の肖像画をこっそりと持っている方も多くいらっしゃいます。そういえば、以前コーネリア様の配偶者候補として、ラウル様の肖像画も贈られてきたはずですよ。ご覧になられます？」

「へぇ。あいつ、リアラがいるのにコーネリアさんにも……」

「ま、まあ、そこは大きな国の王太子様ですから」

　どこか、平坦な声になったレティシアに、コーネリアが困ったような顔をして庇った。その間にメアリはいそいそと退室すると、しばらくして一枚の額縁に入った絵を持って戻ってきた。

　随分前に、ウィン、レティシア、コーネリア、ロックの四人でお茶をした時に見せられた絵画のうちの一枚らしい。

　あの時はロイズの肖像画のインパクトが強すぎて、他の配偶者候補の印象は薄かったが、どうやらあの中にラウルの肖像画も含まれていたようだ。

「こちらでございます」

　メアリが卓の上に肖像画を広げ、一同はその絵を覗きこんだ。

　そこには涼しげな目元で鼻筋がすっと通り、口元にはどこか余裕ありげな笑みを浮かべた、整った容貌の青年が描かれていた。

「確かに……ラウル様だ」

「まあ……確かに女の子にはもてていたけど」

　レティシアがどこか渋い表情を浮かべて言った。

　こうして肖像画にして描かれると、英雄としての風格が見て取れる。




　その後、以前見せてもらったロイズの肖像画について盛り上がったり──以前と違い、上司でもあったし顔見知りとなったので話題にしやすかった──今日の晩餐会の話を、レティシアとコーネリアから聞いたりと楽しく時間を過ごした。




　その一方、アルフレッドの私室では、レムルシル帝国皇太子とリヨン王国王太子との間で、軍事同盟の密約が交わされた。




　近い内に皇太子アルフレッドと皇女コーネリアが、秘密裏に軍事同盟の調印のため、そして表向きは両国の親善のために、リヨン王国を訪れることが決まった。
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「生命が惜しければ、降伏したほうが身のためですよ」

　ケルヴィンがたった今、人一人の首を簡単にはねたとは思えない程の軽い口調で、目の前で仲間を殺されて立ち尽くしている男たちに言った。

　騎士剣を軽く振って血のりを飛ばし、剣の腹で肩をポンポンと叩いている。

　ケルヴィンの起きているのか眠っているのかわからないほど細い目は、明らかにこの状況を楽しんでいるように笑っていた。

「あー、悪いことは言わんからー、おとなしく武器を捨てたほうがー、身のためだぞー。そいつは頭がおかしいからー、殺やるといえば本当に殺るぞー」

　一本道の路地で、男たちの背後に逃げ場を塞ぐようにして立っているロイズが、どこか適当な口調で男たちに告げる。

「頭がおかしいはひどいですね、隊長。まあ、抵抗したら殺すことは否定しませんけど」

「そんなこと、嬉しそうに言わないでください。怖いですよ、ふくちょー」

　ロイズの後ろで、剣を片手に持ってぶらぶらさせているリーノが文句を言った。

　前方をケルヴィンが、そして背後をロイズ、ロック、リーノ、ウェッジの四人が塞いでいる。

　男たちの人数は七人。

　荒くれ事に慣れているとはいえ、魔法を使って身体能力を大きく引き上げている騎士たちと、一般人である男たちとでは勝負にならない。

　前方で立ち塞がっているのは、ケルヴィン一人。

　だが、後方を塞ぐ四人よりも、ケルヴィンの殺気のほうが男たちに恐怖を与えた。

　佇むケルヴィンの前には、倒れ伏した仲間の身体。

　足元には転がり落ちた不幸な仲間の頭が、目をカッと開いたままの状態で丁度男たちのほうを向いていた。

　壁には噴き出した血のりがベッタリと貼り付き──。

「……くそ」

　弱々しく呻うめいて、男たちは手にしていた粗末な武器を落とす。

「賢明な判断で何よりだ。ウェッジ、ロック。こいつらを縛りあげろ。リーノ、武器を纏めて置いておけ。後で衛士隊に引き渡す」

　ロイズが命令する。

「もう少し根性を出して、反抗して欲しかったですね……」

　さも残念そうに言いながら、ケルヴィンがロイズの所へと歩いて行く。

　ケルヴィンの、噓が一切混じっていないその台詞を聞いた男たちは、震え上がった。

　素人に近い彼らであっても、ケルヴィンが身にまとっている尋常ではない殺気は、ビリビリと感じ取れていた。

「ご苦労だったな」

「いえいえ。最近、斬っていませんでしたからね。本音を言えばもう少し……」

（誰だよ、この人を後方任務に就けたのは）

　その言葉に、ロイズ隊の全員が内心でそう思った。

　ロイズは、ザウナスが幕僚となる前からケルヴィンと、先輩後輩として付き合ってきた仲だが、その彼ですらケルヴィンが体制側で良かったと思う。

　犯罪者として野放しにしておいたら、これほど危険な男もいないだろう。

「んー、まあさて、お前たちが人を拐かどわかして売り飛ばしていたことは、もうすでに調べがついている」

　気を取り直して、ロイズは縛り上げられた人ひと攫さらいの男たちに尋問を開始する。

　反抗的な態度を取るようであれば、拷問もためらわないつもりだったが、ケルヴィンがよほど恐ろしかったのか、男たちは素直にロイズの質問に答えてくれた。

　もっとも、ロイズたちが欲していた、ベーモンド伯爵家のイザレア嬢誘拐事件に関しての情報は得られなかったのだが。

「き、貴族の姫さんのような上玉を攫えたら、今頃はこんな所をおさらばして、もっと良い生活を送ってらぁ……」

　と言った男たちの言い分にも一理ある。

　結局、他に誘拐に手を染めているような組織を、幾つか聞き出せただけだった。

「たいちょー、こいつらどうするの？」

「さっきも言ったが、衛士隊に引き渡す。そうだなあ、ケルヴィンとウェッジとで詰所にまで連れて行ってくれ」

「え？　私ですか？」

　ケルヴィンが驚いたように問い返し、ウェッジは軽く頷いた。

「役所は苦手なんですけどね」

「文句を言うな。誘拐団のほうが人数は多いからな。いつものようにウェッジとリーノを組ませて役所に連れて行かせたら、逃げられてしまう可能性がある」

「いえ、ですがそれでも二人というのは結構厳しい──」

「途中で逃げ出すような素振りを見せたら、手足の一本ぐらい斬り落としても構わん」

　その言葉を聞いて、ケルヴィンがニヤリと笑みを浮かべた。

「足を斬ってしまったら、担いで連れて行く必要がありますので、腕にしておきますよ」

「に、逃げねぇ！　逃げねぇからやめてくれ！」

　ケルヴィンがにやりと笑みを浮かべて言った言葉に震え上がる誘拐団の男たち。

　縄で縛られたあと、一本のロープで繫がれた男たちは、そのロープの端を持つウェッジに引っ張られるようにして歩き出す。

　その足取りは、最初は重たいものだったが、背後でケルヴィンがカチャッと小さく鍔つば鳴なりを立てると、足をもつれさせながらもさっさと歩き出した。

「よし、じゃあロックとリーノ」

　その後ろ姿を見送ったロイズは、残った部下へと向き直った。

「私たちは奴らのアジトの家や捜さがしをするぞ。奴らは誘拐以外に、窃盗もしていたようだ。そこでロック。商家出身のお前なら、目利きも多少出来るだろう？　盗品臭い金目の物があれば押さえておくように。それからリーノの実家は、薬くす師しだったな？　薬関係の知識もあるんだろう？」

「たいちょー、どうしてそれを？　はい、多少であればわかります」

「禁制の薬などがあるかもしれん。それとまだ、誘拐された者が中に取り残されているかもしれない。被害者が女性なら、基本お前に任せる。まだ残党が残っているかもしれん。十分気をつけろよ」

（まあ、家捜しした所で、大した情報は摑めんだろうがな）

　そう思いながらも、ロイズは誘拐団がアジトにしていた廃屋、その中に作られていた地下室への階段を降りていく。

　途中息切れを起こし、部下の二人に心配されながら──。
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『渡り鳥の宿木亭』の食堂。

　最近、ロイズ隊の詰所に泊まりこむことが多かったロックが、久々に寮の部屋に帰ってきていたので、ウィンはロックを誘って、夕食を食べに来ていた。

　騎士学校に出席していたコーネリアと、レティシアも一緒だ。

「ウィンとレティシア様って、本当にここへよく食べに来てるよな」

　ロックが鶏肉にフォークを突き刺しながら言った。

「まあね。俺はランデルさんが作る料理を食べて育ったからなぁ。やっぱり、ここの料理が一番美味しいと思う」

「うん。私も、何だかんだで、お兄ちゃんと一緒によくここで食べさせてもらってたから、ここの味が一番好きかな」

　ウィンとレティシアは顔を見合わせて笑う。

「確かにここの飯は美味いと思うけどさ。レティシア様はお家で、もっと美味しいもの食べてたんじゃないんですか？」

「うーん……私はお家にあまり良い思い出がないから。お兄ちゃんと一緒に食べてたランデルさんのご飯が好きなんだよ。それに、お家だと確かに美味しいんだけど、出来たてじゃないから冷めちゃってるんだよね」

「へえ、おふくろの味ならぬ、親父の味ってやつか。コーネリア様は、ここの料理とかお口に合います？」

「皆さんが美味しいと思うものは、私にだって美味しいですよ」

　上品にスープを掬すくって飲んでいたコーネリアが微笑んだ。

「確かに一流の料理人が作った料理も美味しいですけど、ランデルさんの腕も決して負けてないと思います」

　その言葉にウィンは頷いた。

　帝都の大通りに面した場所に店を構えているのだ。

　労働者や冒険者、傭よう兵へい、行商人と、決して上品な客層とは言えないが、数々のライバル店を尻目に繁はん盛じようし続つづけている理由は、ランデルの料理の腕の良さにあった。

　ランデルはとりわけ煮込み料理を得意としており、シチューなど持ち帰りを頼む者がいるほどだ。

　今はその味を長男のマークが受け継ぐべく、毎日ランデルから仕込まれている。

「そういえば。いまロックたちは誘拐事件について調べてるんだろ？」

「ああ」

「ちょっとロックにも聞いておいて欲しい話があって」

　ウィンは料理を運ぶために盆を抱えて卓の間を行き来しているセリを呼んだ。

　呼ばれたセリは、ウィンから、市場で聞いた、貧民街で最近起こっているという失踪事件のことを話して欲しいと言われると頷き、話し始めた。

「私が行く市場のお店の方で、城壁の外で農園を営んでいる方がいらっしゃって、その方からお話を聞いたのですが、ここ最近、貧民街で子どもや他所から流れこんできた人たちが、何人も行方不明になっているらしいんです」

　もともとウィンがロックを誘って『渡り鳥の宿木亭』に来たのも、この話を思い出してロックに聞かせたかったからだ。

「実はうちの宿に泊まっていた、傭兵のお仕事をされていた女性のお客様も一人、行方不明になっているんですよ」

「傭兵をしていたのなら、仕事で旅立ったとかじゃ？」

「いえ、それが荷物も結構な額のお金も残されたままなんです」

「傭兵か……仕事柄、怨恨などで闇討ちされたとかも考えられそうだけど。わかった。あとで衛士隊にそれらしい事件がなかったか聞いてあげる」

「ありがとうございます」

　セリはロックに頭を下げると、注文したいと声を掛けて来た他の客の元へと、パタパタと歩いて行った。

「この件も、以前俺を襲ってきた連中と同じ組織の犯行じゃないのかな？　傭兵をしているような腕に覚えのある人物を誘拐するのは、危険が大きすぎて、金銭目的とはちょっと考えにくいよね」

　ウィンは、忙しそうに卓の間を行き来しているセリを、目で追いながら言った。

「誘拐されたベーモンド伯爵家のイザレア嬢も准騎士位だ。当然魔法戦闘もできる。そのセリさんの知り合いだという傭兵さんが、誘拐されたのかどうかは知らないけど、イザレア嬢を誘拐できるほどの実力、もしくは組織なら、確かに相手の腕が少々立つくらいなら問題なさそうだぜ？」

「でも、わざわざ腕が立ちそうな人を狙う意味がわからないよ。もっと危険の少ない人を襲えばいいじゃないか」

「そうなんだよなぁ」

　ロックが頭を抱えて、卓の上に突っ伏す。

「貧民街で行方不明者が多く出ているというのは、何か関係があるのかな？」

　ウィンとロックの会話に、レティシアが口を挟んだ。

「貧民街で発生した、行方不明者の追跡調査とかはしていないからなあ」

　ロックはフォークを口に咥くわえたまま天井を見上げた。

　衛士隊から、貴族令嬢の誘拐事件捜査の依頼を受けた騎士団は、最初は身代金目的の誘拐とばかり思っていたからだ。

　その後、誘拐犯からの要求が来ないことから、現在は、貴族や上流階級の娘を狙った、人身売買組織の犯行の線で調べていた。

　上流階級層の娘というだけで、需要があるのだ。

「それに貧民街だと、人買いとか人さらいは多いからなあ」

　帝都の城壁の外部に広がる貧民街では、流れ着いた難民たちが廃屋のような小屋を建てて住み着き、帝都外壁の陰や路上で生活している者も多い。

　食い詰めた人々が流れ着く場所だけあって、犯罪者の巣窟でもある。

　人の流入、流出が激しく、行方不明者が果たして自分の意思で別の場所へ行ったのか、それとも人攫いにあったのかは判断し難いのだ。

「貧民街か。そこでの失踪事件は日常茶飯事過ぎて、衛士隊も把握できているかどうかわからない場所だよね。そもそも外壁の外で難民だと、衛士隊の管轄外だろうし」

　ウィンの言葉にロックが頷く。

「貴族のご令嬢を誘拐できるほどの組織といったら、噂になりそうなんだけど、まるで手がかりがない」

「他の貴族が襲われたとか無いの？」

「貴族じゃないけど、侍女や使用人が姿を消したというのならあった。それもここ一月以内に頻発してるんだ。それにウィンの件もあったしな。家出の線はちょっと考えられないと思ってる」

　まあ隊長に報告はしてみるよ、と言いながらロックはスープを飲み干した。それからスプーンを置くと、

「そういえば、ウィンはいつ帝都を出発するんだ？」

　と聞いた。

「え？　ウィンさんは帝都から離れるんですか？」

　丁度そこへ通りかかったセリがびっくりしたような顔でウィンを見た。

「ああ、別にどこか別の任地に行くとかじゃないよ。ちょっとリヨン王国へ行くことになるかもしれないんだ」

　ウィンが笑って言うと、セリは、そういえばと何かを思い出すような表情を浮かべた。

「皇太子殿下と皇女殿下が、リヨン王国へ親善訪問されるとか。もしかしてウィンさんも同行されるんですか？」

「よく知ってるね」

「街で噂になっていますよ。皇子様と皇女様の護衛をされるんですか？　それって凄いんじゃないですか!?　皇子様ですよ？　皇女様ですよ？　うわあ、凄い！　凄い！」

　興奮のあまり、セリが身を乗り出して大きな声を出した。

「私、帝都に来るまでは、村とネストの町しか行ったこと無かったから、皇族の方なんて見たこと無いんです」

　リヨンへ発たれる時パレードがあるのかな？　見たいな？　でもお仕事あるよね？　と、一人悶々としているセリ。

「皇族の方を、近くでご覧になられたことあるんですか？」

「うん、まあ」

　ウィンとロック、レティシアの視線がコーネリアへと向かう。

　その皇女ご当人であるコーネリアは、澄ました顔で自分のシチューをつついていた。

「うわあ、凄いなあ。やっぱり皇子様とか皇女様って憧れちゃいます。よく村の子たちとお姫様ごっことかして遊んだなあ」

　セリが懐かしそうに笑った。
















「女の子なら、やっぱり誰でも憧れますから」

　そのセリの言葉に、コーネリアもちょっと困ったように笑っていた。

「多分、当日は大通りを通られますよ。皇女殿下は、恐らく輿こしの外へは出られないかと思いますけど、皇太子殿下は顔をお見せになられると思います」

「見られるといいです」

　コーネリアがそう言うと、セリは笑って答えた。




　食事がすむ頃には『渡り鳥の宿木亭』の喧騒も落ち着いてきた。

「手伝いますよ」

　ウィンはハンナにそう申し出ると、厨房の中へと歩いて行った。

「あら、ウィン。今日も手伝ってくれるのかい？　助かるねぇ」

「何します？」

「じゃあ、セリちゃんと一緒に、空いた卓から食器なんかを洗い場へ下げてくれるかい？」

「わかりました」

　食堂での料理運びや注文取りといった仕事が落ち着いたセリは、客が帰った卓の食器を次々と厨房の奥にある洗い場へと下げていた。

「手伝うよ」

「そんな。ウィンさんはお客様なのに」

「もともとここに住み込みで働いていたからさ。どうも身体がうずくんだよね」

　笑って言うと、ウィンも次々と空いた食器などを片付けだす。

　ウィンとセリが並んで食器を運んだり、卓を拭きあげている様子を見つめていたレティシアは、ふうっと小さく息を漏らした。

「……私もお料理とか覚えてみようかな」

「え!?」

　ロックが思わずといった感じで、レティシアを見た。

「そうですね……ああいった光景を見ると、少し憧れちゃいますね」

　コーネリアもレティシアと同じく、ウィンとセリの二人が洗い物を下げているのを見つめていた。

　ウィンがセリと他愛ない話をしつつ──あくまでも作業に関しての話だったが──楽しげに仕事をしている。

　その様子をどこかそわそわしながら見ていたレティシアは、やがて居ても立ってもいられなくなったのか席を立った。

「お兄ちゃん、私も一緒に手伝う！」

「あれ？　レティも手伝うの？　だけどレティ、せっかくの服が汚れるぞ」

「大丈夫、気をつけるから」

　レティシアはウィンと同じように袖を捲まくると、食器を片付け始めた。

　彼女も幼い頃、ウィンにくっついて手伝いをしていたので慣れたものだ。

　まだ残っていた店の客たちの視線が、レティシアへと集まっていた

　レティシアとコーネリアは、ちょっと市し井せいでは見られない気品のある雰囲気を醸し出していて、その容姿も優れている。

　食事中どころか入店した時から、あからさまではなかったがちらちらと、どこか遠慮がちな視線を集めてはいた。

　しかし、さすがに店の手伝いまで始めてしまうと、店内中の客の視線がレティシアへと集まる。

「でも、さすがにちょっかいかけるような奴はいねぇな」

　ロックが呟く。

　酒で酔っ払っている者も結構いたが、セリには下品な言葉を投げかけたり、露骨に身体に触ろうとしたりするものの、レティシアに対しては傍を通っても目で追いかけるだけだった。

　どこから見ても貴族のお姫様然とした雰囲気を纏っているレティシアが凄いのか。

（まあ、多分触ろうにも触れることすらかなわないだろうけど）

「しかし、レティシア様は、大好きな兄貴を取られそうな妹みたいにしか見えないな……」

「私にも兄が二人いますけど、あまりそんな気持ちになったことはないです。でも、ロックさんのおっしゃりたいことも何となくわかる気がします」

　コーネリアは言うと、セリと競うようにして、ウィンと並んで食器を下げているレティシアを見ながら微笑む。

　だがその微笑みはロックの目には、どこか切なそうに見えた。
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『渡り鳥の宿木亭』を出る頃にはすっかり暗くなっていた。

　コーネリアを宮殿まで送り届けると、騎士学校の寮住まいであるウィンとロック、レティシアの三人は大通りを歩いていた。

　夕食時は過ぎているが、まだまだ酒場や食堂から帰る人影がチラホラと見て取れる。

「なあ、さっきの話だけどさ。皇太子殿下とコーネリア様の親善訪問。あれは表向きで、実はペテルシアに対しての軍事同盟を結ぶという噂は本当なのか？」

「さあ、噂は俺も聞いたけどね。ロックのほうこそ、隊長から話を聞いたりしていないの？」

　ロイズは、騎士としては十騎長と、決して高い地位にあるわけではないが、伯爵ゆえかアルフレッドと懇意な関係にあることを二人とも知っていた。

「どうなんだろう。今は隊長も誘拐事件にかかりきりだよ。そういう話は一切しないし。レティシア様は、やっぱりウィンの奴についていくんですか？」

「私はどちらかというと、親善訪問の一員という形で参加するんだと思うよ」

　レティシアは後ろで手を組んで歩きながら答えた。

「ラウルは私の仲間だったし、旧交を温めるという名目で行くことになるんじゃないかな」

「コーネリアさんとレティが行けば、リヨン王国の人たちの帝国に対する印象も良くなるだろうしね。二人とも美人だし、異国のお姫様と勇者様なんだから──」

　そこで急にウィンが押し黙った。

　真剣な顔つきになり、目を細めて、どこか遠くを見るような目になった。

　纏う雰囲気が一変したのはレティシアもだ。

「悲鳴？」

　小さく呟いたレティシアは、すぐに横の路地へと飛び込んで走りだした。

　その背中をウィンが追う。

「なんだ？」

　二人より先を歩いていたため悲鳴を聞き逃したロックが慌てて二人の後を追った。

　狭い路地、そこかしこに木樽や木箱、ゴミなどが散乱し、足元も暗く、下手に走ると躓つまずきかねないのだが、レティシアは速度を落とさずに悲鳴が聞こえた方へと走り、その背後にぴったりとウィンがついて走る。

（くっそ……はええ！）

　胸中でロックは感嘆する。

　ウィンとレティシアの二人は、幼い頃から暗い夜道を走り回っていたので、暗がりを走るのに慣れているのだ。

　夜道に不慣れなロックと二人の距離がどんどん開いていく。

「レティ、先頭代わって！　今のレティより俺のほうが道を知ってる！」

　ウィンが前を行くレティシアに叫んだ。

　四年間旅に出ていたレティシアよりも、ウィンのほうが道に詳しい。

「お兄ちゃん、また悲鳴が聞こえたよ！」

「こっちだ！」

　ウィンがレティシアと入れ替わって先頭に立って走る。

　その二人の後を少し離れてロックが追いかけた。

　最初の悲鳴は聞き取れなかったが、今の悲鳴はロックの耳にも届いていた。

　──この先で誰かが襲われている！

　路地を抜けた先には、空き家を取り壊してできたと思われる広場があった。

　崩された石壁の破片がまだ空き地に幾つも転がっており、ぐったりした人影を引きずって行こうとしている数人の人影が見えた。

「何をしている！」

　ウィンの怒声に人影のうち四人が、白刃を振り上げて襲いかかってきた。

　接近してきた男たち、ほぼ全員が中肉中背の身体つきで、黒っぽい色の服を身に着けており、顔は覆面をしていて目だけしか見えない。
















（前に俺を襲ってきた連中と似ている！）

「お兄ちゃん！」

「レティ！　殺すな！」

　ウィンに続いて路地を抜け出たレティシアが、ウィンに向かおうとした男たちの間へと突っ込むと、襲いかかってきた黒ずくめの男たちのうち三人もの気を引いてくれた。

　男たちの剣が青白い光を放っている。

（こいつら、魔法を使う!?）

　騎士剣と同じように、剣に魔力が通されている。

　騎士相手の戦い同様、力比べでは不利を悟ったウィンは、男の振るった刃を剣身に滑らせるようにして受け流す。

「ちっ！」

　舌打ちをして、男が再び剣で切りかかってくる所を、仰のけ反ぞるように一寸の見切りでかわして、さらに突きこんできた所を剣で打ち払った。

　連撃を全て防がれてしまうと、男は少し間合いをとって剣を構えた。

　ウィンの剣も魔力が通されて暗闇の中、青白く輝いている。

　男にもウィンが騎士、少なくとも魔力を剣に通せる魔法を使える相手だとわかったのだろう。

「ウィン！」

　そこへ遅れて到着したロックの叫び声。

「ロック、俺はいいから逃げている奴らを！」

「わかった！」

　一対一であれば《身体強化魔法》を使った騎士であろうとも、防御に徹すればそう後れを取ることはない。

　ロックはウィンの横を通り抜けて、ぐったりとした人影を引きずっている者たちが消え去った道の方へと走って行く。

　その後を追わせないようにウィンは目の前の男を牽制しながら、チラリと横目で三人もの気を引いてくれたレティシアを見た。

　レティシアの真の力であれば、三対一であろうと、三が百倍になろうと、正面から戦って負けることはまず無いが、それでも心配になってしまう。

　もっとも、その心配は杞き憂ゆうであり、ウィンの視線の先ではすでにレティシアが二人を打ち倒し、最後の一人を無力化しようとしているところだった。

　ウィンと同じようにレティシアへと注意を向けた男が、わずかに狼狽したような気配を見せる。

　ウィンとは逆で、華きや奢しやで儚げな少女にこうも短時間であっさりと、仲間が次々と倒されてしまうとは思わなかったのだろう。

　動揺しているのが見て取れた。

　その隙を狙いウィンが攻勢に出た。

　男の無力化を狙って、剣を叩き落とそうとする。

　しかし、すんでのところで我に返った男は、逆に思いっきりウィンの剣を打ち払ってみせた。

「ぐっ……」

　手が痺れるほどの重たい衝撃。

《身体強化魔法》のせいで、男とウィンの力の差は、大人と子供並みに開いている。

　まともに打ち払われたウィンのほうが、剣を取り落としそうになったところへ──。

「お兄ちゃん！」

　レティシアが背後から、男の後頭部へと強烈な回し蹴りを放ち、男を真横へと吹っ飛ばした。

　小柄だが、黄金色の輝きを放つ程の魔力を帯びている状態のレティシアの一撃だ。

　地面で二、三回弾むほど叩きつけられた男は、恐らく何が起こったのか理解できなかっただろう。

　完全に意識を刈り取られて、地面に転がっていた。

「助かった。ありがとうレティ」

「大丈夫？　お兄ちゃん──って、ちょっと怪我してる!?」

　レティシアがウィンの顔を見て驚いたように目を見開いた。

　ウィンが手で頰を拭うと、ぬるりとしたものが指先についた。

　戦闘による興奮からか痛みを感じなかったが、二度目の斬撃を一寸の見切りで躱した時にわずかに剣先がかすっていたらしい。

「大丈夫、かすり傷だよ。結構な手練れだった」

「多分、しばらくは目を覚まさないよ」

　レティシアは、武器を持っている相手をほとんど当て身で無力化したらしい。

　その時、騒ぎを聞きつけたらしくようやく二人組の衛士が駆けつけてきた。

「貴様ら！　ここで何をしている!?」

　駆けつけてきた衛士たちに、敵意がないことをアピールするため、剣を鞘へと納めながら事情を説明するウィン。

「こいつら、もしかしたら誘拐団かもしれません」

「何だと？」

「これを……お前たちがやったのか？」

　疑わしげな目でウィンとレティシアを見る衛士たち。

　ウィンはともかく、レティシアの見た目は華奢で可憐な少女だ。

　とても武芸に秀でているようには見えないだろう。

「俺の仲間がこいつらの仲間を追っています。すみませんが、ここにいる奴らをお願いしたいのですが」

「待て待て、お前たちは何者なんだ？」

　ウィンが仕方なく身分を明かす。

「皇女殿下の従士？　きさ……いえ、あなたが？」

「任務外なので今は私服ですし、身分を証明するようなものは持ちあわせてはいないのですが。それと、彼らは奥歯に毒を仕込んでいる可能性があります。起き出す前に猿さる轡ぐつわでも嚙ませておいたほうが良いかもしれません」

　衛士たちはウィンの言葉に頷いた。

　見れば、伸びている男たち四人は黒ずくめの服を着て黒い覆面をしているのだ。

　どちらが怪しいかと言えば、どう考えても伸びている男たちのほうが怪しかった。

　逃げた男たちがかなりの手練れであり、追いかけていった仲間が危険かもしれないと話すと、衛士の一人がウィンに同行を申し出てくれた。

「では、そちらのお嬢さんは私と一緒に残っていただけますか？」

　レティシアは、もう一人の衛士と一緒にこの場に残ることになった。

　本当はレティシアも追いかけようと思ったのだが、貴族のお姫様にしか見えないレティシアの身を案じた衛士がそう提案した。

　被害者と見せかけて実はという可能性もあるので、見た目がか弱そうで、逃亡を試みても、すぐに取り押さえることが可能と見えるレティシアを残したのだ。

　レティシアも面倒事にならないように身分を明かさなかったため、仕方なくその提案に頷いた。

「こいつら、騎士と同等の実力者でした。急ぎましょう」

　ウィンと衛士がロックの後を追って走りだす。




　路地裏に飛び込んだロックが目にしたのは、魔力によって青白く輝いている白刃を振りかざしウィンを切りつけている男の姿と、当て身でも喰らわされたのか、身体をくの字に折って崩れ落ちていく男。

　そして目の前であっという間に仲間が無力化されて、たたらを踏んでいる二人の男の姿だった。

　レティシアは男の身体を地面に転がして男二人に向き直ろうとしている。

（レティシア様はいいとして──）

　一見、か弱そうな女の子だが実は『世界最強』。

「ウィン！」

「ロック、俺はいいから逃げている奴らを！」

　少し押され気味の友人に助太刀をしようかと声を掛けたが、ウィンは広場の先を目で示した。

　見れば男がもう二人いて、ぐったりとした人影を抱えて逃げていくところだった。

「わかった！」

　ロックは走りだす。

　途中、ウィンが対峙している男の横を通らざるを得なかったが、ウィンが上手く相手を牽制してくれていたので無事通り抜けることが出来た。

　人一人を担いでいるにもかかわらず、男たちの足は速い。

（《身体強化魔法》を使ってるのか？）

　ロックはみるみる引き離されていく。

　今走っている通りは、先程までの路地よりも道幅が広く、馬車一台程度であれば十分通れる広さだった。

　おかげで、足元を気にすることもなく走ることは出来るのだが──。

（ヤバイなあ。追いついたとして、もしも俺一人で戦うことになったら勝てるかどうかわからんぞ）

《身体強化魔法》が使えるということは、騎士と同等の戦闘力を持つということだ。

　それが二人。

『我に力を！』

　ロックもまた《身体強化魔法》を唱えた。

（一人で取り押さえるのは無理だ。ここは付かず離れずで、ウィンかレティシア様が追い付いてくるのを待った方がいい）

　ロックはそう考えると、一定以上、距離を詰めないように追いかけた。

　逃走し続けている二人組が反撃をしようとしてきても、十分に逃げ切れる距離を保つ。

　三人の足音が響き渡る。

　通りには他に人影が見られない。

　夜遅くまで営業をしている色街や、酒場や食堂が集中している大通りと違って、この通りに時折見られる店舗は店仕舞いが早いのだろう。

　たまに人がいるものの、あからさまに怪しい風体をした男が人を抱えて走っているのを見ると、ぎょっとして立ち止まりみんな見送っていた。

「衛士隊に連絡出来たら頼む！」

　すれ違いざまにロックは叫んだ。

《身体強化魔法》によって加速しているロックには、声をかけた通行人が頷いたかどうか確認は出来なかった。

（騎士相手だと、魔法の使えない衛士は歯が立たないかもしれないが）

　ロックでも衛士四、五人であれば一人で蹴散らせる自信がある。

　魔法で強化もせずに、並程度の騎士であれば互角以上に渡り合えるウィンみたいな人物は特殊なのだ。

　ロックの前を走る二人組の男は、時折ロックが追いかけているのを確認するべく振り返っている。

　その後をロックは距離を保ちつつ追い続けていたが──。

　男たちが角を折れる。

（どうする？）

　曲がった所で待ち伏せられて、不意打ちをされる危険もある。

　しかし、逆に他の路地へと逃げ込まれてしまい、見失ってしまう恐れもあった。

（最悪、ウィンとレティシア様があっちの四人を生かして捕らえているとは思うけど、拉致されている人を見捨てるわけにはいかない）

　距離を詰められて二人がかりで襲われると逃げ切れない可能性が高い。

　相手の拠点を聞くだけならば、捕らえているであろう相手から聞き出すことも可能。

　少なくともレティシアがいる以上、後れを取ることだけは万が一にもありえない。

　迷いがロックの走る速度を緩めていたが──。

（ええい！　行くしか無い！）

　被害者がいる以上、追うしかないと迷いを振り払った。

　腰の剣に右手を持っていき最大限に警戒しながら、角を曲がり──。

「うわっ！」

　突然飛び出してきたロックに驚く馬のいななき、馬を抑制しようとする御者の怒鳴り声、車輪の音。

「ばかやろう！　死にてえのか！」

　間一髪の所で、何とか突如目の前に現れた箱馬車との接触を躱したロックは、御者の怒鳴り声を無視して箱馬車が来た路地の先を見る。

（奴らがいない！）

「おい！　今、ここを黒ずくめの連中が通っただろう!?」

「知らんね。そんな奴らは見ていない」

　通りの先には隠れる場所もなく、次の曲がり角も遙か先。

（となれば、考えられるのは！）

　御者がロックを無視して箱馬車を進めようとするのを見て、ロックは箱馬車の進路を塞ぐような形で通路へと躍り出た。

「待て待て！」

「本当に轢き殺されたいのか!?」

「中を検あらためさせてもらえないだろうか」

「騎士殿に何の権限があって、そのような真似を!?　残念だが、その要請に応じる必要性は認められんな」

（騎士殿だと!?　俺は騎士だと名乗った覚えはないぞ）

　今のロックは私服姿だ。

　外見からではロックが騎士だということはわからない。

　騎士が得意としている《身体強化魔法》を使って加速していたものの、箱馬車の御者がロックを見たのは角を飛び出してきたところからだ。

　騎士であることを決定づけるような場面は無かったはず。

「とにかく、後ろを見せろ！」

「貴様、この馬車はさるやんごとなき御方の馬車である。その方の荷物を勝手に検めるというのなら、その正当性を示す確固たる根拠を明示したまえ！」

「ぐ……」

　ロックが黙りこんでしまうと、御者はどこか勝ち誇ったような表情でフンッと鼻で嗤わらうと箱馬車を進めた。

　この通りの次の曲がり角、人一人抱えて通れる道はまだかなり先の方にある。

　あのタイミングであれば、黒ずくめの二人組があのまま逃げ続けていたのなら、別の曲がり角を曲がるよりも先にロックの視界に入っていたはずなのだ。

（ちくしょう、やっぱりこの馬車が……）

　ロックは悔しさを覚えながら、箱馬車に道を譲るために道の端へと寄る。

（ん？　この紋章──っ）

　箱馬車の扉に小さな家紋があった。それを脳裏に焼き付ける。

　走り去る馬車を見送りながら、ロックが歯ぎしりをしていると、そこにようやくウィンと衛士が走ってくるのが見えてきた。

（くそ、絶対にこのままにはしないからな！）
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　翌日。

　ウィンたちは捕まえた四人を収容した衛士隊の詰所を訪れた。

　当事者であったウィンとレティシア、ロックの三人だけでなく、コーネリアも一緒だ。彼女も昨夜三人と別れてから起きた事件に驚き、興味を示した。

　コーネリアの従士として外では護衛をする必要があるウィンとしては、彼女が同行してくれるのは助かる。

　ところが、さっそく衛士隊の詰所で捕らえた男たちを尋問しようとしたところ、昨日一緒に現場にいた衛士の一人が「牢で死にました」と告げたのだ。

「死んだ!?　噓だろ？　どういうことだ！」

　詰所内にロックの声が響き渡る。

「死なない程度には手加減したはずだよ？」

　レティシアも驚いたように衛士へと言う。

「はい。それは我々も確認しているのですが……」

　衛士の話では、昨夜この詰所へと男たちが運び込まれてきた際、衛士隊に所属している医師によって治療が行われたという。

　その時の医師の見立てでは、確かに男たちの命に別状はなく、ただ気を失っているだけとのことだった。

　医師の診察の後、男たちは当直だった衛士たちの手で、詰所の地下にある牢へとひとまず収容した。

　ただ、魔法使いを収容するための《封魔結界》を施されている牢は、詰所に一箇所しか無かったため、四人共に同じ部屋に収容することになった。

　そして一夜が明けて、囚人たちに朝食を与えようと係りの衛士が牢を覗き込むと、全員が口から血を吐き冷たくなっていたのだと言う。

「毒による自殺かな？」

「持ち物などの確認はしなかったのか？」

　ウィンとロックの問いに衛士が首を振った。

「いえ、きちんと持ち物などの確認は行いました。医師による診察を行った際に、口の中に毒物を仕込んでいないかも確認しています」

「外から差し入れたとかは？　窓からとか」

　ロックのその指摘にも衛士は首を振る。

「先程も申し上げましたように、ここの牢は地下に作られています。その中でも《封魔結界》が施されているその牢は、最さい奥おう部ぶに位置しているため、外部から侵入することはできません」

「その四人が死んでいたという牢に案内してもらえないか？」

　ウィンたちは衛士の案内に従って地下へと下りた。

　地下牢は六つの部屋があって、通路と壁、そして天井の全てが石材で出来ている。どれも鉄格子で仕切られていて、一つの部屋に三、四人の囚人が寝転んだり座り込んだりして階段を下りてきた人物たちを見ていた。

　衛生状態があまり良くないのか、地下に下りた途端に饐すえた臭いが鼻を突き、レティシアとコーネリアは同時に鼻を押さえて顔をしかめた。

「おい、姉ちゃんたち。可愛いな。オレと遊ばないかい？　ウヒャヒャヒャヒャ……」

　鉄格子の中から、女性たちに手を伸ばそうとする不届き者を睨みつけながら、衛士が先導してくれる。

「まあ、うちに収容しているのは、酔っ払って喧嘩をしたか、セコい盗みを働いたような連中が主です。ご存知かとは思いますが、重犯罪者は東西南北に設置されている衛士隊の支部に一度収容され、そこで取り調べを受けた後に罪が確定次第、犯罪者を収容する専用施設へと送られます。一応、彼らも今日中には支部へと送る予定だったのですが……」

　そう説明しながら衛士が「こちらです」と、突き当たりの鉄製の扉の前に三人を導いた。

　その部屋だけは、鉄格子ではなく扉全てが分厚く重たい鉄板でできていた。

　ちょうど目の高さに小さな覗き窓と、下部に食事を差し入れるための開きが作られていた。

「先程申し上げましたとおり、こちらの牢の中には《封魔結界》が施されており、この手て枷かせを付けられた者は魔法が使えなくなります」

　衛士は壁に掛けられていた金属製の手枷を取り外すと、四人に見せてくれた。

　そして牢の鍵を外して扉を開けてくれる。

　中の壁は石。

　地下ゆえに明かり取り用の窓もなく、部屋の外部へと通じているのは、鉄製の扉を除くとあとは換気用の小さな竪穴があるだけだった。

　付与魔法を専門とするコーネリアが中に入って壁などを調べてみたものの、別段おかしなところは見当たらない。

「確かに、身体から力が抜けるような感覚があるな」

　ウィンは特に何とも感じなかったが、ロックはどこか気持ち悪そうな表情をしている。

　手枷をはめられていなくても、少しは影響を及ぼすらしかった。

「ここの《封魔結界》の魔法は相当な腕の持ち主によって作られているようです。それこそ宮廷魔導師でも席次を持つ方でしょうか」

「はい、おっしゃるとおりです」

　衛士はコーネリアが貴族の令嬢、少なくとも高貴な身分にある女性と見たのか、丁寧に答えた。

　衛士がこの牢に魔法を施術した宮廷魔導師の名前を告げると、コーネリアは深く頷いた。その名前は、コーネリアが生まれるよりずっと古くから帝国に仕えている高名な宮廷魔導師のものだった。

「その方が張った魔法なら、よほどの力の持ち主でなければ、魔法を封じられてしまうでしょうね」

「うーん……このくらいの結界なら、私は魔法を使えるかな」

　手枷を一つ手にして発言したレティシアに、衛士が驚いたような顔を浮かべる。

「この牢に施されている《封魔結界》は、席次を与えられているほどの宮廷魔導師様ですら、せいぜい簡単な魔法しか唱えられない程度にまで魔法を封じることが出来ると聞いていたのですが……。さすが貴族の方は魔力がおありになられるんですね」

　衛士は感嘆の表情を浮かべていた。

「それでは、何らかの魔法を使って四人を殺害した可能性があるということも？」

「いや、それはないよ」

　しかし、少し期待の色を浮かべた衛士の問いにウィンが否定の返事をする。

「彼女並みの魔力の持ち主がそうそういるとは思えない」

　大掛かりな儀式と七箇所もの魔法効果を増幅する塔を使用してようやく発動させる帝国が誇る最後の防御の要、《七重結界魔法陣》。

　魔法の最秘奥の一つ。

　その魔法を以もつて、ようやく魔力を封じ込められるかどうかというレティシアだ。

　幾ら高名な宮廷魔導師が施術したといえども、儀式魔法ではなく個人程度が作った《封魔結界》で彼女の魔力を封じられないのは当然だ。

　他にこの場所に放り込まれても魔法を使える者がいるとすれば、ウィンの心当たりでは『大賢者』ティアラ・スキュルス・ヴェルファくらいだ。

　もしかしたら、彼女と同じハイエルフであれば、他にも使える者は存在するかもしれない。

　しかし、それほどの者がこの場所にやってきたと考えるよりも、他の手段があったと考えるべきだろう。

　地下牢で何も手掛かりを得られなかった四人は、再び衛士隊の詰所へと戻った。

　案内されたのは詰所内にある客室。

　四人に応対してくれている衛士がお茶の準備をすると告げて、部屋から出て行った。

「口封じされた可能性が高いね」

「ちくしょう……」

　四人だけとなったところでウィンが口を開く。

　ロックは右手の握りこぶしを左手の平に叩きつけて悔しがった。

「でも、どうやって牢内に毒を持ち込んだんだろう。さっきの衛士の人、噓はついてなさそうだったよ？　お兄ちゃん」

「口封じした者が内部にいるのかも」

「そうだとすると、衛士隊に影響を及ぼせるほどの人物が犯人ということになりますよ」

「衛士隊の詰所で起きた事件を、俺たちが調べることは出来るのかなあ？」

　衛士が出て行った扉を見つめながらロックが言う。

「まずは衛士隊による内部調査かな。それに、たとえ不正が見つかったとしても憲兵隊の仕事になる気はするね」

　詰所の所長である衛士長の身分は騎士より低い。

　だが、衛士隊の上層部は上級騎士、もしくは貴族がその役職を務めている。

　帝都に四つある支部の支部長には千騎長の地位にある騎士が派遣されているし、本部長は万騎長の階級を持つ子爵だ。

　詰所内の牢で囚人が殺されてしまったのは、衛士隊の不祥事。

　まずは衛士隊の内部にある組織で調査が行われるだろう。

　その調査が行われる前に騎士団が介入しては、越権行為となってしまう。

　ウィンたちが彼らを捕らえた当事者であっても、その四人の男たちが実際にロックたちロイズ隊の追っている事件と関係しているかどうかは定かではない。

　今の状態でロック──騎士団が調査に乗り出すのは難しい。

「隊長に報告しておいて、調査報告が出たら教えてもらえるようにするしか無いか……あとは、馬車の紋章だ」

　ロックは手元にある麻紙へと目を落とす。

　記憶を頼りに描いた紋章だった。

「さすがに、これじゃあわからないよな」

「レティとコーネリアさんはどう？」

「さすがにこれだけだと私もわかりません。貴族の紋章は多いですから」

　レティシアも首を振った。

「私なんかもっと、貴族の紋章なんてわかんないよ」

「紋章院で調べてみては？　あそこでは全ての紋章を管理していますし、紋章官の方にお願いすれば資料も見せてもらえるのではないかと思います」

「そうか、紋章院で調べてみよう」

　コーネリアの提案にロックが頷いたところで、先程の衛士がお茶を人数分用意して戻ってきた。

「そうだ。もう一つ聞きたいことがあるんだけど……」

　ロックが最近貧民街で起きているという行方不明事件のことを話すと、衛士はどこか困惑したような表情を浮かべて答えた。

「貧民街ですか……あそこは我々でも把握することは難しいのです。そもそも、あそこの住民は我々を敵視するものが多いですから」

　元々、貧民街は食い詰めた者たちが流れ着いて出来た街だ。

　多額の負債を抱えてしまい、その返済ができずに夜逃げした者や、飢饉や洪水といった天災、もしくは魔物による被害で村を失い、仕方なく町へと出てきてはみたものの仕事を見つけられず、身を持ち崩した者が住んでいる場所だ。

　そういった者たち全てとは言わないが、多くの者が犯罪に手を染めてしまうため、治安を維持している組織とは対立してしまう。

「そうですね……貧民街に住んでいる者たちが事件解決を依頼するのなら、衛士隊ではなく、冒険者ギルドに行くのではないかと思います。報酬が必要ですが、新人冒険者なら安い金額でも雇うことが出来ますし、裏の情報にしたって我々よりも余程持っていることも多い」

「冒険者ギルドか。言われてみると確かにそうだ」

「冒険者ギルドなら俺が行ったほうがいいかな。知り合いもいるし。セリさんに頼まれたことは騎士団の仕事じゃないから、ロックには任務外の仕事になるだろ？」

「まあね」

「そっちは俺が行って聞いてみるよ」

「もしかして冒険者のお仕事に復帰？」

「正式に依頼を受けたわけじゃないから、仕事をするわけじゃないけど」

　身を乗り出してきたレティシアにウィンは笑った。

「従士の仕事もあるからね、話を聞きに行くだけだよ」

「冒険者ギルドには私も興味があります。ご一緒したいです」

「なら、ウィンとコーネリア様、レティシア様が冒険者ギルドへ行くことにして、俺一人が紋章院か……何だろう、この何となく腹が立つ組分け……」

　もっとも、セリの話にいたっては、まだロックたちの任務と関係しているかどうかもわからない話だ。

　ウィンたちはあくまでも成り行き上手伝っているだけであって、それはそれでロックからしてみるとありがたい話であり、腹を立てるのは筋違いなのだが──。

（わかっちゃいるけど、なんか不条理さを感じる……）

　ロックは詰所を出た所で、冒険者ギルドに向かう三人との別れ際に、ウィンの背中を思いっきりバシッ！　と平手で叩いてやった。

「っ痛！　何するんだよ」

「うるせー！」

　ちょっと涙目になって抗議したウィンをロックが一いつ蹴しゆうする。

「何かわかったらすぐに教えてくれよ？」

「あ、ああ。わかってるよ。じゃあまた後で」

　まるで捨て台詞を吐くかのような態度で言うロックに、ウィンはどこか困惑したような表情を浮かべながら、左右をレティシアとコーネリアに挟まれて歩いて行く。

　その後ろ姿を見送ると、ロックは少しやさぐれながら紋章院へと向かって歩き出した。

（あの光景を見たら、俺じゃなくったって殴りたくなるよなきっと！）
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　ロックと別れたウィンとレティシア、コーネリアの三人は、かつてウィンが冒険者として仕事をしていた時に通っていた、シムルグ冒険者ギルドの東支部を訪れていた。

　ギルドの中へと入るとすぐに大きなホールになっており、その奥には冒険者と依頼者を仲介するカウンターがある

「あれ？　何だか空気がどこかピリピリしてない？」

　レティシアがウィンの袖を引っ張って言った。

「うん。何だか、いつもよりも静かと言うか、雰囲気が暗いと言うか……」

　冒険者稼業というのは、命がけの仕事が多い。

　仕事を無事終えた彼らはいつもその日を生き延びたこと、稼ぎを得たことに感謝しつつ、陽気に騒いでいるのが普通だ。

　もちろん全ての冒険者たちがそういう性格ではないのだが、それでもどちらかと言えば楽天的な性格の人間が多い。

　しかし今日は、集まっているどの冒険者たちの表情にも翳かげりが見える。中には盛り上がっているパーティーもいたが、それでもいつもよりは周囲に遠慮している様子で、何となく静かな雰囲気だった。

「どこかのパーティーで事故でもあったのかな」

　レティシアが少し声を落として、ウィンに話しかけた。

　こういった雰囲気が漂うのは、どこかのパーティーが仕事中に仲間を失ったか、もしくは全滅してしまった時だ。

　冒険者稼業は、稼ぎの大きい依頼を奪い合ったり、時には仕事で敵同士になったりすることもある因果な商売だが、同じギルドに所属する者同士、連帯感は覚えるもので、仲間意識は非常に強い。

　それにこの稼業、他所のパーティーの出来事であっても、明日は我が身でもある。

　何か事故が起きてギルド内が神妙な雰囲気になることは、ウィンとレティシアが子どもの頃にも何度か経験していた。

　ウィンはレティシアの頭を慰めるようにちょっとだけ優しく撫でると、気を取り直してギルドの奥にあるカウンターへと顔を向けた。

　カウンターでは三名の職員が冒険者たちに対応しているのだが、ウィンはそちらを見た途端に何かに気づいたようにパッと顔を輝かせて足早に歩み寄る。

　向かう先は三人いる職員の真ん中に座っている、まだ二十代くらいの青年だ。

　他二人の受付職員がうら若い女性のためか、大抵の冒険者は彼女たちの列へと並んでいたため、今青年の前には誰も並んでいない。

　青年は大おお欠伸あくびをしながら暇そうに何やら書類を眺めていたが、近づいてくるウィンに気付くと顔を上げた。

「おっと、冒険者ギルドへようこそ──って、ウィン!?　おいおい、ウィンじゃねえか！　それにそっちはもしかしてレティちゃん!?」

　最初は型通りの挨拶を言おうとした青年だったが、ウィンとレティシアの顔を見るなり、喜びの色を浮かべてカウンターに身を乗り出す。

　その勢いと青年の大声に、両隣の女性職員と、彼女たちと話していた冒険者たちがびっくりしたように顔を向けた。

「あはは、ご無沙汰しています。ポウラットさん」

「ポウラットさん、こんにちは」

　ウィンに続いて青年に気付いたレティシアも、顔をほころばせて挨拶した。

　ポウラット・ウィーバー。

　かつて、冒険者として二人とパーティーを組み、何度も一緒に仕事をした仲であり、歳の離れた友人でもあった。

「いやあ、レティちゃんも久しぶりじゃないか。いや、さすがにレティちゃん呼ばわりはまずいか」

　ポウラットはさすがにギルドの職員だけあって、かつて共に仕事をしていた小さな女の子の正体が、魔王を倒すという偉業を成し遂げて、今や生きたまま伝説となりつつある勇者レティシア・ヴァン・メイヴィスであることを知っていた。

　周囲を気にするように、ちょっと声を潜めてそう言うポウラットに、レティシアは小さく首を振ってみせた。

「レティでいいよ、ポウラットさん。ところで、どうしてポウラットさんが受付に座っているんですか？」

「ああ、そっか。レティは知らないよね。実はポウラットさん、レティが旅立った後に──」

　ポウラットが冒険者を引退した事情を思い出して、声を低め少し暗い表情を浮かべるウィンだったが、ポウラットは逆に明るく笑ってみせた。

「そんなに深刻ぶった表情すんなよ、ウィン。レティちゃん、俺は随分前に仕事で足を痛めちまって、冒険者は廃業しちまったのさ」

　ある山賊討伐の依頼を受けた時に、山賊の射った毒矢がポウラットの右足太腿付近に命中。命は取り留めたものの、その怪我の後遺症で右足を引き摺るようになってしまった。

　不自由となってしまった足では、荒事も多い冒険者稼業は続けられない。

　幸い、冒険者ギルドの受付職員に空きがあり、ポウラットはギルドマスターの計らいでギルドの職員として採用されたのだ。

「へぇ、私が旅立った後にそんな事があったんだ……」

　レティシアが思わず痛ましそうな表情を浮かべる。

　冒険者として大成することを夢見ていたポウラットの姿を思い出したのだ。

　だが、そんなレティシアの態度とは裏腹に、ウィンとポウラットは顔を見合わせて笑った。

「なあ、レティ。ポウラットさんが冒険者として引退せざるを得なくなった時、どうして冒険者ギルドの職員枠に空きがあったのかわかる？」

　珍しく意地悪そうな笑顔を浮かべてウィンが言った。

「え？　どうしてって……普通は誰かが辞めたからじゃないの？」

　目をパチクリさせてレティシアはウィンとポウラットの二人を見比べる。

　ポウラットはニンマリとした表情を浮かべていた。

「ルリアさん、覚えてる？」

「あ、うん！　ポウラットさんが好きだった人だよね！」

　ルリアとは、ウィンとレティシアが幼い頃に、冒険者ギルドのカウンターで受付をしていた女性の名前だ。

　まだ駆け出し冒険者だったウィンとレティシアの面倒をよく見てくれた女性。

「ルリアさん。今はルリア・ウィーバーって名前になってるんだよ」

「ルリア・ウィーバー？　ルリア……ウィーバー！　ポウラット・ウィーバー！」

　レティシアがパッと顔を輝かしてポウラットの顔を見ると、ポウラットは照れたように後頭部を搔いた。

「子供が産まれるって言うんで、ちょうどルリアの奴が辞めるという話になってたんだよ。もうじき三歳になる。だから、危険な冒険者よりも今の仕事がありがたいんだ」

「うそ！　本当に!?　おめでとうございます！　うわあ、ルリアさんにも会いたい！　お子さん見たい！」

　レティシアが目を見開き、弾んだ声でお祝いの言葉を述べる。

「おう、ありがとう。今度家に遊びに来なよ。ルリアも喜ぶ」

「うん、お兄ちゃん。今度一緒に行こう」

「うん、そうだね」

「それにレティちゃんには、逆に俺からもお礼を言いたいな」

　不意に真面目な顔付きになったポウラットは、レティシアに向かって頭を下げた。

「ありがとう。レティシア様のおかげで俺たちの子供が、未来に希望が持てる世界になった。本当に感謝してるよ」

「……ううん、いいんだよ。今度、お二人のお子さんに会わせてね」

　突然、改まって礼を言ったポウラットに驚きながらも、レティシアがふっと綺麗な微笑みを浮かべると、ポウラットも照れ笑いをしながら頷いた。

「それにしても……すっかり大きくなっちまって……。あの頃も飛び抜けて可愛かったけど、本当に綺麗になったよなあ。ちっちゃい頃から知ってるからなあ。うーん……こう何ていうか、思うとこあるよ」

　ウンウンとどこか感慨深げな顔をして頷くポウラット。

「ちょっと、ポウラットさん……おじさんみたいだよ？」

「ハハハ、レティちゃんはいつも何かモグモグ食べていてさ、ウィンの後をちょこまかとしていた印象が凄くあってねぇ」

「そんなに、レティシアさんは食いしん坊さんだったんですか？」

「そんなこと無いよ！　無い……と思う」

　からかってくるコーネリアにレティシアが首を振って否定している。

　そこでレティシア以外にも、ウィンが女の子をもう一人連れていることに気づいたポウラットは、やおらカウンターから身を乗り出すようにしてウィンの頭を腕で抱え込んだ。

「お前、レティちゃんだけじゃなくてあんな可愛い子ももう一人！　浮気か!?」

「ち、違う違う！」

「何だよ、ウィン。お前、騎士になったんじゃなかったのか？　それともあれか？　やっぱり騎士様なんてお上品なお仕事は合わなくて、辞めて冒険者にでもなりに来たのか？　お前ならうちは大歓迎だぜ？」

「違いますって！　今日はちょっと聞きたい情報があってこちらに寄ったんです」

「何だ。冒険者に復帰するわけじゃないのか。まあ、お前とレティちゃんはうちのギルドに登録されたままだから、もちろん知ってる情報なら教えるぞ」

　グイグイと締め付けてくるポウラットの腕をウィンはバシバシと叩いた。

「ポウラット……さん、本気でキマってる……」

　どうにかポウラットの腕を振りほどくと、ウィンはゼイゼイと息を切らしながら首のあたりを擦る。

「彼女はええっと……騎士学校での友達かな？」

「友達ぃ？　何だよ。名前は言えないのかよ、おい」

「ちょっと事情があって、その色々と……」

　ポウラットは訝しげな顔でウィンの顔を見ていたが、不意に何かに気付いたような顔をした。

　それからゆっくりと周囲を見回してから、後ろで他の仕事をしていた同僚に受付を代わってくれるように頼み込んだ。

「おい、ウィン。こっち来い」

　席の傍らに置いていた杖を取ると、不自由な右足を引き摺るようにしてウィンたち三人をギルドの二階へと案内した。




　三階建ての建物であるシムルグ冒険者ギルド東支部の二階には個室が用意されていて、依頼人と冒険者が密談などをしたい時に貸し出されている。

　その一室にウィンたちを通すと、ポウラットは口を開いた。

「それでウィン。まあ大体予想はついてるんだが、こちらの御方はどちら様で？」

「うん。改めて紹介するよ、ポウラットさん。こちらはコーネリアさん。そしてコーネリアさん、こちらは俺とレティが小さい頃にお世話になった冒険者だったポウラットさん。今は、ギルドの職員をされてるけど」

「初めまして。コーネリアと申します」

　コーネリアが丁寧に頭を下げる。

「やっぱりなあ」とポウラットは小さく呟いた。

「礼儀作法などは知らないので、少々の無礼はお許し下さい。お目にかかれて光栄でございます。コーネリア皇女殿下」

　不自由な右膝を曲げて、何とか片膝をついてから頭を下げる。

「頭を上げてください。今の私はただの騎士学校の生徒でしかありませんから。できればそのように接していただければ助かります」

　コーネリアの言葉にポウラットはもう一度頭を下げると、立ち上がった。

　それから部屋の中にある椅子を三人に勧めてから、自分も対面に座る。

「ポウラットさん、コーネリアさんが皇女殿下だってことよくわかったね」

「そりゃあ、冒険者は情報が命だからな。平民が皇女の従士になったことくらい、目端の利く者なら大抵は知ってる。それが、東支部所属の奴ならなおさらだ。ウィンがその噂の平民で、そのウィンが連れている貴族風なお嬢様。更には、騎士学校の友人で名乗りづらい人物といえば、もう大体見当がつくだろう」

　ウィンは頷いた。

「しかし、この俺が皇女殿下と言葉を交わしたとか……これは子々孫々、代々伝えていこうと思う」

「あのあの、ポウラットさん？　一応私も、公爵家の娘なんだけど……」

「ハハハ、そう言われるとレティちゃんも貴族様なんだよなあ。と言うか、俺があの勇者と一緒に冒険者をしていたのが信じられないくらいなんだけど……ある意味で、俺も勇者様のパーティーの一員？」

「うん。まあ、そうだね」

「マジかよ！　今度吟遊詩人にお願いして、あの頃の詩でも作ってもらおうかな。それにしても、その、何て言うか……ウィンたちと知り合ってから、信じられないようなことばかり起こっているな」

「俺は何もしてないよ」

「自覚無しか？　まあいいさ。で、情報が欲しいと言っていたけど、何が知りたいんだ？」

「実は……」

　ウィンはセリから聞いた、最近貧民街で行方不明者が多発している件をポウラットに話す。




「ああ、それな」

　話を聞いたポウラットは渋い表情を浮かべた。

「実は、うちのギルドに所属している冒険者にも、行方不明者が出ているんだ。それも複数……」

「え？」

　ウィンたち三人は驚き、顔を見合わせた。

「ギルド内の雰囲気が暗かったのを見ただろう？　パーティー全員が行方不明になったとかなら、仕事でトラブったんじゃないかとか考えるんだが、どうもそうでもなさそうでな」

　行方不明になった冒険者たちに共通していることが『帝都シムルグ、もしくはその近辺で行方不明になっている』『駆け出しに多く、仲間と別れて一人になった後で行方がわからない』『魔法が使える』という三つの点だった。

「魔法が使える……」

「そうなんだ。冒険者で魔法をまともに使える者は少ないんだが、行方がわからなくなっているのは、そのほとんどがある程度魔法を使える者たちなんだよ」

「あの……」

　ウィンとポウラットのやり取りに、コーネリアが遠慮がちに手を挙げた。

「ロックさんたちが追っている貴族令嬢の誘拐事件も、関係ありそうじゃないですか？　貴族は多くの場合魔法使いですから」

「確かに……」

「関係あるかもしれんぞ」

　考え込んだウィンにポウラットが声を掛ける。

「ウィンが聞いてきた貧民街の行方不明者の件だが、冒険者ギルドにも捜索依頼という形で何件か依頼があったんだ。そしてその行方不明者の共通点は、魔法が使える者だった」

「魔法を使えるのに、貧民街に住まわれている方がいらっしゃるのですか？」

　単純な驚きの声を挙げたコーネリアに、ポウラットは苦笑した。

　魔法が使える者は非常に貴重な存在だ。それと魔法を使うにはその理論など理解する必要があるため、学がある証明でもあった。

　それほどの者が職にありつけず、貧しい生活を送っているとはコーネリアには信じられなかった。

「どこにでも、社会に馴染めずに身を持ち崩す者はいるんですよ」

　ポウラットはコーネリアを非難するつもりはないが、やはり世間知らずの皇女殿下なのだな、と思う。

「駆け出しの冒険者ばかりを襲っているのは、返り討ちを恐れてなのかな？」

「熟練した冒険者の中には騎士にも匹敵するような使い手もいるからね。もしも魔法を使える者を狙うという条件で犯行に及んでいるのなら、駆け出しを狙うのが一番自然かなあ」

　レティシアの質問にウィンが答えた。

　魔法を使える者の実力は見た目では測れない。

　その最たる者はウィンの隣にちんまりと座っているレティシアだ。

「セリさんからお伺いした行方不明になった傭兵の方が、魔法を使えたかどうか聞いたほうが良いかもしれません」

　コーネリアの言葉にウィンとレティシアが頷く。

「その傭兵の名前を聞いて、傭兵ギルドに問い合わせてみよう」

「おい、ウィン」

　すぐにでも立ち上がり飛び出して行きそうなウィンを、ポウラットが呼び止めた。

「この件、うちのギルドマスターは、ギルドからの依頼として腕の立つ冒険者に指名依頼しようと考えているんだが、何ならお前がこの件を受けてみるか？」

「俺がですか？」

「お前なら、その実力に疑問を挟む余地は無いしな」

「うーん、ですが今の俺は……」

　ウィンの立場はコーネリアの従士である。

　ウィンとしては事件そのものには興味を抱きつつも、傭兵ギルドでセリの言う傭兵の行方を調べた後は、ロックたちに任せるべきだと考えていた。

「あら、私はいいですよ」

「コーネリアさん？」

「一度、冒険者のお仕事をしてみたかったんです」

　どこか楽しそうな表情を浮かべて、あっさりとコーネリアは頷いた。

「でも、危険だよ。何人も行方不明者が出ているんだから」

　ウィンとしては、まずはコーネリアの安全を優先したいところなのだが、

「あら、私のことはウィンさんが守ってくださるのでしょう？」

「それはもちろんそのつもりなんだけど……」

　コーネリアが上目遣いにいたずらっぽくウィンを見ながら言うと、レティシアの肩がピクッと反応した。

　その三人の様子をどこか微笑ましそうに見守っていたポウラットが口を開いた。

「ウィン、お前も何だか大変な状況だなあ……」

　その声音はどこかしみじみとした響きを持っていた。

「まあ、コーネリア様の身を案じるウィンの気持ちもわかる。なら、成功報酬という形でどうだ？　もしも危険そうなら投げてもいい」

「そんな依頼でいいの？」

「ああ」

　驚いて問い返したウィンにポウラットは頷いた。

「どうやら話を聞いていると、騎士団も動いているそうじゃないか。こっちで追っている事件と騎士団が追いかけている事件が繫がっているなら、うちがわざわざ躍起になって動く必要も無さそうだからな」

「わかった。そういうことなら」

「まあ、要するにあれだ。騎士団が事件を解決しそうならこっちにも連絡をくれればいい」

　ウィンは頷くと、ポウラットが差し出してきた手を握り返した。
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　帝都の城壁の外、貧民街。

　城門を出てすぐの街道沿いには粗末な木造家屋が建ち並ぶ。

　帝都市内と比較すれば犯罪率が非常に高い貧民街ではあるが、この街道沿いと時折街道から分かれて延びている大きな通り沿いは、町の者たちに思われているほど危険な場所ではない。

　まだ明るい時間帯であれば、大勢の人々と荷物が行き交い、天幕を張った程度の粗末な露店が通り沿いに並び、帝都外門前広場の市のような賑わいを見ることも出来た。

　もちろん、城壁内に広がる市場程立派なものではないのだが、それなりに様々な商品が並んでいる。

　驚く事に、わざわざ店持ちの商人ですら足を延ばすことがあるくらいだ。

　ごく希まれにではあるが、ガラクタと一緒に貴重な掘り出し物が、信じられないほどの安値で売られていることがあるからだ。

　しかし、一歩でも大きな通りを外れると雰囲気は一変する。

　大きな通りに漂っていた香辛料と肉の焼ける香ばしい匂い、青臭い野菜の匂いや甘酸っぱい果実の匂いから、怪しげな薬品の匂い、獣臭、腐臭、時には血の臭いといったものが混じった空気にかわる。

　裏の細い通りでも、露店を出して商売している者は散見できるが、一目見て怪しいと思える薬を始めとした、禁制の品々、もしくは盗品などを並べた店が増えてくる。

　もちろん、そういった商品が並ぶということは、需要が存在している証拠でもある。

　表と裏でがらりと表情が変化する場所、それが貧民街だった。

　しかし、その貧民街においても表と裏で共通していることもある。

　それは夜の帳とばりが下りる頃には、表も裏も関係なく、犯罪発生率が急激に高くなることだ。




　その貧民街の裏の道を、一人の男が悠然とした足取りで歩いていた。

　黒灰色のシャツに黒いズボン、腰には剣を一本帯びている。

　道端や建物の陰から目だけをギラつかせた悪相の、揃って身なりの汚い男たちが、悠々とした態度で歩く男に敵意を含んだ視線を送ったが、男はそれらの視線をまるで気にも留めず、萎縮するどころかむしろその顔には薄い笑みすらも浮かべて見せた。

　男が身に纏っている雰囲気。

　そしてこの街の住民には不似合いな自信に満ちた態度。

「ふむ……貧民街は、毎日のように殺人、強盗、喧嘩が起きる楽しい場所だと聞いていたのですが、思っていたほどは楽しめそうにないですねぇ」

　石畳の通路である帝都市内とは違い、土が剝き出しの地面を蹴りながらケルヴィンは呟いた。

　ここ数日、ケルヴィンはこうして貧民街をうろつき、適当に強そうな者を見つけては難癖を付けて喧嘩を吹っ掛け、叩きのめしていた。

　その目的は、人身売買組織の大口顧客、もしくはその仲介人との接触。

　幾つかの誘拐及び人身売買の組織を潰したロイズ隊は、捕らえた者たちを尋問しているうちに、人身売買組織の大口顧客の中でここ最近随分と手て練だれを集めている者がいることを突き止めた。

　そこで、その仲介人との接触を図り、その上の組織を辿ることにした。

　そしてその役目をロイズはケルヴィンに命じた。

　貧民街は、衛士や騎士などの治安組織の手が及ばない地域だが、人が集まれば必ず統制する者たちが出てくる。

　ケルヴィンが貧民街の各所で騒ぎを起こし続ければ、いずれこの街を統制する役目にある者が出てくるはずだ。

　そして、こういった場所でその役目にある者の多くは犯罪組織のメンバーだったりするのである。

　腕に自信があり、自分たちの縄張りの中で騒ぎを起こす流れ者。

　彼らの選択肢は、粛清するか、有用ならば利用するか。

　望ましい選択肢は、利用できると判断されて組織と接触できることだが、粛清を選択されてもケルヴィンにとってはまったく問題はない。

　その場合は可能な限り戦闘を楽しみつつ逃げるだけだ。

　下っ端では手に負えないと判断されれば、いずれ上の者たちが出てくることになるだろう。

　魔物がもたらす死と殺さつ戮りくだけが支配していた戦場。

　その最前線で多くの魔物を屠ほふり続つづけ、生き残ったケルヴィンには、それが可能なだけの実力と自信がある。

（とは言え、この程度の虫けらどもを何人もノシたところで、声をかけてくるのはせいぜいが地元の地廻り程度でしょうか？）

　それならそれで、地廻りの組織内で情報をさらえば良いのだが。

　ケルヴィンの開いているのか閉じているのかわからない細く鋭い目と口元が、見るものに寒気を覚えさせる凄絶な笑みを浮かべていた。

　そして──。

（おっと……ようやくお出ましと言ったところでしょうかねぇ）

　貧民街をふらつき始めておよそ一刻の時が過ぎた頃、道端から、あるいは建物の陰から感じられる複数の剣けん吞のんな気配。

　囲まれている。

　それまでの、この街に多い暴力の匂いがするだけの腕力自慢のバカどもとは一線を画す、血の臭いを漂わす者たち。

　それはケルヴィンにとって馴染み深い匂い。

　足を止めたケルヴィンの前に、建物の陰から歩み出てきた禿とく頭とうの男が立ち塞がった。

　禿頭の男が身に着けている服は、貧民街の住民たちが着ているような何度も繕った痕跡のあるボロボロの古着などではなく、しっかりとしたシャツと上着にズボン。

　そして腰には片手用の剣を帯びている。

「……一つ、聞きたいことがある」

「何でしょう？　道を聞かれましても、生あい憎にくと私は詳しくはありませんよ？」

　肩をすくめて軽口を叩いたケルヴィンを無視して、禿頭の男は淡々とした口調で言葉を続けた。

「最近、ここいらで因縁付けているってぇのは、てめえか？」

「因縁を付けたかどうかは知りませんが、売られた喧嘩は喜んで買い上げていますよ」

　ケルヴィンがそう答えると同時に、建物の陰から男たちがバラバラと姿を現して囲んだ。

　数人が明々と燃える松明たいまつを持ち、手には槍や棍つえなどを持って武装している。

　彼らもまた禿頭の男と同じシャツと上着にズボンを身に着けていた。

　貧民街で着の身着のまま生活している貧しい住人たちとは一線を画した、小ざっぱりした服装で統一されている。

　つまりはケルヴィンが接触したかった、何らかの組織に所属している人間である。

「もう一つだけ聞きたいことがある」

「何でしょう？」

「てめぇの目的は何だ？」

「目的……ですか？」

　そこでケルヴィンは一拍間を置いて考えこむ素振りを見せた。

「そうですねぇ……この国に漂っているきな臭さに誘われて来てはみたのですが、とりあえず所属した傭兵団の上役とは価値観の違いがありまして。ついに我慢できず殴り飛ばしてしまったところ、そこを追い出されてしまいました。そこで新しい雇い主を探しつつ、弱い者いじめをしながら憂さ晴らしをしていた──といったところでしょうか？」

「ハッハッハ、弱い者か。そうか、ここの連中は弱かったか？」

「貧民街は犯罪者の巣窟だと。通りを一歩外れれば、命の保証はできないと聞かされていたので期待していたのですが……」

　ケルヴィンは肩をすくめると、苦笑を浮かべながら周囲を囲んでいる男たちを見回した。

「正直、思っていたよりも手応えが無さ過ぎて、がっかりしていたところです」

「そうかそうか」

　ケルヴィンの挑発するような発言にいきり立つ手下の男たちを、手をあげて抑えながら、禿頭の男は大きく笑い声を上げつつ楽しげに頷いた。

　それから、もう一度手を挙げて軽く振ってみせると、ケルヴィンを囲んでいた男たちが武器を降ろす。

「なあ、お前さん。雇い主を探しているんだろう？　どうだ、腕に自信があるなら俺と一緒に来ないか？　良い仕事があるぞ？」

「報酬次第ですかねぇ……それと、どのくらい人を斬る機会を与えて頂けるかというところでしょうか」

「頼もしい返事だな」

　禿頭の男に答えながらも、ケルヴィンが身に纏っている鬼気はまるで噓を感じさせなかった。

　禿頭の男はケルヴィンの言に信用が置けると確信したようだ。

「ついてきな」とケルヴィンを促し歩き出す。

　通り沿いに無秩序に建てられた木造小屋のせいで、複雑に入り組んでしまった貧民街の裏通りを、禿頭の男は迷うことの無い足取りで進んで行く。

　その後ろをケルヴィンがついて歩き、さらにその後ろからゾロゾロと男たちがついて歩く。

　やがて、周囲に建てられている粗末な家々とは比較にならないほどに大きな建物が姿を現した。

　この建物だけ、石造りである。

　禿頭の男はその建物の戸に手をかけたところで立ち止まると、ケルヴィンを振り返ること無く口を開いた。

「そう言えば、もう一つだけ聞きたいことがあった……」

「何でしょう？」

「てめえの実力がどのくらいなのかってことだ」

　その言葉と同時にケルヴィンの背後で複数の殺気が膨れ上がる。

　しかし、同時にケルヴィンも剣を抜いていた。

　そして振り返りざまに剣を振る。

　松明の炎を反射した剣身がまるで一筋の閃光のように奔はしり、誰かが「あっ！」と叫んだ。

　男たちの持つ槍の刃の部分が、棍の先端が、綺麗に切断されていた。

「それで？　今度は息の根でも断ちましょうか？」

　剣を振りきった姿勢からゆっくりと元の姿勢へと戻り、剣を右手にぶらさげたまま、凄みすら覚える笑みを浮かべて振り返るケルヴィン。

「い、いや、その必要はない。もう十分だ」

　息が詰まったような感覚。

　ケルヴィンから放たれていた鬼気が、明確な殺気へと変貌し暴風のように男たちの間を吹き荒れていた。

　反射的にケルヴィンから距離を取ろうと、建物の壁にへばりつくようにしていた禿頭の男が、目をいっぱいにまで見開いていた。

「そうですか」

　その言葉とともに、場を制圧していた異様な圧迫感が空気中に霧散するように消えた。

　禿頭の男を含め、周囲の男たちも一様に青ざめた顔で、荒い息を吐いた。

　背中に冷たい汗の感触を覚えていた。

　剣を振るったケルヴィンは別段表情を変えたわけでもない。

　その場で剣をぶらりと下げて、ただ佇んでいるだけだ。

　禿頭の男は懸命になって呼吸を整えた。

　表情だけは一瞬気け圧おされてしまったことを何とか隠そうと取り繕う。

「い、行こうか。儲け話の時間だ」

　しかし、動揺は完全に隠し切ることが出来ず、言葉に出てしまう。

　だがケルヴィンは禿頭の男の動揺に気づかないふりをして頷きながら剣を納めると、男の後について歩き出した。

（ふぅ……まずは第一段階成功といったところでしょうか？　後は首尾よく、お目当ての方々と接触できればいいんですがね）
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　シムルグ北西部にある貴族街、クライフドルフ侯爵邸。

　もっとも権勢を誇っていると言われる大貴族だけあって、他の貴族の屋敷に比べても敷地面積も建物も大きい。

　その屋敷の大広間で、盛大な夜会が開かれていた。

　招かれている客はクライフドルフ派閥に属している貴族と、高位の軍人ばかりだった。

　さすがに皇帝が主催したラウルを饗もてなすための晩餐会ほどではないにしても、その絢爛豪華さは他の貴族には真似ができない。

　クライフドルフ侯ウェルトと共に出席していたジェイドは、別室で一人の人物と会っていた。

　ノイマン・エルツ・ルート・レムルシル。

　皇位継承権第三位となる帝国の皇子。

　クライフドルフ侯爵家の縁戚にあたる人物であり、メイヴィス公爵家第一公女であるステイシアの婚約者でもある男だ。

　帝国貴族は男女ともに剣技を始めとした武術を嗜たしなむものだが、このノイマン皇子の身体付きはぷくぷくとしていて、紅茶を飲む手もやわらかな肉付きをしていた。

　母方のガウナヘルツ伯爵家はクライフドルフの一門に連なる貴族の名家。元は子爵位だったが、娘が皇帝の側室として子を産んだ事で、爵位が上がって伯爵となった。

　娘が皇子を産んだことで皇帝から下賜された財のおかげで、現在のガウナヘルツ一族は、領地経営を代官に任せっきりで、帝都で遊び暮らしている。

　帝都貴族の間で流行りの服を着て、毎夜様々な夜会に出入りする典型的な成り上がりの貴族だった。

　そんな親族を持つこのノイマン皇子もまた、自己顕示欲の強い人物。

　自分が皇子であることに強い誇りを持ち、その地位を笠に着て、母方の親族に便宜を図ってやり、感謝されることで満足する人物だった。

　ジェイドは、用意させていた贈り物をノイマン皇子に渡し、夜会への招待に応じてくれたことに丁重に感謝の言葉を述べる。

　それからしばらくはノイマン皇子の気分が良くなるように会話を進めた。

　そして、世間話のついでのようにして話を切り出した。

「ところで殿下。最近アルフレッド殿下を中心にして、平民が多く登用されていることをご存知でしょうか？」

「コーネリアの従士のことか？」

　コーネリアは皇位継承権第二位と宮廷序列ではノイマンより上なのだが、ノイマンは妹であることを強調するように呼び捨てにする。

　ジェイドは従士のことには触れず、騎士にも平民出身者が増えているのだと語った。

「アルフレッド殿下が皇帝となられた暁には、ノイマン殿下は恐らくは臣籍へと降されることになります。さらには我ら貴族の力が強くなることを望まないアルフレッド殿下は、ノイマン殿下が臣籍に降った後、間違いなく冷遇されるでしょう」

「まさか……我らは母が違うとはいえ兄弟だぞ？」

「兄弟だからこそです。どの時代のどんな為い政せい者しやであっても、最も怖いのは血を分けた兄弟です。歴史を紐解けばいくらでも先例が出てくるでしょう」

「わ、私は兄上に反逆するつもりは一切ないぞ？」

「ノイマン殿下の母方のガウナヘルツ伯爵家は、皇帝陛下の寵愛もあってか最近とみに力を付けていらっしゃる」

「そ、そうだ。それに私には多くの後ろ盾もある。兄上とてそう簡単に手を出せようはずもない。そうだろう？　ジェイド」

「もちろん、私どもクライフドルフ一門は常に殿下のお味方でございます。ですが、それゆえに、我ら貴族の旗頭となれる殿下が力を持つことを、アルフレッド殿下は恐れられるでしょう。更には我が一門は、皇太子殿下の平民を重ちよう用ようする方針に異を唱え、伝統ある貴族が民を導くべきという考えです。そして殿下はその我らの擁護者でもあらせられる」

　特にノイマンがクライフドルフ一門の擁護者としての立場を明確にしたことはなかったが、ジェイドはまるで自分たちの派閥の長がノイマンであるかのように畳み掛けた。

「我らの擁護者であるノイマン殿下を臣籍に降した後に、何らかの罪を着せて処断してしまえば、我らとて黙らざるをえない。いえ、むしろ見せしめに殿下を処断する可能性は高いかと……」

「そんなバカな……そんなバカな……」

　ジェイドから贈り物をもらった時の尊大な態度から一転して、蒼白な表情となったノイマン。

　ジェイドの語る未来。それは帝国の長い歴史には随所に見られる事実。

「しかし、私の妻となる女性は皇室とも繫がりの深いメイヴィス家のステイシア嬢なんだぞ」

「先程申し上げましたコーネリア皇女の従士は、そのメイヴィス家の三女レティシア様と懇意であり、皇女殿下とレティシア様も親交深い関係でございます。そしてレティシア様ご本人は、メイヴィス家とあまり上手くいっていないという噂もございます。もしもの際には皇室がどちらをお取りになられるかは……」

「では、私はどうすれば良いというのだ……」

　ノイマンは頭を抱えた。彼は今の皇子という立場が、この先ずっと続くものだと信じ続けていた。いや、彼だけではなく、彼の親族たちの誰もがそう信じ続けている。

　だが、それが未来永劫続くわけではない。

　確かにジェイドが言うように、臣籍へと降されれば彼は皇位継承権を失う。

　そして皇帝となったアルフレッドからしてみれば、皇族の血を引くノイマンは目障りであってもおかしくないのだ。

「……一体どうすれば」

　よくよく考えてみれば、アルフレッドがノイマンから皇籍を剝奪するとは限らないのだが、ノイマンは完全にジェイドの言うように臣籍へと降されると思い込んでしまっていた。

　ノイマンはこれまで、自分が何かの問題に直面した時には、周囲が解決するのが当然のように育てられてきた。

　彼が望めば、彼の周囲にいるものがその問題を考え解決する。

　そして今、彼にとって一つの難問が突きつけられている。

　彼にとって、まるで退路の無いような難問。

　いま、ノイマンは、心のなかで彼にとって都合の良い答えを求めているはずだ。

　ジェイドは思わず笑みが浮かびそうになるのを取り繕うと、その心の隙間に滑りこむように言葉を発した。

「天に両雄並び立たずと申します。殿下が生き延びるためには……」

「ま、さか。いやしかし、それは……」

　完全に血の気が引き、両目を飛び出さんばかりに大きく見開くノイマン。その全身が激しく震え、喘あえいでいる。

「殿下、現在この屋敷に集まっている者たちは、殿下のお味方にございます。そう、皇位継承権第三位にあらせられるノイマン様のお味方なのです。ですが、アルフレッド殿下が……いえ、アルフレッドが皇帝となり殿下が臣籍へと降されることになれば、お味方の中にも日和ひより見みを決め込む者が出るやも知れません。唯々諾々とアルフレッドに従う者すらも出てくるでしょう」

　ノイマンがゴクリと唾を吞み込む。

「今が好機なのです。アルフレッドが登用している平民が重要な地位に就き、力を付ける前に、アルフレッドを討つべきなのです」

　ノイマンは俯き考えこむ。

「わ、私に、兄上に対してそんな大それた事ができるだろうか……」

　これまで彼は自分で重要な局面で決断するということがなかった。

　悩めば誰かが答えを出してくれていた。

　やってくれていた。

　だからこそ、次のジェイドの言葉が彼の心へと滑りこむ。

「殿下はご心配なさらずともよいのです。殿下はただ一言、こうおっしゃるだけで良いのです。『良きにはからえ』と」




　ノイマンはジェイドとの密談を終えると、広間へと戻ってきていた。

　皇太子ではないものの、ノイマンは現皇位継承権第三位。

　臣籍に降る可能性があるとはいえ、アルフレッドとコーネリアの身に何かあれば、至尊の座に座る未来もあり得る人物だ。

　来場していた多くの貴族たちが、彼が戻ってきたのを見るや、すぐに挨拶や追つい従しようを言いに集まってきた。

　だが、その中心にいるノイマンの表情は優れない。

　青ざめ、どこか浮かない顔をしている。

　そんなノイマンを眺めている一人の女性がいた。

「ジェイド様」

　美しく着飾ったその女性は、ノイマンと時を同じくして広間へと戻ってきたこの屋敷の次代の後継へと話しかける。

「私の愛いとしいノイマン皇子殿下が随分と青い顔をされていらっしゃいますが、何かお心騒がすようなことでも？」

　彼女の名前はステイシア・ヴァン・メイヴィス。

　ノイマン・エルツ・ルート・レムルシル皇子の婚約者であり、勇者レティシア・ヴァン・メイヴィスの姉でもある。

「いえ、何も問題はございません」

　ジェイドは端整な顔に微笑を浮かべつつ、丁寧にステイシアに一礼してみせた。

「ただ……殿下はお心をお決めになられただけにございます」

「そう」

「残る障害はレティシア様のみでございます」

「わかっているわ」

　ノイマンを見つめるステイシアの瞳に、冷たい光が宿る。

（レティシア、アルフレッド、ノイマン……みんないなくなってしまえばいい。そう、みんないなくなってしまえば、私は再び多くの者たちから賛辞を浴びることが出来る。そう、私こそが全てを手に入れるべきなの……私を見ない者など、いなくなってしまえばいいのよ）

　再び多くの貴公子たち淑女たちに囲まれ、多くの賛辞と憧憬の念を一身に受ける光景を脳裏に描きながら、ステイシアは暗い情念を燃やしていた。




　そんなステイシアの傍らに悠然とした態度で立ちながら、ジェイドは内心ほくそ笑んでいた。

（最大の障害である勇者レティシア・ヴァン・メイヴィスが邪魔できないよう、この女を利用する）

　ジェイドはステイシアに軽く一礼すると、踵きびすを返して歩き出した。

　その瞳には冷酷な光が浮かび、口は笑みの形に歪められた。

　例の研究の拠点を帝都へと移したことで、被験体も豊富に手に入るようになり、大きく進しん捗ちよくしたという報告を得ている。

　研究が完成すれば、ジェイドに協力しつつも虎視眈々と機会を窺っているペテルシア王国の脅威を、勇者の力を利用せずに独力で排除できる。

（ノイマンを利用し、アルフレッド殺害の罪は全て、あのかわいそうなノイマン殿下に被ってもらう）

　その後、皇帝の直系であるコーネリアを伴侶に迎え、皇位の正当性を訴える。

　そうすればコーネリアの付属品としてウィンもついてくるはずだ。

　必然的に勇者の力も利用できるようになる。

　広間を再び後にしたジェイドは、一人屋敷の奥へと歩を進めると、ある部屋の前で立ち止まり、ゆっくりと部屋の扉を開いた。

　日の光がよく入るよう、南側に面した部屋。

　手入れの行き届いた調度品が随所に配置され、花瓶には色とりどりの花が生けられている。

　部屋の隅々まで掃除が行き届き、寝台のシーツにはシワ一つない。

　しかし、この部屋にはまるで生活臭というものが感じられなかった。

　この部屋の主はもうこの世にはいない。

　主がこの世界を後にしてすでに五年が経過している。

　ジェイドは先程まで浮かべていた薄ら笑いを消し、神妙な表情で部屋の奥、壁にかけられた肖像画へと歩み寄る。
















　肖像画に描かれているのは華やかな微笑みを湛たたえた美しい女性──。

　ジェイドの部屋に飾られているのと同じ女性だ。

　だがこの部屋の肖像画に描かれた女性の身を飾っているのは、ドレスや宝石の類ではない。ドレスのかわりに勇ましい軍装に身を包み、美しい花束のかわりに無骨な騎士剣を持ち、首飾りや指輪のかわりに幾つもの勲章を豊かな胸元にぶら下げ、貴族の家紋のかわりに万騎長と将軍の徽き章しようが輝いている。

　ルクレツィア・ヴァン・クライフドルフ。

　ジェイドの母、その若き日の姿を描いたもの。

　あのザウナス将軍と共に対魔大陸同盟軍において、帝国の双璧とまで称された女将軍。

　そして、帝国に見殺しにされた悲運の英雄。

（母上……）

　母の肖像画を見上げるジェイドの表情は、普段の彼が見せる不遜な表情とはまるで違い、どこか幼ささえも感じさせる頼りなげなものだった。




　クライフドルフ家で行われた夜会の数日後──。

　皇帝アレクセイが臨席する御前会議で、皇太子アルフレッドが提案したアルフレッドと皇女コーネリアのリヨンへの親善訪問に対して、中央騎士団団長を務めるウェルト・ヴァン・クライフドルフより異議が唱えられた。

　ウェルトは帝国の皇位継承権一位、二位にある皇族がともに国を空けるのは問題があると主張し、その言を聞き入れた皇帝アレクセイは皇太子アルフレッドだけをリヨン王国へと遣わすことを決定した。












































































あとがき







　応援している阪神タイガースの調子がいまひとつで、意気消沈しています。

　……気を取り直して。書籍版を読んでくださっている方はお久しぶりです。いつもＷＥＢ版を読んでくださっている方はこんにちは。三丘洋です。




　このあとがきを書いているのは、ちょうどゴールデンウィークが終わった頃なのですが、我らの阪神タイガースが現在……なんと最下位に。

　なかなか打線の調子が上がりません。

　そのせいか……私の調子もイマイチ上がりません。

　阪神を応援し続け約三十年。気付けば阪神の勝敗と連動する身体になってしまっていたようです。

　阪神ファンとしては正しい姿でしょうが、このまま下降線だとマズイので、なんとか勝ってもらわなければ！　和田監督、なんとかよろしくお願いします！




　……とまあ、和田監督にメッセージを伝えたところで、四巻の内容にも触れたいと思います。

　今回、どうしても描きたかった場面がありました。

　それが、第一章でウィンとレティシアが並んで朝ご飯を食べているシーンです。




　実は前の巻、三巻の第一章でも幼少期のウィンとレティシアが、朝食を食べているシーンがありました。

　一生懸命に食べている幼いレティシアを、ウィンが親鳥のように世話しています。

　今回の四巻では、時は流れてレティシアは勇者として、貴族の姫として名声を得ており、二人の肩書きも大きく変わっています。

　でも、幼い頃と変わらずに、二人は並んで朝食を食べる。

　その関係はあの頃のまま、変わっていない。

　そんな情景です。




　嬉しいことに、こずみっく先生がその場面にイラストを付けてくださいました。

　三巻では幼い二人が、そして四巻では成長した二人が、それぞれ朝食を頰張っています。

　イラストから、二人の間に流れる穏やかな空気が感じられました。

　いただいた挿絵のデータ画像をデスクトップに並べて、一人でニマニマと眺めてしまいました。

　いやあ……本当に可愛いです、二人共。「大きくなったね」と言ってあげたいです（特にレティシアに）。




　さて、ウィンがこの巻から、夢だった騎士へと昇格します。正確には彼が望んでいた形とは違う姿ですが、それでも騎士には違いありません。コーネリアを守るために、ウィンの新たな任務が始まりました。

　次の巻では、更に世界が広がっていきますので、どうぞお楽しみに。




　それではそろそろ謝辞を。

　まずはいつものように素敵なイラストを描いてくださいました、こずみっく先生。

　今回もレティシアの魅力を、たっぷりと表現してくださいました。

　デートのために服選び、ウィンと二人きりでいる時、そして公の場で勇者としての顔を見せている時と、様々なレティシアを素敵に描いてくださいました。

　そして今回もロイズさんが！　ロックに対して「おい、弛んでるぞ」と言っている時のロイズさんが一番「おい、弛んでるぞ」って感じでした（笑）。

　そして担当編集の清水様。デザイナーのプリグラフィックス川名様。校正の大迫様。今回もたくさんお力添えを頂きました。

　そしてもちろん、書籍化後もＷＥＢ上で応援してくださっている皆様、書籍から応援してくださっている皆様。

　本当にありがとうございました。

　　それではまた、五巻でお会いできることを祈って──。
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三丘洋　Yo Mitsuoka

山口県在住。最近、萩焼で良さげな酒器を手に入れました。焼き物は直販店に行って交渉すると、まけてもらえたりするよ！










こずみっく　Cosmic

マイブームは秘密基地の構想です。夢が膨らみます。
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